
 

第２２期第 1８回 

松浦海区漁業調整委員会  
 
 
 

日時 令和4年11月24日（木）15時～ 
場所 高等水産講習所 2階集合研修室 

 (唐津市唐房6-4948-23) 
 
 
 

次    第 
 
 
１ 開  会 
 
２ 議  題 

 
（１） 玄海における漁業許可方針（案）について（諮問）          Ｐ2  ～Ｐ82 

 

（２） 漁業法第 90 条第 2 項に基づく資源管理の状況等の報告及び 

漁業法第 91 条第 1 項に基づく指導について（諮問）                 Ｐ83 ～Ｐ91             

                

（３） 呼子町統括支所におけるコンブ試験養殖について（協議）      Ｐ92 ～Ｐ102 

 

（４） 松浦海区漁業調整委員会指示 80号の適用除外について（協議）    Ｐ103～Ｐ108 

 

（５） その他 
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小型機船底びき網漁業 

手繰第１種 いか巣びき網漁業 

現行許可方針 更新許可方針（案） 

１ 操 業 区 域 

①佐賀、福岡両県県境（包石）と唐津市相賀崎

北東端を結んだ直線以南の海域 

 （関係地区：満島を除く旧唐津市） 

②所属する漁業協同組合が保有する共同漁業権

漁場内。 

  ただし、佐賀玄海漁業協同組合においては、

所属する支所に関する共同漁業権漁場内に限

る。  

 （関係地区：唐津市満島、旧肥前町） 

２ 操 業 期 間 

  ２月１日から６月３０日まで 

３ 許可の有効期間 

  ３年以内 

４ 許 可 統 数 

  ５統以内 

５ 制限又は条件               

(1)共同漁業権漁場内で操業する場合は、漁業権

者と協議し、協議が成立しなければ操業しては

ならない。（１の①の操業区域の場合に限る。） 

（2）十分な社会的信用を有しない者への許可は

認めない。 

 

第１ 制限措置 

１ 漁業種類 

いか巣びき網漁業 

２ 許可又は起業の認可をすべき船舶の数 

   ５隻 

３ 船舶の総トン数 

   制限なし 

４ 推進機関の馬力数 

制限なし 

５ 操業区域 

佐賀県玄海海域 

６ 漁業時期 

２月１日から６月３０日まで 

７ 漁業を営む者の資格 

（１）旧唐津市又は旧肥前町のいずれかの地

区において漁港機能を有する施設を拠

点として漁業を営もうとする者。又は、

上記以外の地区において漁港機能を有

する施設を拠点として漁業を営もうと

する者のうち、松浦海区漁業調整委員会

に諮り、漁業調整上支障がないと認めら

れた者。 

（２）佐賀県の漁船原簿に登録されている船

舶を使用する権利を有する者 

（３）佐賀県漁業調整規則（令和２年佐賀県

規則第63号。以下「規則」という。）第１

０条第１項各号のいずれにも該当しな  
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い者 

（４）適切な資源管理を実践できる者 

（５）漁業の生産力の向上に努めようとする 

者 

 

第２ 許可の有効期間 

令和５年１月１日から令和９年１２月３１

日まで 

 

第３ 申請すべき期間 

１ 申請すべき期間（以下「申請期間」という。）

は、令和４年１２月１日から令和４年１２月

１５日までとする。 

２ 申請期間に到着し、受付けた申請の数（以

下「受付数」という。）が、５件に到達しない

ときは、申請期間の最終日の次の開庁日を新

たな申請期間として追加する。 

３ 令和４年１２月１５日までの期間にお

いて、受付数と申請期間の最終日時点で有

効な許可又は起業の認可を受けている船

舶の数を足した数（以下「合計数」という。）

が５件に到達するまでは、最後に追加した

申請期間の次の開庁日を更に新たな申請

期間として追加することを繰り返す。ただ

し、最後に追加した申請期間より前の申請

期間に受付けたもののうち、許可、起業の

認可若しくは不許可の処分又は申請の取

下げをしたものについては、これを受付数

から除く。 

４ 合計数が５件に到達した日以降から令和９
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年４月１０日までの期間において、廃業等の

事由により残枠が生じた場合は、新たな申請

期間を追加する。申請期間は、規則第１１条

第１項に基づく公示をした日から１０日間と

する。ただし、１０日後が閉庁日のときは、

その次の開庁日までを申請期間とする。また、

これ以降の申請期間の取扱いは、上記３に同

じ。 

 

第４ 許可の基準 

合計数が５件を超える場合は、最後に設定

した申請期間に受付けた者を次に掲げる優

先順位により許可又は起業の認可をする者

を定める。ただし、同順位である者相互間の

優先順位は抽選による。なお、規則第９条第

１項第２号に該当する場合は、この限りでな

い。また、各順位の基準日は該当する申請期

間の始期の前日とする。 

（１）基準日において従前の当該漁業の許可を有

していた者。ただし、当該順位の適用は、令和

４年１２月１５日までに受付けた申請、かつ、

有していた許可件数の範囲までとする。 

（２）基準日において当該漁業の許可を有してい

た者から許可を承継し、許可を有していた船

舶と同じ船舶にて当該漁業を営もうとする

者。（従前の当該漁業の許可を有していた者

が、この許可方針に基づく更新申請を行わな

いことに伴い許可を承継する場合を含む。）た

だし、当該順位の適用は、許可を承継する者

が、許可を譲渡する者と２親等以内の親族で
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ある場合に限る。 

（３）基準日から過去５年間において当該漁業の

許可（従前の許可を含む。）を有していたこと

がある者 

（４）基準日において当該漁業以外の漁業の許可

を有していた者 

（５）上記（１）から（４）に該当しない者 

  

第５ 条件 

１ 満島地区を除く旧唐津市地区において

漁港機能を有する施設を拠点として漁業

を営もうとする者は、佐賀、福岡両県県境

（包石）と唐津市相賀崎北東端を結んだ直

線以南の海域以外の海域及び共同漁業権

漁場で操業してはならない。 

ただし、共同漁業権漁場において、事前

に共同漁業権者と協議し、同意を得られた

場合はこの限りでなく、その際は同意書の

写しを操業時に携帯しなければならない。 

２ 満島地区、旧肥前町を根拠地において漁

港機能を有する施設を拠点として漁業を

営もうとする者は、所属する漁業協同組合

が保有する共同漁業権漁場以外では操業

してはならない。ただし、佐賀玄海漁業協

同組合においては、所属する支所に関する

共同漁業権漁場内に限る。 
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小型機船底びき網漁業 

手繰第３種 なまこけた網漁業 

現行許可方針 更新許可方針（案） 

１ 操 業 区 域 

所属する漁業協同組合が保有する共

同漁業権漁場内。 

ただし、佐賀玄海漁業協同組合におい

は、所属する支所に関する共同漁業権漁場

内に限る。 

２ 操 業 期 間 

 １２月１日から翌年３月３１日まで 

３ 許可の有効期間 

 ３年以内 

４ 制限又は条件               

 (1) 最大低潮時水深５メートル以浅

の海域で操業してはならない。 

 (2) ナマコ以外を目的として操業し

てはならない。 

(3) 十分な社会的信用を有しない者への許

可は認めない。 

 

第１ 制限措置 

１ 漁業種類 

なまこけた網漁業 

２ 許可又は起業の認可をすべき船舶の数 

９５隻 

３ 船舶の総トン数 

制限なし 

４ 推進機関の馬力数 

制限なし 

５ 操業区域 

佐賀県玄海海域 

６ 漁業時期 

１２月１日から翌年３月３１日まで 

７ 漁業を営む者の資格 

（１）佐賀県において漁港機能を有する施設を

拠点として漁業を営もうとする者 

（２）佐賀県の漁船原簿に登録されている船舶

を使用する権利を有する者 

（３）佐賀県漁業調整規則（令和２年佐賀県規則

第63号。以下「規則」という。）第１０条第

１項各号のいずれにも該当しない者 

（４）適切な資源管理を実践できる者 

（５）漁業の生産力の向上に努めようとする者 

 

第２ 許可の有効期間 

令和５年１月１日から令和９年１２月３１日まで 

 

第３ 申請すべき期間 

１ 申請すべき期間（以下「申請期間」という。）

は、令和４年１２月１日から令和４年１２月１

５日までとする。 

２ 申請期間に到着し、受付けた申請の数（以
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下「受付数」という。）が、９５件に到達し

ないときは、申請期間の最終日の次の開庁日

を新たな申請期間として追加する。 

３ 令和４年１２月１５日までの期間におい

て、受付数と申請期間の最終日時点で有効な

許可又は起業の認可を受けている船舶の数を

足した数（以下「合計数」という。）が９５件

に到達するまでは、最後に追加した申請期間

の次の開庁日を更に新たな申請期間として追

加することを繰り返す。ただし、最後に追加

した申請期間より前の申請期間に受付けたも

ののうち、許可、起業の認可若しくは不許可

の処分又は申請の取下げをしたものについて

は、これを受付数から除く。 

４ 合計数が９５件に到達した日以降から令和

９年１１月１０日までの期間において、廃業

等の事由により残枠が生じた場合は、新たな

申請期間を追加する。申請期間は、規則第１

１条第１項に基づく公示をした日から１０日

間とする。ただし、１０日後が閉庁日のとき

は、その次の開庁日までを申請期間とする。

また、これ以降の申請期間の取扱いは、上記

３に同じ。 

 

第４ 許可の基準 

合計数が９５件を超える場合は、最後に設

定した申請期間に受付けた者を次に掲げ

る優先順位により許可又は起業の認可を

する者を定める。ただし、同順位である者

相互間の優先順位は抽選による。なお、規

則第９条第１項第２号に該当する場合は、

この限りでない。また、各順位の基準日は

該当する申請期間の始期の前日とする。 

（１）基準日において従前の当該漁業の許可を

有していた者。ただし、当該順位の適用は、

令和４年１２月１５日までに受付けた申
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請、かつ、有していた許可件数の範囲まで

とする。 

（２）基準日において当該漁業の許可を有して

いた者から許可を承継し、許可を有してい

た船舶と同じ船舶にて当該漁業を営もうと

する者。（従前の当該漁業の許可を有して

いた者が、この許可方針に基づく更新申請

を行わないことに伴い許可を承継する場合

を含む。）ただし、当該順位の適用は、許

可を承継する者が、許可を譲渡する者と２

親等以内の親族である場合に限る。 

（３）基準日から過去５年間において当該漁業

の許可（従前の許可を含む。）を有してい

たことがある者 

（４）基準日において当該漁業以外の漁業の許

可を有していた者 

（５）上記（１）から（４）に該当しない者 

 第５ 条件 

１ 操業区域は、所属する漁業協同組合

が 保 有 す る 共 同 漁 業 権 漁 場 内 に 限

る。ただし、佐賀玄海漁業協同組合におい

ては、所属する支所に関する共同漁業権漁

場内。  
２ 最大低潮時水深５メートル以浅の

海域で操業してはならない。  
３ ナマコ以外を目的として操業して

はならない  
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小型機船底びき網漁業 

手繰第３種 あかがいけた網漁業 

現行許可方針 更新許可方針（案） 

１  操  業  区  域  

 所 属 す る 漁 業 協 同 組 合 が 保 有 す る 共

同 漁 業 権 漁 場 内 。  

 ただし、佐賀玄海漁業協同組合におい

ては、所属する支所に関する共同漁業

権漁場内に限る。 

２  操  業  期  間  

 ７ 月 ２ １ 日 か ら 翌 年 ６ 月 １ ０ 日 ま で  

３  許 可 の 有 効 期 間  

 ３ 年 以 内  

４  制 限 又 は 条 件               

 ( 1)  ア カ ガ イ 以 外 を 目 的 と し て 操

業 し て は な ら な い 。  

(2)  十 分 な 社 会 的信 用 を 有 し な い 者

への許可は認めない 

第１ 制限措置 

１ 漁業種類 

あかがいけた網漁業 

２ 許可又は起業の認可をすべき船舶の数 

 １０隻 

３ 船舶の総トン数 

 制限なし 

４ 推進機関の馬力数 

制限なし 

５ 操業区域 

佐賀県玄海海域 

６ 漁業時期 

７月２１日から翌年６月１０日まで 

７ 漁業を営む者の資格 

（１）佐賀県において漁港機能を有する施設

を拠点として漁業を営もうとする者 

（２）佐賀県の漁船原簿に登録されている船

舶を使用する権利を有する者 

（３）佐賀県漁業調整規則（令和２年佐賀県

規則第63号。以下「規則」という。）第

１０条第１項各号のいずれにも該当し

ない者 

（４）適切な資源管理を実践できる者 

（５）漁業の生産力の向上に努めようとする

者 

 

第２ 許可の有効期間 

令和５年１月１日から令和９年１２月３１

日まで 

 

第３ 申請すべき期間 

１ 申請すべき期間（以下「申請期間」と
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いう。）は、令和４年１２月１日から令和

４年１２月１５日までとする。 

２ 申請期間に到着し、受付けた申請の数

（以下「受付数」という。）が、１０件に

到達しないときは、申請期間の最終日の次

の開庁日を新たな申請期間として追加す

る。 

３ 令和４年１２月１５日までの期間にお

いて、受付数と申請期間の最終日時点で有

効な許可又は起業の認可を受けている船

舶の数を足した数（以下「合計数」という。）

が１０件に到達するまでは、最後に追加し

た申請期間の次の開庁日を更に新たな申

請期間として追加することを繰り返す。た

だし、最後に追加した申請期間より前の申

請期間に受付けたもののうち、許可、起業

の認可若しくは不許可の処分又は申請の

取下げをしたものについては、これを受付

数から除く。 

４ 合計数が１０件に到達した日以降から

令和９年１１月１０日までの期間におい

て、廃業等の事由により残枠が生じた場合

は、新たな申請期間を追加する。申請期間

は、規則第１１条第１項に基づく公示をし

た日から１０日間とする。ただし、１０日

後が閉庁日のときは、その次の開庁日まで

を申請期間とする。また、これ以降の申請

期間の取扱いは、上記３に同じ。 

 

第４ 許可の基準 

合計数が１０件を超える場合は、最後に

設定した申請期間に受付けた者を次に掲

げる優先順位により許可又は起業の認可

をする者を定める。ただし、同順位である

者相互間の優先順位は抽選による。なお、

規則第９条第１項第２号に該当する場合
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は、この限りでない。また、各順位の基準

日は該当する申請期間の始期の前日とす

る。 

（１）基準日において従前の当該漁業の

許可を有していた者。ただし、当該順

位の適用は、令和４年１２月１５日

までに受付けた申請、かつ、有してい

た許可件数の範囲までとする。 

（２）基準日において当該漁業の許可を

有していた者から許可を承継し、許

可を有していた船舶と同じ船舶にて

当該漁業を営もうとする者。（従前の

当該漁業の許可を有していた者が、

この許可方針に基づく更新申請を行

わないことに伴い許可を承継する場

合を含む。）ただし、当該順位の適用

は、許可を承継する者が、許可を譲渡

する者と２親等以内の親族である場

合に限る。 

（３）基準日から過去５年間において

当該漁業の許可（従前の許可を含む。）

を有していたことがある者 

（４）基準日において当該漁業以外の

漁業の許可を有していた者 

（５）上記（１）から（４）に該当しな

い者 

  

第５ 条件 

１ 操業区域は、所 属 す る 漁 業 協 同 組

合 が 保 有 す る 共 同 漁 業 権 漁 場 内 。

ただし、佐賀玄海漁業協同組合において

は、所属する支所に関する共同漁業権漁

場内に限る。  

２  ア カ ガ イ 以 外 を 目 的 と し て 操 業

し て は な ら な い  
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機 船 船 び き 網 漁 業                                        

いわし１そう船びき網漁業 

現行許可方針 更新許可方針（案） 

１  操  業  区  域  

①  佐 賀 、福 岡 両 県 県 境（ 包 石 ）と 唐

津 市 相 賀 崎 北 東 端 を 結 ん だ 直 線 以

南 の 海 域  

 （ 関 係 地 区 ： 旧 唐 津 市 ）  

②  所 属 す る 漁 業 協 同 組 合 が 保 有 す

る 共 同 漁 業 権 漁 場 内 。  

ただし、佐賀玄海漁業協同組合に

おいては、所属する支所に関する

共同漁業権漁場内に限る。 

 （ 関 係 地 区 ： 玄 海 町 、 旧 肥 前 町 、

伊 万 里 市 ）  

２  操  業  期  間  

  １ 月 １ 日 か ら １ ２ 月 ３ １ 日 ま で  

３  許 可 の 有 効 期 間  

  ３ 年 以 内  

４  許  可  統  数  

関係漁業協同組合間（ただし、佐

賀玄海漁業協同組合においては、

合併により発足する以前の関係漁

業協同組合間）で締結した操業協

定に定められた統数の範囲内とす

る。 

５  制 限 又 は 条 件               

 ( 1)十分な社会的信用を有しない者

への許可は認めない。 

 

第１ 制限措置 

１ 漁業種類 

いわし１そう船びき網漁業 

２ 許可又は起業の認可をすべき船舶の数  

関係漁業協同組合間（ただし、佐賀玄海

漁業協同組合においては、合併により発

足する以前の関係漁業協同組合間）で締

結した操業協定に定められた統数の範囲

内とする。 

３ 船舶の総トン数 

 制限なし 

４ 推進機関の馬力数 

制限なし 

５ 操業区域 

佐賀県玄海海域 

６ 漁業時期 

１月１日から１２月３１日まで 

７ 漁業を営む者の資格 

（１）旧唐津市、玄海町、旧肥前町又は伊

万里市のいずれかの地区において漁港

機能を有する施設を拠点として漁業を

営もうとする者。又は、上記以外の地

区において漁港機能を有する施設を拠

点として漁業を営もうとする者のう

ち、松浦海区漁業調整委員会に諮り、

漁業調整上支障がないと認められた

者。 

（２）佐賀県の漁船原簿に登録されている

船舶を使用する権利を有する者 

（３）佐賀県漁業調整規則（令和２年佐賀

県規則第63号。以下「規則」とい

う。）第１０条第１項各号のいずれ
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にも該当しない者 

（４）適切な資源管理を実践できる者 

（５）漁業の生産力の向上に努めようとす

る者 

 

第２ 許可の有効期間 

令和５年１月１日から令和９年１２月３１

日まで 

 

第３ 申請すべき期間 

１ 申請すべき期間（以下「申請期間」

という。）は、令和４年１２月１日から

令和４年１２月１５日までとする。 

２ 申請期間に到着し、受付けた申請の

数（以下「受付数」という。）が、上限

に到達しないときは、申請期間の最終日

の次の開庁日を新たな申請期間として追

加する。 

３ 令和４年１２月１５日までの期間に

おいて、受付数と申請期間の最終日時点

で有効な許可又は起業の認可を受けてい

る船舶の数を足した数（以下「合計数」

という。）が上限に到達するまでは、最

後に追加した申請期間の次の開庁日を更

に新たな申請期間として追加することを

繰り返す。ただし、最後に追加した申請

期間より前の申請期間に受付けたものの

うち、許可、起業の認可若しくは不許可

の処分又は申請の取下げをしたものにつ

いては、これを受付数から除く。 

４ 合計数が上限に到達した日以降から

令和９年１１月１０日までの期間におい

て、廃業等の事由により残枠が生じた場

合は、新たな申請期間を追加する。申請

期間は、規則第１１条第１項に基づく公

示をした日から１０日間とする。ただ
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し、１０日後が閉庁日のときは、その次

の開庁日までを申請期間とする。また、

これ以降の申請期間の取扱いは、上記３

に同じ。 

 

第４ 許可の基準 

合計数が上限を超える場合は、最後に設

定した申請期間に受付けた者を次に掲げ

る優先順位により許可又は起業の認可を

する者を定める。ただし、同順位である

者相互間の優先順位は抽選による。な

お、規則第９条第１項第２号に該当する

場合は、この限りでない。また、各順位

の基準日は該当する申請期間の始期の前

日とする。 

（１）基準日において従前の当該漁業の許

可を有していた者。ただし、当該順位の

適用は、令和４年１２月１５日までに受

付けた申請、かつ、有していた許可件数

の範囲までとする。 

（２）基準日において当該漁業の許可を有

していた者から許可を承継し、許可を有

していた船舶と同じ船舶にて当該漁業を

営もうとする者。（従前の当該漁業の許

可を有していた者が、この許可方針に基

づく更新申請を行わないことに伴い許可

を承継する場合を含む。）ただし、当該

順位の適用は、許可を承継する者が、許

可を譲渡する者と２親等以内の親族であ

る場合に限る。 

（３）基準日から過去５年間において当該

漁業の許可（従前の許可を含む。）を有

していたことがある者 

（４）基準日において当該漁業以外の漁業

の許可を有していた者 

（５）上記（１）から（４）に該当しない
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者 

  

第５ 条件 

１  旧 唐 津 市 地 区 に お い て 漁 港 機

能 を 有 す る 施 設 を 拠 点 と し て 漁

業 を 営 も う と す る 者 は 、 佐 賀 、

福 岡 両 県 県 境 （ 包 石 ） と 唐 津 市

相 賀 崎 北 東 端 を 結 ん だ 直 線 以 南

の 海 域 以 外 の 海 域 及 び 共 同 漁 業

権 漁 場 で 操 業 し て は な ら な い 。  

た だ し 、 共 同 漁 業 権 漁 場 に お い

て 、 事 前 に 共 同 漁 業 権 者 と 協 議

し 、 同 意 を 得 ら れ た 場 合 は こ の

限 り で な く 、 そ の 際 は 同 意 書 の

写 し を 操 業 時 に 携 帯 し な け れ ば

な ら な い 。  

２ 玄 海 町 、 旧 肥 前 町 又 は 伊 万 里 市

を 根 拠 地 に お い て 漁 港 機 能 を 有 す

る 施 設 を 拠 点 と し て 漁 業 を 営 も う

と す る 者 は 、 所 属 す る 漁 業 協 同 組

合 が 保 有 す る 共 同 漁 業 権 漁 場 以 外

で は 操 業 し て は な ら な い 。 ただ

し、佐賀玄海漁業協同組合において

は、所属する支所に関する共同漁業権

漁場内に限る。 
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機 船 船 び き 網 漁 業                                        

いわし２そう船びき網漁業 

現行許可方針 更新許可方針（案） 

１  操  業  区  域  

①  佐 賀 、 福 岡 両 県 県 境 （ 包 石 ） と

唐 津 市 相 賀 崎 北 東 端 を 結 ん だ 直 線

以 南 の 海 域  

 （ 関 係 地 区 ： 旧 唐 津 市 ）  

②  所 属 す る 漁 業 協 同 組 合 が 保 有 す

る 共 同 漁 業 権 漁 場 内 。  

ただし、佐賀玄海漁業協同組合に

おいては、所属する支所に関する共

同漁業権漁場内に限る。 

 （ 関 係 地 区 ： 玄 海 町 、 旧 肥 前 町 、

伊 万 里 市 ）  

２  操  業  期  間  

 １ 月 １ 日 か ら １ ２ 月 ３ １ 日 ま で  

３  許 可 の 有 効 期 間  

  ３ 年 以 内  

４  許  可  統  数  

関係漁業協同組合間（ただし、佐

賀玄海漁業協同組合においては、合

併により発足する以前の関係漁業協

同組合間）で締結した操業協定に定

められた統数の範囲内とする。 

５  制 限 又 は 条 件               

 ( 1)  僚 船 は 、 申 請 時 に 申 請 者 が

指 定 し た 船 舶 を 使 用 し な け れ ば な

ら な い 。  

(2) 十分な社会的信用を有しない者

第１ 制限措置 

１ 漁業種類 

いわし２そう船びき網漁業 

２ 許可又は起業の認可をすべき船舶の   

数 

関係漁業協同組合間（ただし、佐賀

玄海漁業協同組合においては、合併

により発足する以前の関係漁業協同

組合間）で締結した操業協定に定めら

れた統数の範囲内とする。 

３ 船舶の総トン数 

制限なし 

４ 推進機関の馬力数 

制限なし 

５ 操業区域 

佐賀県玄海海域 

６ 漁業時期 

１月１日から１２月３１日まで 

７ 漁業を営む者の資格 

（１）旧唐津市、玄海町、旧肥前町又は

伊万里市のいずれかの地区において漁

港機能を有する施設を拠点として漁業

を営もうとする者。又は、上記以外の

地区において漁港機能を有する施設を

拠点として漁業を営もうとする者のう

ち、松浦海区漁業調整委員会に諮り、

漁業調整上支障がなと認められた者。 

（２）佐賀県の漁船原簿に登録されてい

る船舶を使用する権利を有する者 

（３）佐賀県漁業調整規則（令和２年佐

賀県規則第63号。以下「規則」とい
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への許可は認めない。 

 

 

う。）第１０条第１項各号のいずれ

にも該当しない者 

（４）適切な資源管理を実践できる者 

（５）漁業の生産力の向上に努めようと

する者 

 

第２ 許可の有効期間 

令和５年１月１日から令和９年１２月３

１日まで 

 

第３ 申請すべき期間 

１ 申請すべき期間（以下「申請期間」

という。）は、令和４年１２月１日か

ら令和４年１２月１５日までとする。 

２ 申請期間に到着し、受付けた申請の

数（以下「受付数」という。）が、上

限に到達しないときは、申請期間の最

終日の次の開庁日を新たな申請期間と

して追加する。 

３ 令和４年１２月１５日までの期間に

おいて、受付数と申請期間の最終日時

点で有効な許可又は起業の認可を受け

ている船舶の数を足した数（以下「合

計数」という。）が上限に到達するま

では、最後に追加した申請期間の次の

開庁日を更に新たな申請期間として追

加することを繰り返す。ただし、最後

に追加した申請期間より前の申請期間

に受付けたもののうち、許可、起業の

認可若しくは不許可の処分又は申請の

取下げをしたものについては、これを

受付数から除く。 

４ 合計数が上限に到達した日以降から

令和９年１１月１０日までの期間にお

いて、廃業等の事由により残枠が生じ

た場合は、新たな申請期間を追加す
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る。申請期間は、規則第１１条第１項

に基づく公示をした日から１０日間と

する。ただし、１０日後が閉庁日のと

きは、その次の開庁日までを申請期間

とする。また、これ以降の申請期間の

取扱いは、上記３に同じ。 

 

第４ 許可の基準 

合計数が上限を超える場合は、最後

に設定した申請期間に受付けた者を次

に掲げる優先順位により許可又は起業

の認可をする者を定める。ただし、同

順位である者相互間の優先順位は抽選

による。なお、規則第９条第１項第２

号に該当する場合は、この限りでな

い。また、各順位の基準日は該当する

申請期間の始期の前日とする。 

（１）基準日において従前の当該漁業の

許可を有していた者。ただし、当該順

位の適用は、令和４年１２月１５日ま

でに受付けた申請、かつ、有していた

許可件数の範囲までとする。 

（２）基準日において当該漁業の許可を

有していた者から許可を承継し、許可

を有していた船舶と同じ船舶にて当該

漁業を営もうとする者。（従前の当該

漁業の許可を有していた者が、この許

可方針に基づく更新申請を行わないこ

とに伴い許可を承継する場合を含

む。）ただし、当該順位の適用は、許

可を承継する者が、許可を譲渡する者

と２親等以内の親族である場合にる。 

（３）基準日から過去５年間において当

該漁業の許可（従前の許可を含

む。）を有していたことがある者 

（４）基準日において当該漁業以外の漁
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業の許可を有していた者 

（５）上記（１）から（４）に該当しな

い者 

  

第５ 条件 

１  旧 唐 津 市 地 区 に お い て 漁 港

機 能 を 有 す る 施 設 を 拠 点 と し

て 漁 業 を 営 も う と す る 者 は 、

佐 賀 、 福 岡 両 県 県 境 （ 包 石 ）

と 唐 津 市 相 賀 崎 北 東 端 を 結 ん

だ 直 線 以 南 の 海 域 以 外 の 海 域

及 び 共 同 漁 業 権 漁 場 で 操 業 し

て は な ら な い 。  

た だ し 、 共 同 漁 業 権 漁 場 に

お い て 、 事 前 に 共 同 漁 業 権 者

と 協 議 し 、 同 意 を 得 ら れ た 場

合 は こ の 限 り で な く 、 そ の 際

は 同 意 書 の 写 し を 操 業 時 に 携

帯 し な け れ ば な ら な い 。  

２ 玄 海 町 、 旧 肥 前 町 又 は 伊 万 里

市 を 根 拠 地 に お い て 漁 港 機 能 を

有 す る 施 設 を 拠 点 と し て 漁 業 を

営 も う と す る 者 は 、 所 属 す る 漁

業 協 同 組 合 が 保 有 す る 共 同 漁 業

権 漁 場 以 外 で は 操 業 し て は な ら

な い 。 ただし、佐賀玄海漁業協同

組合においては、所属する支所に関

する共同漁業権漁場内に限る。 

３  僚 船 は 、 申 請 時 に 申 請 者 が 指

定 し た 船 舶 を 使 用 し な け れ ば な

ら な い 。  

 

-20-



機 船 船 び き 網 漁 業                                        

かなぎ１そう船びき網漁業 

現行許可方針 更新許可方針（案） 

１  操  業  区  域  

①  次 の ア 、 イ 、 ウ 及 び エ の 各 点

を 順 次 に 結 ん だ 直 線 と オ 、 カ 、

キ 、 ク 、 ケ 及 び コ の 各 点 を 順 次 に

結 ん だ 直 線 と 最 大 高 潮 時 海 岸 線 と

に よ っ て 囲 ま れ た 海 域   

（ 関 係 地 区 ： 旧 唐 津 市 、 旧 呼 子 町 、

旧 鎮 西 町 、 玄 海 町 ）  

ア  唐 津 市 大 島 北 端  

イ  唐 津 市 相 賀 崎 北 東 端 と 福 岡 県

糸 島 市 志 摩 姫 島 山 頂 を 結 ん だ

直 線 と 福   岡 県 糸 島 市 二 丈

串 崎 北 端 と 唐 津 市 呼 子 町 小 川

島 北 東 端 を 結 ん だ 直 線 と の 交

点  

ウ  唐 津 市 呼 子 町 小 川 島 北 東 端  

エ  唐 津 市 鎮 西 町 加 唐 島 北 東 端  

オ  唐 津 市 鎮 西 町 加 唐 島 北 西 端  

カ  唐 津 市 鎮 西 町 加 唐 島 北 西 端 と

同 馬 渡 島 大 長 崎 鼻 北 端 を 結 ん

だ 直 線 と 、 唐 津 市 呼 子 町 鷹 島

灯 台 と 唐 津 市 鎮 西 町 加 唐 島 南

端 を 結 ん だ 直 線 の 延 長 線 と の

交 点  

 キ  玄 海 町 値 賀 崎 西 端 と 唐 津 市 鎮

西 町 馬 渡 島 西 端 を 結 ん だ 直 線

と 、 同 灘 崎 南 西 端 と 唐 津 市 肥

第１ 制限措置 

１ 漁業種類 

かなぎ１そう船びき網漁業 

２ 許可又は起業の認可をすべき船舶の  

数 

関係漁業協同組合間（ただし、佐

賀玄海漁業協同組合においては、合

併により発足する以前の関係漁業協

同組合間）で締結した操業協定に定め

られた統数の範囲内とする。 

 

３ 船舶の総トン数 

制限なし 

４ 推進機関の馬力数 

制限なし 

５ 操業区域 

佐賀県玄海海域 

６ 漁業時期 

１月１日から１０月３１日まで 

７ 漁業を営む者の資格 

（１）旧唐津市、旧呼子町、旧鎮西町、

玄海町、旧肥前町、伊万里市のいず

れかの地区において漁港機能を有す

る施設を拠点として漁業を営もうと

する者。又は、上記以外の地区にお

いて漁港機能を有する施設を拠点と

して漁業を営もうとする者のうち、

松浦海区漁業調整委員会に諮り、漁

業調整上支障がないと認められた

者。 

（２）佐賀県の漁船原簿に登録されてい
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前 町 向 島 灯 台 を 結 ん だ 直 線 と

の 交 点  

ク  玄 海 町 が ま 瀬 南 端 と 唐 津 市 肥

前 町 瓶 焼 鼻 北 端 を 結 ん だ 直 線

と 、 玄 海 町 玉 子 島 南 端 と 唐 津

市 肥 前 町 佐 久 目 鼻 北 端 を 結 ん

だ 直 線 と の 交 点  

ケ  玄 海 町 玉 子 島 南 端  

コ  玄 海 町 牟 形 鳥 ノ 巣 山 南 端  

②  所 属 す る 漁 業 協 同 組 合 が 保 有 す

る 共 同 漁 業 権 漁 場 内 。  

ただし、佐賀玄海漁業協同組合

においては、所属する支所に関

する共同漁業権漁場内に限る。 

（ 関 係 地 区 ： 旧 肥 前 町 、 伊 万 里 市 ）  

２  操  業  期  間  

 １ 月 １ 日 か ら １ ０ 月 ３ １ 日 ま で  

３  許 可 の 有 効 期 間  

  ３ 年 以 内  

４  許  可  統  数  

関係漁業協同組合間（ただし、佐

賀玄海漁業協同組合においては、

合併に 

より発足する以前の関係漁業協同組合

間）で締結した操業協定に定められた

統数の範囲内とする。 

５ 制 限 又 は 条 件               

(1)  十分な社会的信用を有しない

者への許可は認めない。 

 

る船舶を使用する権利を有する者 

（３）佐賀県漁業調整規則（令和２年佐

賀県規則第63号。以下「規則」とい

う。）第１０条第１項各号のいずれ

にも該当しない者 

（４）適切な資源管理を実践できる者 

（５）漁業の生産力の向上に努めようと

する者 

 

第２ 許可の有効期間 

令和５年１月１日から令和９年１２

月３１日まで 

 

第３ 申請すべき期間 

１ 申請すべき期間（以下「申請期

間」という。）は、令和４年１２月

１日から令和４年１２月１５日まで

とする。 

２ 申請期間に到着し、受付けた申請

の数（以下「受付数」という。）

が、上限に到達しないときは、申請

期間の最終日の次の開庁日を新たな

申請期間として追加する。 

３ 令和４年１２月１５日までの期間

において、受付数と申請期間の最終

日時点で有効な許可又は起業の認可

を受けている船舶の数を足した数

（以下「合計数」という。）が上限

に到達するまでは、最後に追加した

申請期間の次の開庁日を更に新たな

申請期間として追加することを繰り

返す。ただし、最後に追加した申請

期間より前の申請期間に受付けたも

ののうち、許可、起業の認可若しく

は不許可の処分又は申請の取下げを

したものについては、これを受付数
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 から除く。 

４ 合計数が上限に到達した日以降か

ら令和９年１１月１０日までの期間

において、廃業等の事由により残枠

が生じた場合は、新たな申請期間を

追加する。申請期間は、規則第１１

条第１項に基づく公示をした日から

１０日間とする。ただし、１０日後

が閉庁日のときは、その次の開庁日

までを申請期間とする。また、これ

以降の申請期間の取扱いは、上記３

に同じ。 

 

第４ 許可の基準 

合計数が上限を超える場合は、最

後に設定した申請期間に受付けた者

を次に掲げる優先順位により許可又

は起業の認可をする者を定める。た

だし、同順位である者相互間の優先

順位は抽選による。なお、規則第９

条第１項第２号に該当する場合は、

この限りでない。また、各順位の基

準日は該当する申請期間の始期の前

日とする。 

（１）基準日において従前の当該漁業の

許可を有していた者。ただし、当該順

位の適用は、令和４年１２月１５日ま

でに受付けた申請、かつ、有していた

許可件数の範囲までとする。 

（２）基準日において当該漁業の許可を

有していた者から許可を承継し、許可

を有していた船舶と同じ船舶にて当該

漁業を営もうとする者。（従前の当該

漁業の許可を有していた者が、この許

可方針に基づく更新申請を行わないこ

とに伴い許可を承継する場合を含
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む。）ただし、当該順位の適用は、許

可を承継する者が、許可を譲渡する者

と２親等以内の親族である場合に限

る。 

（３）基準日から過去５年間において当

該漁業の許可（従前の許可を含む。）

を有していたことがある者 

（４）基準日において当該漁業以外の漁

業の許可を有していた者 

（５） 上記（１）から（４）に該当し

ない者 

  

第５ 条件 

１  旧 唐 津 市 、 旧 呼 子 町 、 旧 鎮

西 町 、 玄 海 町 に お い て 漁 港 機

能 を 有 す る 施 設 を 拠 点 と し て

漁 業 を 営 も う と す る 者 は 、 次

の ア 、 イ 、 ウ 及 び エ の 各 点 を

順 次 に 結 ん だ 直 線 と オ 、 カ 、

キ 、 ク 、 ケ 及 び コ の 各 点 を 順

次 に 結 ん だ 直 線 と 最 大 高 潮 時

海 岸 線 と に よ っ て 囲 ま れ た 海

域 以 外 の 海 域 で は 操 業 し て は

な ら な い 。   

  ア  唐 津 市 大 島 北 端  

イ  唐 津 市 相 賀 崎 北 東 端 と 福

岡 県 糸 島 市 志 摩 姫 島 山 頂 を

結 ん だ 直 線 と 福 岡 県 糸 島 市

二 丈 串 崎 北 端 と 唐 津 市 呼 子

町 小 川 島 北 東 端 を 結 ん だ 直

線 と の 交 点  

  ウ  唐 津 市 呼 子 町 小 川 島 北
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東 端  

  エ  唐 津 市 鎮 西 町 加 唐 島 北 東

端  

  オ  唐 津 市 鎮 西 町 加 唐 島 北 西

端  

  カ  唐 津 市 鎮 西 町 加 唐 島 北 西

端 と 同 馬 渡 島 大 長 崎 鼻 北 端

を 結 ん だ 直 線 と 、 唐 津 市 呼

子 町 鷹 島 灯 台 と 唐 津 市 鎮 西

町 加 唐 島 南 端 を 結 ん だ 直 線

の 延 長 線 と の 交 点  

  キ  玄 海 町 値 賀 崎 西 端 と 唐 津

市 鎮 西 町 馬 渡 島 西 端 を 結 ん

だ 直 線 と 、 同 灘 崎 南 西 端 と

唐 津 市 肥 前 町 向 島 灯 台 を 結

ん だ 直 線 と の 交 点  

  ク  玄 海 町 が ま 瀬 南 端 と 唐 津

市 肥 前 町 瓶 焼 鼻 北 端 を 結 ん

だ 直 線 と 、 玄 海 町 玉 子 島 南

端 と 唐 津 市 肥 前 町 佐 久 目 鼻

北 端 を 結 ん だ 直 線 と の 交 点  

  ケ  玄 海 町 玉 子 島 南 端  

  コ  玄 海 町 牟 形 鳥 ノ 巣 山 南 端  

 ２  旧 肥 前 町 、 伊 万 里 市 に お い て

漁 港 機 能 を 有 す る 施 設 を 拠 点

と し て 漁 業 を 営 も う と す る 者

は 、 所 属 す る 漁 業 協 同 組 合 が

保 有 す る 共 同 漁 業 権 漁 場 以 外

で は 操 業 し て は な ら な い 。 た

だし、佐賀玄海漁業協同組合に

おいては、所属する支所に関す
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る共同漁業権漁場内に限る。 
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機 船 船 び き 網 漁 業                                        

さより２そう船びき網漁業 

現行許可方針 更新許可方針（案） 

１  操  業  区  域  

  佐 賀 県 海 域 と す る 。 た だ し 、 ４月

１６日から同年５月１５日までの操

業区域は、所属する漁協が有する共

同漁業権漁場（ ただし、佐賀玄海漁

業協同組合においては、所属する支

所に関する共同漁業権漁場） 内 とす

る。 

２  操  業  期  間  

  １ １ 月 １ 日 か ら 翌 年 ５ 月 １ ５ 日

ま で  

３  許 可 の 有 効 期 間  

  ３ 年 以 内  

４  使  用  船  舶  

  ５ ト ン 未 満  

５  制 限 又 は 条 件               

 ( 1)共 同 漁 業 権 漁 場 内 で 操 業 す る

場 合 は 、 漁 業 権 者 と 協 議 し 、 協

議 が 成 立 し な け れ ば 操 業 し て は

な ら な い 。  

 ( 2)使 用 す る 漁 具 は 、 浮 子 方 の 長

さ ２ ２ メ ー ト ル 以 下 で な け れ ば

な ら な い 。  

 ( 3)僚 船 は 、 申 請 時 に 申 請 者 が 指

定 し た 船 舶 を 使 用 し な け れ ば な

ら な い 。  

 (4)十分な社会的信用を有しない者へ

の許可は認めない。 

第１ 制限措置 

１ 漁業種類 

さより２そう船びき網漁業 

２ 許可又は起業の認可をすべき船舶の

数 

  ５０隻 

３ 船舶の総トン数 

  ５トン未満 

４ 推進機関の馬力数 

制限なし 

５ 操業区域 

佐賀県玄海海域 

６ 漁業時期 

１１月１日から翌年５月１５日まで 

７ 漁業を営む者の資格 

（１）佐賀県において漁港機能を有する

施設を拠点として漁業を営もうとする

者 

（２）佐賀県の漁船原簿に登録されてい

る船舶を使用する権利を有する者 

（３）佐賀県漁業調整規則（令和２年佐

賀県規則第63号。以下「規則」とい

う。）第１０条第１項各号のいずれに

も該当しない者 

（４）適切な資源管理を実践できる者 

（５）漁業の生産力の向上に努めようと

する者 

 

第２ 許可の有効期間 

令和５年１月１日から令和９年１２

月３１日まで 
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第３ 申請すべき期間 

１ 申請すべき期間（以下「申請期間」

という。）は、令和４年１２月１日から

令和４年１２月１５日までとする。 

２ 申請期間に到着し、受付けた申請の

数（以下「受付数」という。）が、５０

件に到達しないときは、申請期間の最終

日の次の開庁日を新たな申請期間として

追加する。 

３ 令和４年１２月１５日までの期間に

おいて、受付数と申請期間の最終日時点

で有効な許可又は起業の認可を受けてい

る船舶の数を足した数（以下「合計数」

という。）が５０件に到達するまでは、

最後に追加した申請期間の次の開庁日を

更に新たな申請期間として追加すること

を繰り返す。ただし、最後に追加した申

請期間より前の申請期間に受付けたもの

のうち、許可、起業の認可若しくは不許

可の処分又は申請の取下げをしたものに

ついては、これを受付数から除く。 

４ 合計数が５０件に到達した日以降か

ら令和９年１１月１０日までの期間にお

いて、廃業等の事由により残枠が生じた

場合は、新たな申請期間を追加する。申

請期間は、規則第１１条第１項に基づく

公示をした日から１０日間とする。ただ

し、１０日後が閉庁日のときは、その次

の開庁日までを申請期間とする。また、

これ以降の申請期間の取扱いは、上記３

に同じ。 

 

第４ 許可の基準 

合計数が５０件を超える場合は、最後

に設定した申請期間に受付けた者を次に

掲げる優先順位により許可又は起業の認
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 可をする者を定める。ただし、同順位

 である者相互間の優先順位は抽選によ

 る。なお、規則第９条第１項第２号に

 該当する場合は、この限りでない。ま

 た、各順位の基準日は該当する申請期

 間の始期の前日とする。 

（１）基準日において従前の当該漁業の

許可を有していた者。ただし、当該順

位の適用は、令和４年１２月１５日ま

でに受付けた申請、かつ、有していた

許可件数の範囲までとする。 

（２）基準日において当該漁業の許可を

有していた者から許可を承継し、許可

を有していた船舶と同じ船舶にて当該

漁業を営もうとする者。（従前の当該

漁業の許可を有していた者が、この許

可方針に基づく更新申請を行わないこ

とに伴い許可を承継する場合を含

む。）ただし、当該順位の適用は、許

可を承継する者が、許可を譲渡する者

と２親等以内の親族である場合に限

る。 

（３）基準日から過去５年間において当

該漁業の許可（従前の許可を含む。）

を有していたことがある者 

（４）基準日において当該漁業以外の漁

業の許可を有していた者 

（５）上記（１）から（４）に該当しな

い者 

  

第５ 条件 

１ 共 同 漁 業 権 漁 場 内 で 操 業 す る 場

合 は 、 事 前 に 共 同 漁 業 権 者 と 協 議

し 、 同 意 を 得 ら れ た 場 合 は こ の 限

り で な く 、 そ の 際 は 同 意 書 の 写 し

を 操 業 時 に 携 帯 し な け れ ば な ら な
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い 。  

２  ４月１６日から同年５月１５日まで

は、所属する漁協が有する共同漁業権

漁場（ ただし、佐賀玄海漁業協同組合

においては、所属する支所に関する共

同漁業権漁場） 内 でのみ操業できる。 

３ 使 用 す る 漁 具 は 、 浮 子 方 の 長 さ

２ ２ メ ー ト ル 以 下 で な け れ ば な ら

な い 。  

４ 僚 船 は 、 申 請 時 に 申 請 者 が 指 定

し た 船 舶 を 使 用 し な け れ ば な ら な

い 。  
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機 船 船 び き 網 漁 業                                        

とびうお２そう船びき網漁業 

現行許可方針 更新許可方針（案） 

１  操  業  区  域  

  佐 賀 県 海 域  

２  操  業  期  間  

  ９ 月 １ 日 か ら １ ０ 月 ３ １ 日 ま で  

３  許 可 の 有 効 期 間  

  ３ 年 以 内  

４  使  用  船  舶  

  ５ ト ン 未 満  

５  制 限 又 は 条 件               

 ( 1)共 同 漁 業 権 漁 場 内 で 操 業 す る

場 合 は 、 漁 業 権 者 と 協 議 し 、 協 議

が 成 立 し な け れ ば 操 業 し て は な ら

な い 。  

(2)使 用 す る 漁 具 は 、 浮 子 方 の 長 さ

２ ５ メ ー ト ル 以 下 で な け れ ば な ら

な い 。  

(3)夜 間 （ 日 没 か ら 日 の 出 ま で ）

は 、 操 業 し て は な ら な い 。  

(4) 僚 船 は 、 申 請 時 に 申 請 者 が 指

定 し た 船 舶 を 使 用 し な け れ ば な ら

な い 。  

(5) 十分な社会的信用を有しない者へ

の許可は認めない。 

 

第１ 制限措置 

１ 漁業種類 

とびうお２そう船びき網漁業 

２ 許可又は起業の認可をすべき船舶の 

数 

  ５隻 

３ 船舶の総トン数 

５トン未満 

４ 推進機関の馬力数 

制限なし 

５ 操業区域 

佐賀県玄海海域 

６ 漁業時期 

９月１日から１０月３１日まで 

７ 漁業を営む者の資格 

（１）佐賀県において漁港機能を有する

施設を拠点として漁業を営もうとす

る者 

（２）佐賀県の漁船原簿に登録されてい

る船舶を使用する権利を有する者 

（３）佐賀県漁業調整規則（令和２年佐

賀県規則第63号。以下「規則」とい

う。）第１０条第１項各号のいずれ

にも該当しない者 

（４）適切な資源管理を実践できる者 

（５）漁業の生産力の向上に努めようと

する者 

 

第２ 許可の有効期間 

令和５年１月１日から令和９年１２月３１

日まで 
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第３ 申請すべき期間 

１ 申請すべき期間（以下「申請期間」

という。）は、令和４年１２月１日から

令和４年１２月１５日までとする。 

２ 申請期間に到着し、受付けた申請の

数（以下「受付数」という。）が、５件

に到達しないときは、申請期間の最終日

の次の開庁日を新たな申請期間として追

加する。 

３ 令和４年１２月１５日までの期間に

おいて、受付数と申請期間の最終日時点

で有効な許可又は起業の認可を受けてい

る船舶の数を足した数（以下「合計数」

という。）が５件に到達するまでは、最

後に追加した申請期間の次の開庁日を更

に新たな申請期間として追加することを

繰り返す。ただし、最後に追加した申請

期間より前の申請期間に受付けたものの

うち、許可、起業の認可若しくは不許可

の処分又は申請の取下げをしたものにつ

いては、これを受付数から除く。 

４ 合計数が５件に到達した日以降から

令和９年９月１０日までの期間におい

て、廃業等の事由により残枠が生じた場

合は、新たな申請期間を追加する。申請

期間は、規則第１１条第１項に基づく公

示をした日から１０日間とする。ただ

し、１０日後が閉庁日のときは、その次

の開庁日までを申請期間とする。また、

これ以降の申請期間の取扱いは、上記３

に同じ。 

 

第４ 許可の基準 

合計数が５件を超える場合は、最後に設

定した申請期間に受付けた者を次に掲げ

る優先順位により許可又は起業の認可を
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する者を定める。ただし、同順位である

者相互間の優先順位は抽選による。な

お、規則第９条第１項第２号に該当する

場合は、この限りでない。また、各順位

の基準日は該当する申請期間の始期の前

日とする。 

（１）基準日において従前の当該漁業の

許可を有していた者。ただし、当該順位

の適用は、令和４年１２月１５日までに

受付けた申請、かつ、有していた許可件

数の範囲までとする。 

（２）基準日において当該漁業の許可を

有していた者から許可を承継し、許可を

有していた船舶と同じ船舶にて当該漁業

を営もうとする者。（従前の当該漁業の

許可を有していた者が、この許可方針に

基づく更新申請を行わないことに伴い許

可を承継する場合を含む。）ただし、当

該順位の適用は、許可を承継する者が、

許可を譲渡する者と２親等以内の親族で

ある場合に限る。 

（３）基準日から過去５年間において当該

漁業の許可（従前の許可を含む。）を有

していたことがある者 

（４）基準日において当該漁業以外の漁業

の許可を有していた者 

（５）上記（１）から（４）に該当しない

 者 

  

第５ 条件 

１ 共 同 漁 業 権 漁 場 内 で 操 業 す る 場

合 は 、 事 前 に 共 同 漁 業 権 者 と 協 議

し 、 同 意 を 得 ら れ た 場 合 は こ の 限

り で な く 、 そ の 際 は 同 意 書 の 写 し

を 操 業 時 に 携 帯 し な け れ ば な ら な

い 。  
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２  使 用 す る 漁 具 は 、 浮 子 方 の 長 さ

２ ５ メ ー ト ル 以 下 で な け れ ば な ら

な い 。  

３ 夜 間 （ 日 没 か ら 日 の 出 ま で ）

は 、 操 業 し て は な ら な い 。  

４ 僚 船 は 、 申 請 時 に 申 請 者 が 指 定

し た 船 舶 を 使 用 し な け れ ば な ら な

い 。  
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機 船 船 び き 網 漁 業                                        

雑魚１そう船びき網漁業 

現行許可方針 更新許可方針（案） 

１  操  業  区  域  

玄 海 町 値 賀 崎 西 端 と 長 崎 県 松 浦 市

鷹 島 町 阿 翁 崎 鼻 北 端 を 結 ん だ 直 線

以 南 の 佐 賀 県 海 域       

（ 関 係 地 区 ： 玄 海 町 、 旧 肥 前 町 ）  

２  操  業  期  間  

 １ 月 １ 日 か ら １ ２ 月 ３ １ 日 ま で  

３  許 可 の 有 効 期 間  

 ３ 年 以 内  

４  許  可  統  数  

 関 係 漁 業 協 同 組 合 間 （ただし、佐

賀玄海漁業協同組合においては、合

併により発足する以前の関係漁業協

同組合間）で 締 結 し た 操 業 協 定 に

定 め ら れ た 統 数 の 範 囲 内 と す る 。  

５  制 限 又 は 条 件               

( 1 )  共 同 漁 業 権 漁 場 内 で 操 業 す る 場

合 は 、 漁 業 権 者 と 協 議 し 、 協 議 が

成 立 し な け れ ば 操 業 し て は な ら な

い 。  

(2)十分な社会的信用を有しない者への

許可は認めない。 

 

 

第１ 制限措置 

１ 漁業種類 

雑魚１そう船びき網漁業 

２ 許可又は起業の認可をすべき船舶の  

数 

関係漁業協同組合間（ただし、佐賀

玄海漁業協同組合においては、合併

により発足する以前の関係漁業協同

組合間）で締結した操業協定に定め

られた統数の範囲内とする。 

３ 船舶の総トン数 

制限なし 

４ 推進機関の馬力数 

制限なし 

５ 操業区域 

佐賀県玄海海域 

６ 漁業時期 

１月１日から１２月３１日まで 

７ 漁業を営む者の資格 

（１）玄海町、旧肥前町のいずれかの地区

において漁港機能を有する施設を拠

点として漁業を営もうとする者 

（２）佐賀県の漁船原簿に登録されている

船舶を使用する権利を有する者 

（３）佐賀県漁業調整規則（令和２年佐賀

県規則第63号。以下「規則」という。）

第１０条第１項各号のいずれにも該

当しない者 

（４）適切な資源管理を実践できる者 

（５）漁業の生産力の向上に努めようとす

る者 

第２ 許可の有効期間 
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令和５年１月１日から令和９年１２月３１

日まで 

 

第３ 申請すべき期間 

１ 申請すべき期間（以下「申請期間」と

いう。）は、令和４年１２月１日から令

和４年１２月１５日までとする。 

２ 申請期間に到着し、受付けた申請の

数（以下「受付数」という。）が、上限

に到達しないときは、申請期間の最終

日の次の開庁日を新たな申請期間とし

て追加する。 

３ 令和４年１２月１５日までの期間に

おいて、受付数と申請期間の最終日時点

で有効な許可又は起業の認可を受けて

いる船舶の数を足した数（以下「合計数」

という。）が上限に到達するまでは、最

後に追加した申請期間の次の開庁日を

更に新たな申請期間として追加するこ

とを繰り返す。ただし、最後に追加した

申請期間より前の申請期間に受付けた

もののうち、許可、起業の認可若しくは

不許可の処分又は申請の取下げをした

ものについては、これを受付数から除

く。 

４ 合計数が上限に到達した日以降から

令和９年１１月１０日までの期間にお

いて、廃業等の事由により残枠が生じ

た場合は、新たな申請期間を追加する。

申請期間は、規則第１１条第１項に基

づく 公示をした日から１０日間とす

る。ただし、１０日後が閉庁日のとき

は、その次の開庁日までを申請期間と

する。また、これ以降の申請期間の取扱

いは、上記３に同じ。 
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第４ 許可の基準 

合計数が上限を超える場合は、最後に

設定した申請期間に受付けた者を次に掲

げる優先順位により許可又は起業の認可

をする者を定める。ただし、同順位である

者相互間の優先順位は抽選による。なお、

規則第９条第１項第２号に該当する場合

は、この限りでない。また、各順位の基準

日は該当する申請期間の始期の前日とす

る。 

（１）基準日において従前の当該漁業の許可

を有していた者。ただし、当該順位の適用

は、令和４年１２月１５日までに受付けた

申請、かつ、有していた許可件数の範囲ま

でとする。 

（２）基準日において当該漁業の許可を有し

ていた者から許可を承継し、許可を有して

いた船舶と同じ船舶にて当該漁業を営も

うとする者。（従前の当該漁業の許可を有

していた者が、この許可方針に基づく更新

申請を行わないことに伴い許可を承継す

る場合を含む。）ただし、当該順位の適用

は、許可を承継する者が、許可を譲渡する

者と２親等以内の親族である場合に限る。 

（３）基準日から過去５年間において当該漁

業の許可（従前の許可を含む。）を有して

いたことがある者 

（４）基準日において当該漁業以外の漁業の

許可を有していた者 

（５）上記（１）から（４）に該当しない者 

  

第５ 条件 

１ 玄 海 町 値 賀 崎 西 端 と 長 崎 県 松 浦

市 鷹 島 町 阿 翁 崎 鼻 北 端 を 結 ん だ 直

線 以 南 の 佐 賀 県 海 域 以 外 で は 操 業

し て は な ら な い 。  
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２ 共 同 漁 業 権 漁 場 内 で 操 業 す る 場

合 は 、 事 前 に 共 同 漁 業 権 者 と 協 議

し 、 同 意 を 得 ら れ た 場 合 は こ の 限

り で な く 、 そ の 際 は 同 意 書 の 写 し

を 操 業 時 に 携 帯 し な け れ ば な ら な

い 。  
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機 船 船 び き 網 漁 業                                        

あず１そう船びき網漁業 

現行許可方針 更新許可方針（案） 

１  操  業  区  域  

  佐 賀 県 海 域  

２  操  業  期  間  

  １ 月 １ 日 か ら ６ 月 ３ ０ 日 ま で  

３  許 可 の 有 効 期 間  

  ３ 年 以 内  

４  制 限 又 は 条 件               

( 1)共 同 漁 業 権 漁 場 内 で 操 業 す る

場 合 は 、 漁 業 権 者 と 協 議 し 、

協 議 が 成 立 し な け れ ば 操 業 し

て は な ら な い 。  

(2)十分な社会的信用を有しない者へ

の許可は認めない。 

 

１ 漁業種類 

あず１そう船びき網漁業 

２ 許可又は起業の認可をすべき船舶の数 

 １０隻 

３ 船舶の総トン数 

 制限なし 

４ 推進機関の馬力数 

制限なし 

５ 操業区域 

佐賀県玄海海域 

６ 漁業時期 

１月１日から６月３０日まで 

７ 漁業を営む者の資格 

（１）佐賀県において漁港機能を有する

施設を拠点として漁業を営もうとす

る者 

（２）佐賀県の漁船原簿に登録されてい

る船舶を使用する権利を有する者 

（３）佐賀県漁業調整規則（令和２年佐

賀県規則第63号。以下「規則」とい

う。）第１０条第１項各号のいずれ

にも該当しない者 

（４）適切な資源管理を実践できる者 

（５）漁業の生産力の向上に努めようと

する者 

 

第２ 許可の有効期間 

令和５年１月１日から令和９年１２月３１

日まで 

 

第３ 申請すべき期間 

１ 申請すべき期間（以下「申請期間」と

いう。）は、令和４年１２月１日から令和
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４年１２月１５日までとする。 

２ 申請期間に到着し、受付けた申請の

数（以下「受付数」という。）が、１０

件に到達しないときは、申請期間の最終

日の次の開庁日を新たな申請期間として

追加する。 

３ 令和４年１２月１５日までの期間に

おいて、受付数と申請期間の最終日時点

で有効な許可又は起業の認可を受けてい

る船舶の数を足した数（以下「合計数」

という。）が１０件に到達するまでは、

最後に追加した申請期間の次の開庁日を

更に新たな申請期間として追加すること

を繰り返す。ただし、最後に追加した申

請期間より前の申請期間に受付けたもの

のうち、許可、起業の認可若しくは不許

可の処分又は申請の取下げをしたものに

ついては、これを受付数から除く。 

４ 合計数が１０件に到達した日以降か

ら令和９年１１月１０日までの期間にお

いて、廃業等の事由により残枠が生じた

場合は、新たな申請期間を追加する。申

請期間は、規則第１１条第１項に基づく

公示をした日から１０日間とする。ただ

し、１０日後が閉庁日のときは、その次

の開庁日までを申請期間とする。また、

これ以降の申請期間の取扱いは、上記３

に同じ。 

 

第４ 許可の基準 

合計数が１０件を超える場合は、最

後に設定した申請期間に受付けた者

を次に掲げる優先順位により許可又

は起業の認可をする者を定める。た

だし、同順位である者相互間の優先

順位は抽選による。なお、規則第９
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条第１項第２号に該当する場合は、

この限りでない。また、各順位の基

準日は該当する申請期間の始期の前

日とする。 

（１）基準日において従前の当該漁業の

許可を有していた者。ただし、当該

順位の適用は、令和４年１２月１５

日までに受付けた申請、かつ、有し

ていた許可件数の範囲までとする。 

（２）基準日において当該漁業の許可を

有していた者から許可を承継し、許

可を有していた船舶と同じ船舶にて

当該漁業を営もうとする者。（従前

の当該漁業の許可を有していた者

が、この許可方針に基づく更新申請

を行わないことに伴い許可を承継す

る場合を含む。）ただし、当該順位

の適用は、許可を承継する者が、許

可を譲渡する者と２親等以内の親族

である場合に限る。 

（３）基準日から過去５年間において当

該漁業の許可（従前の許可を含

む。）を有していたことがある者 

（４）基準日において当該漁業以外の漁

業の許可を有していた者 

（５）上記（１）から（４）に該当しな

い者 

  

第５ 条件 

１ 共 同 漁 業 権 漁 場 内 で 操 業 す る 場

合 は 、 事 前 に 共 同 漁 業 権 者 と 協 議

し 、 同 意 を 得 ら れ た 場 合 は こ の 限

り で な く 、 そ の 際 は 同 意 書 の 写 し

を 操 業 時 に 携 帯 し な け れ ば な ら な

い 。  

 

-41-



刺  網  漁  業                                        

きす一重流し刺網漁業 

現行許可方針 更新許可方針（案） 

１  操  業  区  域  

①  唐 津 市 土 器 崎 か ら 正 北 に 引 い た 直

線 と 、 唐 津 市 鎮 西 町 串 崎 と 同 馬 渡

島 南 西 端 を 結 ん だ 直 線 及 び そ の 延

長 線 と の 間 の 佐 賀 県 海 域  

（ 関 係 地 区 ： 旧 呼 子 町 、 旧 鎮 西 町 ）  

②  唐津市鎮 西 町 串 崎 と 同 馬 渡 島 南 西

端 を 結 ん だ 直 線 及 び そ の 延 長 線

よ り 南 西 の 佐 賀 県 海 域  

（ 関 係 地 区 ： 玄 海 町 、 旧 肥 前 町 、 伊

万 里 市 ）  

２  操  業  期  間  

 ６ 月 １ 日 か ら １ ２ 月 ３ １ 日 ま で  

３  許 可 の 有 効 期 間  

 ３ 年 以 内  

４  制 限 又 は 条 件               

( 1)  共 同 漁 業 権 漁 場 内 で 操 業 す る

場 合 は 、 漁 業 権 者 と 協 議 し 、 協 議

が 成 立 し な け れ ば 操 業 し て は な ら

な い 。  

(2) 定 置 漁 業 の 保 護 区 域 内 で 操 業

し て は な ら な い 。  

(3) 使 用 す る 漁 具 は 、 浮 子 方 の 長

さ ２ ０ ０ メ ー ト ル 以 内 の も の １ 統

と す る 。（ 替 網 を 船 内 に 搭 載 し て

は な ら な い 。）  

(4) 夜 間 （ 日 没 か ら 日 の 出 ま で ）

は 、 操 業 し て は な ら な い 。  

(5) 佐 賀 県 漁 業 調 整 規 則 第 ５ ５ 条

に 規 定 さ れ た 漁 具 の 標 識 に 許 可 番

号 を 記 載 し な け れ ば な ら な い 。  

第１ 制限措置 

１ 漁業種類 

きす一重流し刺網漁業 

２ 許可又は起業の認可をすべき船舶の 

数 

  １０隻 

３ 船舶の総トン数 

  制限なし 

４ 推進機関の馬力数 

制限なし 

５ 操業区域 

佐賀県玄海海域 

６ 漁業時期 

６月１日から１２月３１日まで 

７ 漁業を営む者の資格 

（１）旧呼子町、旧鎮西町、玄海町、旧

肥前町又は伊万里市のいずれかの地区

において漁港機能を有する施設を拠点

として漁業を営もうとする者。又は、

上記以外の地区において漁港機能を有

する施設を拠点として漁業を営もうと

する者のうち、松浦海区漁業調整委員

会に諮り、漁業調整上支障がないと認

められた者。 

（２）佐賀県の漁船原簿に登録されてい

る船舶を使用する権利を有する者 

（３）佐賀県漁業調整規則（令和２年佐

賀県規則第63号。以下「規則」とい

う。）第１０条第１項各号のいずれに

も該当しない者 

（４）適切な資源管理を実践できる者 

（５）漁業の生産力の向上に努めようと

-42-



( 6)  操 業 中 は 、 使 用 船 舶 を 漁 具 の 周

囲 ５ ０ メ ー ト ル の 範 囲 内 に 留 め て

お か な け れ ば な ら な い 。  

(7) 使 用 船 舶 の 機 関 室 の 両 側 の 舷

檣 板 （ 通 称 カ イ シ ン グ ） に だ い だ

い 色 の 船 体表示（巾２０センチメー

トル、長さ１６０センチメートル）

をしなければならない。 

(8) 十分な社会的信用を有しない者 

５  許 可 の 対 象               

  次 の 各 号 の い ず れ に も 該 当 し な

い も の と す る 。  

①  準 組 合 員 、 非 組 合 員  

②  兼 業 漁 業 者  

③ 過 去 １ 年 間 に 漁 業 関 係 法 令 に 違

反 し 、 司 法 処 分 を 受 け た 者  

④ 小 型 ・ 中 型 ま き 網 漁 業 、 ご ち 網

漁 業 、 え び こ ぎ 網 漁 業 、 第 ２ 種 共

同 漁 業 権 の 内 容 と な る 漁 業 を 営 ん

で い る 者  

 

する者 

 

第２ 許可の有効期間 

令和５年１月１日から令和９年１２月３１

日まで 

 

第３ 申請すべき期間 

１ 申請すべき期間（以下「申請期間」と

いう。）は、令和４年１２月１日から令

和４年１２月１５日までとする。 

２ 申請期間に到着し、受付けた申請の

数（以下「受付数」という。）が、１０

件に到達しないときは、申請期間の最終

日の次の開庁日を新たな申請期間として

追加する。 

３ 令和４年１２月１５日までの期間に

おいて、受付数と申請期間の最終日時点

で有効な許可又は起業の認可を受けてい

る船舶の数を足した数（以下「合計数」

という。）が１０件に到達するまでは、

最後に追加した申請期間の次の開庁日を

更に新たな申請期間として追加すること

を繰り返す。ただし、最後に追加した申

請期間より前の申請期間に受付けたもの

のうち、許可、起業の認可若しくは不許

可の処分又は申請の取下げをしたものに

ついては、これを受付数から除く。 

４ 合計数が１０件に到達した日以降か

ら令和９年１１月１０日までの期間にお

いて、廃業等の事由により残枠が生じた

場合は、新たな申請期間を追加する。申

請期間は、規則第１１条第１項に基づく

公示をした日から１０日間とする。ただ

し、１０日後が閉庁日のときは、その次

の開庁日までを申請期間とする。また、

これ以降の申請期間の取扱いは、上記３
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  に同じ。 

 

第４ 許可の基準 

合計数が１０件を超える場合は、最後に

設定した申請期間に受付けた者を次に掲

げる優先順位により許可又は起業の認可

をする者を定める。ただし、同順位であ

る者相互間の優先順位は抽選による。な

お、規則第９条第１項第２号に該当する

場合は、この限りでない。また、各順位

の基準日は該当する申請期間の始期の前

日とする。 

（１）基準日において従前の当該漁業の

許可を有していた者。ただし、当該順位

の適用は、令和４年１２月１５日までに

受付けた申請、かつ、有していた許可件

数の範囲までとする。 

（２）基準日において当該漁業の許可を

有していた者から許可を承継し、許可を

有していた船舶と同じ船舶にて当該漁業

を営もうとする者。（従前の当該漁業の

許可を有していた者が、この許可方針に

基づく更新申請を行わないことに伴い許

可を承継する場合を含む。）ただし、当

該順位の適用は、許可を承継する者が、

許可を譲渡する者と２親等以内の親族で

ある場合に限る。 

（３）基準日から過去５年間において当

該漁業の許可（従前の許可を含む。）を

有していたことがある者 

（４）基準日において当該漁業以外の漁

業の許可を有していた者 

（５）上記（１）から（４）に該当しな

い者 

  

第５ 条件 
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１  旧 呼 子 町 又 は 旧 鎮 西 町 に お い

て 漁 港 機 能 を 有 す る 施 設 を 拠 点 と

し て 漁 業 を 営 も う と す る 者 は 、 唐

津 市 土 器 崎 か ら 正 北 に 引 い た 直 線

と 唐 津 市 鎮 西 町 串 崎 と 同 馬 渡 島 南

西 端 を 結 ん だ 直 線 及 び そ の 延 長 線

と の 間 の 佐 賀 県 海 域 以 外 の 海 域 で

は 操 業 し て は な ら な い 。  

２  玄 海 町 、 旧 肥 前 町 又 は 伊 万 里

市 に お い て 漁 港 機 能 を 有 す る 施 設

を 拠 点 と し て 漁 業 を 営 も う と す る

者 は 、 唐津市鎮 西 町 串 崎 と 同 馬 渡

島 南 西 端 を 結 ん だ 直 線 及 び そ の 延

長 線 よ り 南 西 の 佐 賀 県 海 域 以 外 の

海 域 で は 操 業 し て は な ら な い 。  

３  共 同 漁 業 権 漁 場 内 で 操 業 す る

場 合 は 、 事 前 に 共 同 漁 業 権 者 と 協

議 し 、 同 意 を 得 ら れ た 場 合 は こ の

限 り で な く 、 そ の 際 は 同 意 書 の 写

し を 操 業 時 に 携 帯 し な け れ ば な ら

な い 。  

４  定 置 漁 業 の 保 護 区 域 内 で 操 業

し て は な ら な い 。  

５  使 用 す る 漁 具 は 、 浮 子 方 の 長

さ ２ ０ ０ メ ー ト ル 以 内 の も の １ 統

と す る 。（ 替 網 を 船 内 に 搭 載 し て

は な ら な い 。）  

６  夜 間 （ 日 没 か ら 日 の 出 ま で ）

は 、 操 業 し て は な ら な い 。  

７  規 則 第 ５ ５ 条 に 規 定 さ れ た 漁

具 の 標 識 に 許 可 番 号 を 記 載 し な け

れ ば な ら な い 。  

８  操 業 中 は 、 使 用 船 舶 を 漁 具 の

周 囲 ５ ０ メ ー ト ル の 範 囲 内 に 留 め  
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て お か な け れ ば な ら な い 。  

９  使 用 船 舶 の 機 関 室 の 両 側 の 舷

檣 板 （ 通 称 カ イ シ ン グ ） に だ い だ

い 色 の 船 体表示（巾２０センチメー

トル、長さ１６０センチメートル）

をしなければならない。 
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刺  網  漁  業                                        

このしろ一重流し刺網漁業 

現行許可方針 更新許可方針（案） 

１  操  業  区  域  

  所 属 す る 漁 業 協 同 組 合 が 保 有 す

る 共 同 漁 業 権 漁 場 内 。  

  ただし、佐賀玄海漁業協同組合に

おいては、所属する支所に関する

共同漁業権漁場に限る。 

２  操  業  期  間  

 １ 月 １ 日 か ら １ ２ 月 ３ １ 日 ま で  

３  許 可 の 有 効 期 間  

  ３ 年 以 内  

４  制 限 又 は 条 件               

 ( 1)  使 用 す る 漁 具 は 、 浮 子 方 の

長 さ ５ ０ ０ メ ー ト ル 以 内 の も の

１ 統 と す る 。  

(2) 十分な社会的信用を有しない者

への許可は認めない。 

 

第１ 制限措置 

１ 漁業種類 

このしろ一重流し刺網漁業 

２ 許可又は起業の認可をすべき船舶の  

数 

  ３０隻 

３ 船舶の総トン数 

  制限なし 

４ 推進機関の馬力数 

制限なし 

５ 操業区域 

佐賀県玄海海域 

６ 漁業時期 

１月１日から１２月３１日まで 

７ 漁業を営む者の資格 

（１）佐賀県において漁港機能を有する

施設を拠点として漁業を営もうとする

者 

（２）佐賀県の漁船原簿に登録されてい

る船舶を使用する権利を有する者 

（３）佐賀県漁業調整規則（令和２年佐

賀県規則第63号。以下「規則」とい

う。）第１０条第１項各号のいずれに

も該当しない者 

（４）適切な資源管理を実践できる者 

（５）漁業の生産力の向上に努めようと

する者 

 

第２ 許可の有効期間 

令和５年１月１日から令和９年１２月３１

日まで 
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第３ 申請すべき期間 

１ 申請すべき期間（以下「申請期間」

という。）は、令和４年１２月１日から

令和４年１２月１５日までとする。 

２ 申請期間に到着し、受付けた申請の

数（以下「受付数」という。）が、３０

件に到達しないときは、申請期間の最終

日の次の開庁日を新たな申請期間として

追加する。 

３ 令和４年１２月１５日までの期間に

おいて、受付数と申請期間の最終日時点

で有効な許可又は起業の認可を受けてい

る船舶の数を足した数（以下「合計数」

という。）が３０件に到達するまでは、

最後に追加した申請期間の次の開庁日を

更に新たな申請期間として追加すること

を繰り返す。ただし、最後に追加した申

請期間より前の申請期間に受付けたもの

のうち、許可、起業の認可若しくは不許

可の処分又は申請の取下げをしたものに

ついては、これを受付数から除く。 

４ 合計数が３０件に到達した日以降か

ら令和９年１１月１０日までの期間にお

いて、廃業等の事由により残枠が生じた

場合は、新たな申請期間を追加する。申

請期間は、規則第１１条第１項に基づく

公示をした日から１０日間とする。ただ

し、１０日後が閉庁日のときは、その次

の開庁日までを申請期間とする。また、

これ以降の申請期間の取扱いは、上記３

に同じ。 

 

第４ 許可の基準 

合計数が３０件を超える場合は、最後に

設定した申請期間に受付けた者を次に掲

げる優先順位により許可又は起業の認可
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をする者を定める。ただし、同順位であ

る者相互間の優先順位は抽選による。な

お、規則第９条第１項第２号に該当する

場合は、この限りでない。また、各順位

の基準日は該当する申請期間の始期の前

日とする。 

（１）基準日において従前の当該漁業の許

可を有していた者。ただし、当該順位の

適用は、令和４年１２月１５日までに受

付けた申請、かつ、有していた許可件数

の範囲までとする。 

（２）基準日において当該漁業の許可を有

していた者から許可を承継し、許可を有

していた船舶と同じ船舶にて当該漁業を

営もうとする者。（従前の当該漁業の許

可を有していた者が、この許可方針に基

づく更新申請を行わないことに伴い許可

を承継する場合を含む。）ただし、当該

順位の適用は、許可を承継する者が、許

可を譲渡する者と２親等以内の親族であ

る場合に限る。 

（３）基準日から過去５年間において当該

漁業の許可（従前の許可を含む。）を有

していたことがある者 

（４）基準日において当該漁業以外の漁業

の許可を有していた者 

（５）上記（１）から（４）に該当しない

 者 

  

第５ 条件 

１ 操業区域は、 所 属 す る 漁 業 協 同 組

合 が 保 有 す る 共 同 漁 業 権 漁 場

内 。 ただし、佐賀玄海漁業協同組合

においては、所属する支所に関する

共同漁業権漁場内に限る。 

２  使 用 す る 漁 具 は 、 浮 子 方 の 長 さ
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５ ０ ０ メ ー ト ル 以 内 の も の １ 統

と す る 。  
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刺  網  漁  業                                        

やず囲刺網漁業 

現行許可方針 更新許可方針（案） 

１  操  業  区  域  

 所 属 す る 漁 業 協 同 組 合 が 保 有 す る

共 同 漁 業 権 漁 場 内 。  

 ただし、佐賀玄海漁業協同組合にお

いては、所属する支所に関する共

同漁業権漁場内に限る。 

２  操  業  期  間  

 １ 月 １ 日 か ら １ ２ 月 ３ １ 日 ま で  

３  許 可 の 有 効 期 間  

  ３ 年 以 内  

４  制 限 又 は 条 件               

( 1)  使 用 す る 漁 具 は 、 浮 子 方 の

長 さ ４ ０ ０ メ ー ト ル 以 内 の

も の と す る 。  

 ( 2) 夜 間 （ 日 没 か ら 日 の 出 ま

で ） は 、 操 業 し て は な ら な い 。  

(3) 十分な社会的信用を有しない者

への許可は認めない。 

 

 

第１ 制限措置 

１ 漁業種類 

やず囲刺網漁業 

２ 許可又は起業の認可をすべき船舶の 

数 

  ５隻 

３ 船舶の総トン数 

  制限なし 

４ 推進機関の馬力数 

制限なし 

５ 操業区域 

佐賀県玄海海域 

６ 漁業時期 

１月１日から１２月３１日まで 

７ 漁業を営む者の資格 

（１）佐賀県において漁港機能を有する

施設を拠点として漁業を営もうとする

者 

（２）佐賀県の漁船原簿に登録されてい

る船舶を使用する権利を有する者 

（３）佐賀県漁業調整規則（令和２年佐

賀県規則第63号。以下「規則」とい

う。）第１０条第１項各号のいずれに

も該当しない者 

（４）適切な資源管理を実践できる者 

（５）漁業の生産力の向上に努めようと

する者 

 

第２ 許可の有効期間 

令和５年１月１日から令和９年１２月３１

日まで 
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第３ 申請すべき期間 

１ 申請すべき期間（以下「申請期間」

という。）は、令和４年１２月１日から

令和４年１２月１５日までとする。 

２ 申請期間に到着し、受付けた申請の

数（以下「受付数」という。）が、５件

に到達しないときは、申請期間の最終日

の次の開庁日を新たな申請期間として追

加する。 

３ 令和４年１２月１５日までの期間に

おいて、受付数と申請期間の最終日時点

で有効な許可又は起業の認可を受けてい

る船舶の数を足した数（以下「合計数」

という。）が５件に到達するまでは、最

後に追加した申請期間の次の開庁日を更

に新たな申請期間として追加することを

繰り返す。ただし、最後に追加した申請

期間より前の申請期間に受付けたものの

うち、許可、起業の認可若しくは不許可

の処分又は申請の取下げをしたものにつ

いては、これを受付数から除く。 

４ 合計数が５件に到達した日以降から

令和９年１１月１０日までの期間におい

て、廃業等の事由により残枠が生じた場

合は、新たな申請期間を追加する。申請

期間は、規則第１１条第１項に基づく公

示をした日から１０日間とする。ただ

し、１０日後が閉庁日のときは、その次

の開庁日までを申請期間とする。また、

これ以降の申請期間の取扱いは、上記３

に同じ。 

 

第４ 許可の基準 

合計数が５件を超える場合は、最後に

設定した申請期間に受付けた者を次に

掲げる優先順位により許可又は起業の
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認可をする者を定める。ただし、同順

位である者相互間の優先順位は抽選に

よる。なお、規則第９条第１項第２号

に該当する場合は、この限りでない。

また、各順位の基準日は該当する申請

期間の始期の前日とする。 

（１）基準日において従前の当該漁業の

許可を有していた者。ただし、当該順

位の適用は、令和４年１２月１５日ま

でに受付けた申請、かつ、有していた

許可件数の範囲までとする。 

（２）基準日において当該漁業の許可を

有していた者から許可を承継し、許可

を有していた船舶と同じ船舶にて当該

漁業を営もうとする者。（従前の当該

漁業の許可を有していた者が、この許

可方針に基づく更新申請を行わないこ

とに伴い許可を承継する場合を含

む。）ただし、当該順位の適用は、許

可を承継する者が、許可を譲渡する者

と２親等以内の親族である場合に限

る。 

（３）基準日から過去５年間において当

該漁業の許可（従前の許可を含む。）

を有していたことがある者 

（４）基準日において当該漁業以外の漁

業の許可を有していた者 

（５）上記（１）から（４）に該当しな

い者 

  

第５ 条件 

１ 操業区域は、 所 属 す る 漁 業 協 同

組 合 が 保 有 す る 共 同 漁 業 権 漁 場

内 。 ただし、佐賀玄海漁業協同組合に

おいては、所属する支所に関する共同漁

業権漁場内に限る。 
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２  使 用 す る 漁 具 は 、 浮 子 方 の 長

さ ４ ０ ０ メ ー ト ル 以 内 の も の と

す る 。  

３  夜 間 （ 日 没 か ら 日 の 出 ま で ）

は 、 操 業 し て は な ら な い 。  
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固定式刺網漁業 

雑魚固定式刺網漁業 

現許可方針 更新許可方針（案） 

第１ 制限措置 

（１）漁業種類 

   雑魚固定式刺網漁業 

（２）許可又は起業の認可をすべき船舶

の数  

３０隻以内 

（３）船舶の総トン数 

   制限なし 

（４）推進機関の馬力数 

   制限なし 

（５）操業区域 

   佐賀県玄海海域 

（６）漁業時期 

   １月１日から１２月３１日まで 

（７） 漁業を営む者の資格 

 ① 旧浜玉町及び旧唐津市において漁

港機能を有する施設を拠点として

漁業を営もうとする者。ただし、

上記地区以外において漁港機能を

有する施設を拠点として漁業を営

もうとする者については、松浦海

区漁業調整委員会に諮り、漁業調

整上支障がないと認められる場合

に限り、同委員会が指定する区域

での操業を認めることとする 

 ② 佐賀県の漁船原簿に登録されてい

る船舶を使用する権利を有する者 

③ 佐賀県漁業調整規則（令和２年佐

賀県規則第６３号 令和２年１１

月２７日公布。以下、「規則」とい

第１ 制限措置 
（１）漁業種類 

   雑魚固定式刺網漁業 

（２）許可又は起業の認可をすべき船舶

の数  

３０隻以内 

（３）船舶の総トン数 

   制限なし 

（４）推進機関の馬力数 

   制限なし 

（５）操業区域 

   佐賀県玄海海域 

（６）漁業時期 

   １月１日から１２月３１日まで 

（７） 漁業を営む者の資格 

 ① 旧浜玉町及び旧唐津市において漁

港機能を有する施設を拠点として

漁業を営もうとする者。ただし、

上記地区以外において漁港機能を

有する施設を拠点として漁業を営

もうとする者については、松浦海

区漁業調整委員会に諮り、漁業調

整上支障がないと認められる場合

に限り、同委員会が指定する区域

での操業を認めることとする 

 ② 佐賀県の漁船原簿に登録されてい

る船舶を使用する権利を有する者 

③ 佐賀県漁業調整規則（令和２年佐

賀県規則第６３号 令和２年１１

月２７日公布。以下、「規則」とい
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う。）第１０条第１項各号のいずれ

にも該当しない者 

④ 適切な資源管理を実践できる者 

⑤ 漁業の生産力の向上に努めようと

する者 

 

第２ 許可の有効期間 

   許可をした日から令和４年１２月

３１日まで 

 

第３ 申請すべき期間 

 １ 申請すべき期間（以下「申請期

間」という。）は、規則第１１条第

１項に基づく公示をした日から次

の開庁日までとする。 

 ２ 申請期間に到着し、受付けた申請

の数（以下「受付数」という。）

と、申請期間の最終日において有

効な許可又は起業の認可を受けて

いる船舶の数を足した数（以下

「合計数」という。）が、３０件に

到達しないときは、申請期間の最

終日の次の開庁日を新たな申請期

間として追加する。 

 ３ 令和４年１１月３０日までの期間

において合計数が３０件に到達す

るまでは、最後に追加した申請期

間の次の開庁日を更に新たな申請

期間として追加することを繰り返

す。ただし、最後に追加した申請

期間より前の申請期間より前の申

請期間に受付けたもののうち、許

可若しくは不許可の処分又は申請

の取下げをしたものについては、

これを受付数から除く。 

う。）第１０条第１項各号のいずれ

にも該当しない者 

④ 適切な資源管理を実践できる者 

⑤ 漁業の生産力の向上に努めようと

する者 

 

第２ 許可の有効期間 

   令和５年１月１日から令和９年１

２月３１日まで 

 

第３ 申請すべき期間 

 １ 申請すべき期間（以下「申請期

間」という。）は、令和４年１２月

１日から令和４年１２月１５日ま

でとする。 

 ２ 申請期間に到着し、受付けた申請

の数（以下「受付数」という。）

と、申請期間の最終日において有

効な許可又は起業の認可を受けて

いる船舶の数を足した数（以下

「合計数」という。）が、３０件に

到達しないときは、申請期間の最

終日の次の開庁日を新たな申請期

間として追加する。 

 ３ 令和４年１２月１５日までの期間

において合計数が３０件に到達す

るまでは、最後に追加した申請期

間の次の開庁日を更に新たな申請

期間として追加することを繰り返

す。ただし、最後に追加した申請

期間より前の申請期間より前の申

請期間に受付けたもののうち、許

可若しくは不許可の処分又は申請

の取下げをしたものについては、

これを受付数から除く。 

-56-



 ４ 合計数が３０件に到達した日以降

から令和４年１１月３０日までの

期間において、廃業等の事由によ

り残枠が生じた場合は、再度公示

を行う。申請期間の取扱いは、上

記１から３に同じ。 

 

第４ 許可の基準 

   第１（７）に定める資格を有し、

第１（１）に定める漁業を営もう

とする者。ただし、第１（２）に

定める隻数を超える場合は、最後

に設定した申請期間に受付けた者

を定める。また、同順位である者

相互間の優先順位は抽選による。

なお、規則第９条第１項第２号に

該当する場合は、この限りでな

い。 

 

（１）  許可を受けた者から、その許可の

有効期間中に、許可を受けた船舶

を譲り受け、その返還を受け、そ

の他相続又は法人の合併若しくは

分割以外の事由により当該船舶を

使用する権利を取得して当該知事

許可漁業を営もうとする者 

（２）  前回の許可の有効期間中に、当該

知事許可漁業の許可を有していた

者のうち、今回の許可の有効期間

において当該知事許可漁業の許可

又は起業の認可を受けていない者 

（３）当該知事許可漁業以外の知事許可

漁業の許可を現に有している者 

（４）上記（１）～（３）に該当しない

者。 

 

 ４ 合計数が３０件に到達した日以降

から令和９年１１月１０日までの

期間において、廃業等の事由によ

り残枠が生じた場合は、新たな申

請期間を追加する。申請期間は、

規則第１１条第１項に基づく公示

をした日から１０日間とする。た

だし、１０日後が閉庁日のとき

は、その次の閉庁日までを申請期

間とする。 

また、これ以降の申請期間の取扱

いは、上記３に同じ。 

 

第４ 許可の基準 

（１） 合計数が３０件を超える場合は、最後に

設定した申請期間に受付けた者を次に掲

げる優先順位により許可又は起業の認可

をする者を定める。ただし、同順位であ

る者相互間の優先順位は抽選による。な

お、規則第９条第１項第２号に該当する

場合は、この限りでない。また、各順位

の基準日は該当する申請期間の始期の前

日とする。 

（２） 基準日において従前の当該漁業の許可を有

していた者。ただし、当該順位の適用は、

令和４年１２月１５日までに受付けた申

請、かつ、有していた許可件数の範囲まで

とする。 

（３） 基準日において当該漁業の許可を有してい

た者から許可を承継し、許可を有していた

船舶と同じ船舶にて当該漁業を営もうとす

る者。（従前の当該漁業の許可を有してい

た者が、この許可方針に基づく更新申請を

行わないことに伴い許可を承継する場合を

含む。）ただし、当該順位の適用は、許可

を承継する者が、許可を譲渡する者と２親
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第５ 条件 

 １ 次のア、イ、ウ及びエの各点を順

次に結んだ直線と最大高潮時海岸

線とによって囲まれた区域外で操

業してはならない。 

  ア 福岡県糸島市二丈串崎 

  イ 福岡県糸島市二丈町串崎と唐津

市相賀崎を結んだ直線と、唐津

市高島と福岡県糸島市志摩姫島

を結んだ直線との交点 

  ウ 唐津市高島南東端 

  エ 唐津市東唐津「旧唐津シーサイ

ドホテル東館」西角 

 ２ 共同漁業権漁場内で操業してはな

らない。 

 ３ 使用する網の総延長は１，５００

メートル（仕立上り）以下とす

る。 

 

等以内の親族である場合に限る。 

（４） 基準日から過去５年間において当該漁業の

許可（従前の許可を含む。）を有していた

ことがある者 

（５） 基準日において当該漁業以外の漁業の許可

を有していた者 

（６） 上記（１）から（５）に該当しない者 

  

 第５ 条件 

 １ 次のア、イ、ウ及びエの各点を順

次に結んだ直線と最大高潮時海岸

線とによって囲まれた区域外で操

業してはならない。 

  ア 福岡県糸島市二丈串崎 

  イ 福岡県糸島市二丈町串崎と唐津

市相賀崎を結んだ直線と、唐津

市高島と福岡県糸島市志摩姫島

を結んだ直線との交点 

  ウ 唐津市高島南東端 

  エ 唐津市東唐津「旧唐津シーサイ

ドホテル東館」西角（緯度３３°

２６′５５″経度１２９°５９′

２６″） 

 ２ 共同漁業権漁場内で操業してはな

らない。 

 ３ 使用する網の総延長は１，５００

メートル（仕立上り）以下とす

る。 
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地びき網漁業 

地びき網漁業 

現行許可方針 更新許可方針（案） 

１  操  業  区  域  

所 属 す る 漁 業 協 同 組 合 が 保 有 す

る 共 同 漁 業 権 漁 場 内 。  

ただし、佐賀玄海漁業協同組合に

おいては、所属する支所に関する

共同漁業権漁場内に限る。 

２  操  業  期  間  

１ 月 １ 日 か ら １ ２ 月 ３ １ 日 ま で  

３  許 可 の 有 効 期 間  

３ 年 以 内  

４  制 限 又 は 条 件  

(1)敷 設 し た 地 び き 網 を 漁 船 の 動

力 を 使 用 し て 曳 網 し て は な ら な

い 。  

(2)夜 間 （ 日 没 か ら 日 の 出 ま で ）

は 、 操 業 し て は な ら な い 。  

(3)十分な社会的信用を有しない者へ

の許可は認めない。 

 

第１ 制限措置 

１ 漁業種類 

地 び き 網 漁 業  

２ 許可又は起業の認可をすべき船舶の数 

 １２隻 

３ 船舶の総トン数 

 制限なし 

４ 推進機関の馬力数 

制限なし 

５ 操業区域 

佐賀県玄海海域 

６ 漁業時期 

１月１日から１２月３１日まで 

７ 漁業を営む者の資格 

（１）佐賀県において漁港機能を有する

施設を拠点として漁業を営もうとする

者 

（２）佐賀県の漁船原簿に登録されてい

る船舶を使用する権利を有する者 

（３）佐賀県漁業調整規則（令和２年佐

賀県規則第63号。以下「規則」とい

う。）第１０条第１項各号のいずれに

も該当しない者 

（４）適切な資源管理を実践できる者 

（５）漁業の生産力の向上に努めようと

する者 

 

第２ 許可の有効期間 

令和５年１月１日から令和９年１２月３

１日まで 

 

第３ 申請すべき期間 
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１ 申請すべき期間（以下「申請期間」

という。）は、令和４年１２月１日から

令和４年１２月１５日までとする。 

２ 申請期間に到着し、受付けた申請の

数（以下「受付数」という。）が、１２

件に到達しないときは、申請期間の最終

日の次の開庁日を新たな申請期間として

追加する。 

３ 令和４年１２月１５日までの期間に

おいて、受付数と申請期間の最終日時点

で有効な許可又は起業の認可を受けてい

る船舶の数を足した数（以下「合計数」

という。）が１２件に到達するまでは、

最後に追加した申請期間の次の開庁日を

更に新たな申請期間として追加すること

を繰り返す。ただし、最後に追加した申

請期間より前の申請期間に受付けたもの

のうち、許可、起業の認可若しくは不許

可の処分又は申請の取下げをしたものに

ついては、これを受付数から除く。 

４ 合計数が１２件に到達した日以降か

ら令和９年１１月１０日までの期間にお

いて、廃業等の事由により残枠が生じた

場合は、新たな申請期間を追加する。申

請期間は、規則第１１条第１項に基づく

公示をした日から１０日間とする。ただ

し、１０日後が閉庁日のときは、その次

の開庁日までを申請期間とする。また、

これ以降の申請期間の取扱いは、上記３

に同じ。 

 

第４ 許可の基準 

合計数が１２件を超える場合は、最後に

設定した申請期間に受付けた者を次に掲

げる優先順位により許可又は起業の認可

をする者を定める。ただし、同順位であ
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る者相互間の優先順位は抽選による。な

お、規則第９条第１項第２号に該当する

場合は、この限りでない。また、各順位

の基準日は該当する申請期間の始期の前

日とする。 

（１）基準日において従前の当該漁業の

許可を有していた者。ただし、当該順

位の適用は、令和４年１２月１５日ま

でに受付けた申請、かつ、有していた

許可件数の範囲までとする。 

（２）基準日において当該漁業の許可を

有していた者から許可を承継し、許可

を有していた船舶と同じ船舶にて当該

漁業を営もうとする者。（従前の当該

漁業の許可を有していた者が、この許

可方針に基づく更新申請を行わないこ

とに伴い許可を承継する場合を含

む。）ただし、当該順位の適用は、許

可を承継する者が、許可を譲渡する者

と２親等以内の親族である場合に限

る。 

（３）基準日から過去５年間において当

該漁業の許可（従前の許可を含む。）

を有していたことがある者 

（４）基準日において当該漁業以外の漁

業の許可を有していた者 

（５）上記（１）から（４）に該当しな

い者 

  

第５ 条件 

１ 所 属 す る 漁 業 協 同 組 合 が 保 有

す る 共 同 漁 業 権 漁 場 以 外 の 共 同 漁

業 権 漁 場 内 で 操 業 し て は な ら な

い 。 ただし、佐賀玄海漁業協同組合

においては、所属する支所に関する

-61-



 共同漁業権漁場内に限る。 

２  敷 設 し た 地 び き 網 を 漁 船 の 動

力 を 使 用 し て 曳 網 し て は な ら な

い 。  

３  夜 間 （ 日 没 か ら 日 の 出 ま で ）

は 、 操 業 し て は な ら な い 。  
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かご漁業 

いかかご漁業  

現行許可方針 更新許可方針（案） 

１  操  業  区  域  

①  次 の ア 、 イ 、 ウ 、 エ 及 び オ の

各 点 を 順 次 に 結 ん だ 直 線 と 最 大 高

潮 時 海 岸 線 と に よ っ て 囲 ま れ た 海

域  

（ 関 係 地 区 ： 旧 浜 玉 町 ）  

ア  佐 賀 、 福 岡 両 県 県 境 に あ る 包

石 （ 以 下 「 包 石 」 と い う 。）  

イ  包 石 と 長 崎 県 壱 岐 市 芦 辺 町 中

名 島 を 結 ん だ 直 線 と 、 福 岡 県

糸 島 市 二 丈 串 崎 と 唐 津 市 相 賀

９ ６ 高 地 を 結 ん だ 直 線 と の 交

点  

ウ  福 岡 県 糸 島 市 二 丈 串 崎 と 唐 津

市 相 賀 ９ ６ 高 地 を 結 ん だ 直 線

と 、 松 浦 瀬 の 中 心 か ら 正 北 に

引 い た 直 線 と の 交 点  

エ  松 浦 瀬 の 中 心  

オ  唐 津 市 鏡 山  

②  次 の ア 、 イ 、 ウ 、 エ 、 オ 及 び

カ の 各 点 を 順 次 に 結 ん だ 直 線 と 最

大 高 潮 時 海 岸 線 と に よ っ て 囲 ま れ

た 海 域  

（ 関 係 地 区 ： 唐 津 市 高 島 ）  

 ア  唐 津 市 高 島 南 東 端  

 イ  松 浦 瀬 の 中 心  

 ウ  松 浦 瀬 の 中 心 か ら 正 北 に 引 い

た 直 線 と 、 福 岡 県 鹿 家 川 川 口

第１ 制限措置 

１ 漁業種類 

いかかご漁業 

２ 許可又は起業の認可をすべき船舶の 

数 

  ５隻 

３ 船舶の総トン数 

制限なし 

４ 推進機関の馬力数 

制限なし 

５ 操業区域 

佐賀県玄海海域 

６ 漁業時期 

（ １ ） 第 ５ の １ の 操 業 区 域  

２ 月 ２ ５ 日 か ら ６ 月 ３ ０ 日 ま で  

（ ２ ） 第 ５ の ２ の 操 業 区 域  

３ 月 １ 日 か ら ７ 月 ３ １ 日 ま で  

（ ３ ） 第 ５ の １ 及 び ２ 以 外 の 操 業 区

    域  

２ 月 １ 日 か ら ４ 月 ３ ０ 日 ま で   

７ 漁業を営む者の資格 

（１）旧浜玉町、旧唐津市又は旧呼子町

のいずれかの地区において漁港機能を

有する施設を拠点として漁業を営もう

とする者。又は、上記以外の地区にお

いて漁港機能を有する施設を拠点とし

て漁業を営もうとする者のうち、松浦

海区漁業調整委員会に諮り、漁業調整

上支障がないと認められた者 

（２）佐賀県の漁船原簿に登録されてい

る船舶を使用する権利を有する者 
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中 央   と 唐 津 市 唐 房 黒 崎 北

側 の 石 碑 を 結 ん だ 直 線 と の 交

点  

エ  唐 津 市 唐 房 の 第 ２ 号 防 波 堤 先

端 標 柱 灯 と 唐 津 市 大 島 北 端 を

結 ん だ 直 線 の 延 長 線 と 、 唐 津

市 大 手 口 セ ン タ ー ビ ル と 唐 津

市 鳥 島 西 端 を 結 ん だ 直 線 の 延

長 線 と の 交 点  

オ  唐 津 市 大 島 北 端 と 唐 津 市 高 島

北 端 を 結 ん だ 直 線 と 、 唐 津 市

大 手 口 セ ン タ ー ビ ル と 唐 津 市

鳥 島 西 端 を 結 ん だ 直 線 の 延 長

線 と の 交 点  

カ  唐 津 市 高 島 北 端  

③  次 の ア 、 イ 、 ウ 、 エ 、 オ 及 び

カ の 各 点 を 順 次 に 結 ん だ 直 線 と 最

大 高 潮 時 海 岸 線 と に よ っ て 囲 ま れ

た 海 域 、 並 び に 包 石 と 長 崎 県 壱 岐

市 芦 辺 町 中 名 島 を 結 ん だ 直 線 以 東

の 筑 肥 漁 場 協 議 会 で 締 結 し た 操 業

協 定 に 定 め ら れ た 海 域  

（ 関 係 地 区 ： 唐 津 市 神 集 島 ）  

ア  唐 津 市 神 集 島 七 丁 田 黒 瀬 の 黒

   岩  

イ  唐 津 市 神 集 島 七 丁 田 黒 瀬 の 黒

岩 と 福 岡 県 糸 島 市 志 摩 姫 島 南

端 を 結 ん だ 直 線 と 、 包 石 と 長

崎 県 壱 岐 市 芦 辺 町 中 名 島 を 結

ん だ 直 線 と の 交 点  

ウ  包 石 と 長 崎 県 壱 岐 市 芦 辺 町 中

（３）佐賀県漁業調整規則（令和２年佐

賀県規則第63号。以下「規則」とい

う。）第１０条第１項各号のいずれ

にも該当しない者 

（４）適切な資源管理を実践できる者 

（５）漁業の生産力の向上に努めようと

する者 

 

第２ 許可の有効期間 

令和５年１月１日から令和９年１２月３１

日まで 

 

第３ 申請すべき期間 

１ 申請すべき期間（以下「申請期間」

という。）は、令和４年１２月１日から

令和４年１２月１５日までとする。 

２ 申請期間に到着し、受付けた申請の

数（以下「受付数」という。）が、５件

に到達しないときは、申請期間の最終日

の次の開庁日を新たな申請期間として追

加する。 

３ 令和４年１２月１５日までの期間に

おいて、受付数と申請期間の最終日時点

で有効な許可又は起業の認可を受けてい

る船舶の数を足した数（以下「合計数」

という。）が５件に到達するまでは、最

後に追加した申請期間の次の開庁日を更

に新たな申請期間として追加することを

繰り返す。ただし、最後に追加した申請

期間より前の申請期間に受付けたものの

うち、許可、起業の認可若しくは不許可

の処分又は申請の取下げをしたものにつ

いては、これを受付数から除く。 

４ 合計数が５件に到達した日以降から

令和９年１１月１０日までの期間におい

て、廃業等の事由により残枠が生じた場
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名 島 を 結 ん だ 直 線 と 、 唐 津 市

呼 子 町 鷹 島 頂 上 と 福 岡 県 糸 島

市 志 摩 姫 島 北 端 を 結 ん だ 直 線

と の 交 点  

エ  唐 津 市 呼 子 町 鷹 島 頂 上 と 福 岡

県 糸 島 市 志 摩 姫 島 北 端 を 結 ん

だ 直 線 と 、 唐 津 市 湊 町 女 瀬 鼻

東 端 と 福 岡 県 糸 島 市 志 摩 烏 帽

子 島 灯 台 を 結 ん だ 直 線 と の 交

点  

オ  唐 津 市 湊 町 女 瀬 鼻 東 端 と 福 岡

県 糸 島 市 志 摩 烏 帽 子 島 灯 台 を

結 ん だ 直 線 と 、 唐 津 市 高 島 西

端 と 唐 津 市 神 集 島 西 端 を 結 ん

だ 直 線 の 延 長 線 と の 交 点  

カ  唐 津 市 神 集 島 北 端  

④  次 の ア 、 イ 及 び ウ の 各 点 を 順

次 に 結 ん だ 直 線 に よ っ て 囲 ま れ た

海 域 、 並 び に 包 石 と 長 崎 県 壱 岐 市

芦 辺 町 中 名 島 を 結 ん だ 直 線 以 東 の

筑 肥 漁 場 協 議 会 で 締 結 し た 操 業 協

定 に 定 め ら れ た 海 域  

（ 関 係 地 区 ： 唐 津 市 神 集 島 、 旧 呼 子

町 小 友 及 び 呼 子 ）  

ア  包 石 と 長 崎 県 壱 岐 市 芦 辺 町 中

名 島 を 結 ん だ 直 線 と 、 唐 津 市

呼 子 町 小 川 島 南 端 と 福 岡 県 糸

島 市 志 摩 仏 崎 先 端 を 結 ん だ 直

線 と の 交 点  

イ  包 石 と 長 崎 県 壱 岐 市 芦 辺 町 中

名 島 を 結 ん だ 直 線 と 、 唐 津 市

合は、新たな申請期間を追加する。申請

期間は、規則第１１条第１項に基づく公

示をした日から１０日間とする。ただ

し、１０日後が閉庁日のときは、その次

の開庁日までを申請期間とする。また、

これ以降の申請期間の取扱いは、上記３

に同じ。 

 

第４ 許可の基準 

合計数が５件を超える場合は、最後に設

定した申請期間に受付けた者を次に掲げ

る優先順位により許可又は起業の認可を

する者を定める。ただし、同順位である

者相互間の優先順位は抽選による。な

お、規則第９条第１項第２号に該当する

場合は、この限りでない。また、各順位

の基準日は該当する申請期間の始期の前

日とする。 

（１）基準日において従前の当該漁業の

許可を有していた者。ただし、当該順位

の適用は、令和４年１２月１５日までに

受付けた申請、かつ、有していた許可件

数の範囲までとする。 

（２）基準日において当該漁業の許可を

有していた者から許可を承継し、許可を

有していた船舶と同じ船舶にて当該漁業

を営もうとする者。（従前の当該漁業の

許可を有していた者が、この許可方針に

基づく更新申請を行わないことに伴い許

可を承継する場合を含む。）ただし、当

該順位の適用は、許可を承継する者が、

許可を譲渡する者と２親等以内の親族で

ある場合に限る。 

（３）基準日から過去５年間において当

該漁業の許可（従前の許可を含む。）を

有していたことがある者 
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土 器 崎 北 端 か ら 正 北 に 引 い た

直 線 と の 交 点  

ウ  唐 津 市 呼 子 町 小 川 島 南 端 と

福 岡 県 糸 島 市 志 摩 仏 崎 先 端

を 結 ん だ 直 線 と 、 唐 津 市 土

器 崎 北 端 か ら 正 北 に 引 い た

直 線 と の 交 点  

⑤  次 の ア 、 イ 、 ウ 、 エ 、 オ 及 び

カ の 各 点 を 順 次 に 結 ん だ 直 線 に よ

っ て 囲 ま れ た 海 域   

（ 関 係 地 区 ： 旧 呼 子 町 小 友 及 び 呼

子 ）  

ア  唐 津 市 呼 子 町 加 部 島 杉 の 浦

北 側 防 波 堤 先 端 標 柱 灯 と 同 鷹

島 灯 台 を 結 ん だ 直 線 の 延 長 線

と 、 唐 津 市 土 器 崎 北 端 か ら 正

北 に 引 い た 直 線 と の 交 点  

  イ  唐 津 市 土 器 崎 北 端 か ら 正 北

に 引 い た 直 線 と 、 唐 津 市 鎮 西

町 馬 渡 島 番 所 の 辻 と 唐 津 市 呼

子 町 加 部 島 北 端 を 結 ん だ 直 線

の 延 長 線 と の 交 点  

ウ  唐 津 市 呼 子 町 鷹 島 灯 台 と 同

小 川 島 猛 山 山 頂 を 結 ん だ 直 線

と 、 唐 津 市 鎮 西 町 馬 渡 島 番 所

の 辻 と 唐 津 市 呼 子 町 加 部 島 北

端 を 結 ん だ 直 線 の 延 長 線 と の

交 点  

エ  唐 津 市 呼 子 町 鷹 島 灯 台 と 同

小 川 島 猛 山 山 頂 を 結 ん だ 直 線

と 、 唐 津 市 土 器 崎 北 端 と 唐 津

（４）基準日において当該漁業以外の漁

業の許可を有していた者 

（５）上記（１）から（４）に該当しな

い者 

第５ 条件 

１ 旧浜玉町において漁港機能を有す

る施設を拠点として漁業を営もうとす

る者は、次 の ア 、 イ 、 ウ 、 エ 及 び オ

の 各 点 を 順 次 に 結 ん だ 直 線 と 最 大 高

潮 時 海 岸 線 と に よ っ て 囲 ま れ た 海 域

以 外 の 海 域 で は 操 業 し て は な ら な

い 。  

ア  佐 賀 、 福 岡 両 県 県 境 に あ る 包

石 （ 以 下 「 包 石 」 と い う 。）  

イ  包 石 と 長 崎 県 壱 岐 市 芦 辺 町 中

名 島 を 結 ん だ 直 線 と 、 福 岡 県 糸

島 市 二 丈 串 崎 と 唐 津 市 相 賀 ９ ６

高 地 を 結 ん だ 直 線 と の 交 点  

ウ  福 岡 県 糸 島 市 二 丈 串 崎 と 唐 津

市 相 賀 ９ ６ 高 地 を 結 ん だ 直 線

と 、 松 浦 瀬 の 中 心 か ら 正 北 に 引

い た 直 線 と の 交 点  

エ  松 浦 瀬 の 中 心  

オ  唐 津 市 鏡 山  

２ 旧唐津市のうち高島地区において

漁港機能を有する施設を拠点として漁

業を営もうとする者は、次 の ア 、 イ 、

ウ 、 エ 、 オ 及 び カ の 各 点 を 順 次 に 結

ん だ 直 線 と 最 大 高 潮 時 海 岸 線 と に よ

っ て 囲 ま れ た 海 域 以 外 の 海 域 で は 操

業 し て は な ら な い 。  
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市 鎮 西 町 加 唐 島 南 端 を 結 ん だ

直 線 と の 交 点  

オ  唐 津 市 土 器 崎 北 端 と 唐 津 市

鎮 西 町 加 唐 島 南 端 を 結 ん だ 直

線 と 、 唐 津 市 呼 子 町 友 崎 北 端

と 同 平 瀬 灯 台 を 結 ん だ 直 線 と

の 交 点  

カ  唐 津 市 呼 子 町 友 崎 北 端 と 同

平 瀬 灯 台 を 結 ん だ 直 線 と 、 同

加 部 島 杉 の 浦 北 側 防 波 堤 先 端

標 柱 灯 と 同 鷹 島 灯 台 を 結 ん だ

直 線 の 延 長 線 と の 交 点  

⑥  次 の ア 、 イ 及 び ウ の 各 点 を 順

次 に 結 ん だ 直 線 に よ っ て 囲 ま れ た 海

域   

（ 関 係 地 区 ： 旧 呼 子 町 呼 子 ）  

ア  唐 津 市 鎮 西 町 名 護 屋 城 山 山

頂 と 同 加 唐 島 南 風 崎 を 結 ん だ

直 線 と 、 唐 津 市 呼 子 町 加 部 島

天 童 岳 と 唐 津 市 鎮 西 町 松 島 西

端 を 結 ん だ 直 線 と の 交 点   

イ  唐 津 市 鎮 西 町 名 護 屋 城 山 山

頂 と 同 加 唐 島 南 風 崎 を 結 ん だ

直 線 と 、 唐 津 市 呼 子 町 加 部 島

北 端 と 唐 津 市 鎮 西 町 波 戸 岬 北

端 を 結 ん だ 直 線 と の 交 点  

ウ  唐 津 市 呼 子 町 加 部 島 北 端 と

唐 津 市 鎮 西 町 波 戸 岬 北 端 を 結

ん だ 直 線 と 、 唐 津 市 呼 子 町 加

部 島 天 童 岳 と 唐 津 市 鎮 西 町 松

島 西 端 を 結 ん だ 直 線 と の 交 点  

ア  唐 津 市 高 島 南 東 端 イ  松 浦 瀬

の 中 心  

ウ  松 浦 瀬 の 中 心 か ら 正 北 に 引 い

た 直 線 と 、 福 岡 県 鹿 家 川 川 口 中

央 と 唐 津 市 唐 房 黒 崎 北 側 の 石 碑

を 結 ん だ 直 線 と の 交 点  

エ  唐 津 市 唐 房 の 第 ２ 号 防 波 堤 先

端 標 柱 灯 と 唐 津 市 大 島 北 端 を 結

ん だ 直 線 の 延 長 線 と 、 唐 津 市 大

手 口 セ ン タ ー ビ ル と 唐 津 市 鳥 島

西 端 を 結 ん だ 直 線 の 延 長 線 と の

交 点  

オ  唐 津 市 大 島 北 端 と 唐 津 市 高 島

北 端 を 結 ん だ 直 線 と 、 唐 津 市 大

手 口 セ ン タ ー ビ ル と 唐 津 市 鳥 島

西 端 を 結 ん だ 直 線 の 延 長 線 と の

交 点  

カ  唐 津 市 高 島 北 端  

３ 旧唐津市のうち神集島地区におい

て漁港機能を有する施設を拠点として

漁業を営もうとする者は、次 の （ １ ）

ア 、 イ 、 ウ 、 エ 、 オ 、 オ 及 び （ ２ ）

ア 、 イ 、 ウ の 各 点 を 順 次 に 結 ん だ 直

線 と 最 大 高 潮 時 海 岸 線 と に よ っ て 囲

ま れ た 海 域 以 外 の 海 域 は 操 業 し て は

な ら な い 。  

（ １ ） ア  唐 津 市 神 集 島 七 丁 田 黒 瀬 の

黒 岩  

イ  唐 津 市 神 集 島 七 丁 田 黒 瀬 の 黒

岩 と 福 岡 県 糸 島 市 志 摩 姫 島 南 端

を 結 ん だ 直 線 と 、 包 石 と 長 崎 県
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⑦  次 の ア 、 イ 、 ウ 及 び エ の 各 点

を 順 次 に 結 ん だ 直 線 に よ っ て 囲

ま れ た 海 域 （ 関 係 地 区 ： 旧 呼 子

町 呼 子 ）  

ア  唐 津 市 鎮 西 町 波 戸 寺 田 川 川

口 中 央 と 同 馬 渡 島 南 端 を 結 ん

だ 直 線 と 、 同 畑 崎 と 同 松 島 西

端 を 結 ん だ 直 線 と の 交 点  

イ  唐 津 市 鎮 西 町 畑 崎 と 同 松 島

西 端 を 結 ん だ 直 線 と 、 唐 津 市

呼 子 町 加 部 島 北 端 と 唐 津 市 鎮

西 町 波 戸 岬 北 端 を 結 ん だ 直 線

の 延 長 線 と の 交 点  

ウ  唐 津 市 呼 子 町 加 部 島 北 端 と

唐 津 市 鎮 西 町 波 戸 岬 北 端 を 結

ん だ 直 線 の 延 長 線 と 、 同 串 崎

西 端 と 同 松 島 西 端 を 結 ん だ 直

線 と の 交 点  

エ  唐 津 市 鎮 西 町 波 戸 寺 田 川 川

口 中 央 と 同 馬 渡 島 南 端 を 結 ん

だ 直 線 と 、 同 串 崎 西 端 と 同 松

島 西 端 を 結 ん だ 直 線 と の 交 点  

⑧  所 属 す る 漁 業 協 同 組 合 が 保 有

す る 共 同 漁 業 権 漁 場 内  

２  操  業  期  間  

  １ の ① の 操 業 区 域 は 、 ２ 月 ２ ５

日 か ら ６ 月 ３ ０ 日 ま で  

  １ の ② の 操 業 区 域 は 、 ３ 月 １ 日

か ら ７ 月 ３ １ 日 ま で  

１ の ① 及 び ② 以 外 の 操 業 区 域

は 、 ２ 月 １ 日 か ら ４ 月 ３ ０ 日 ま

壱 岐 市 芦 辺 町 中 名 島 を 結 ん だ 直

線 と の 交 点  

ウ  包 石 と 長 崎 県 壱 岐 市 芦 辺 町 中

名 島 を 結 ん だ 直 線 と 、 唐 津 市 呼

子 町 鷹 島 頂 上 と 福 岡 県 糸 島 市 志

摩 姫 島 北 端 を 結 ん だ 直 線 と の 交

点  

エ  唐 津 市 呼 子 町 鷹 島 頂 上 と 福 岡

県 糸 島 市 志 摩 姫 島 北 端 を 結 ん だ

直 線 と 、 唐 津 市 湊 町 女 瀬 鼻 東 端

と 福 岡 県 糸 島 市 志 摩 烏 帽 子 島 灯

台 を 結 ん だ 直 線 と の 交 点  

オ  唐 津 市 湊 町 女 瀬 鼻 東 端 と 福 岡

県 糸 島 市 志 摩 烏 帽 子 島 灯 台 を 結

ん だ 直 線 と 、 唐 津 市 高 島 西 端 と

唐 津 市 神 集 島 西 端 を 結 ん だ 直 線

の 延 長 線 と の 交 点  

カ  唐 津 市 神 集 島 北 端  

（ ２ ） ア  包 石 と 長 崎 県 壱 岐 市 芦 辺

町 中 名 島 を 結 ん だ 直 線 と 、 唐 津

市 呼 子 町 小 川 島 南 端 と 福 岡 県 糸

島 市 志 摩 仏 崎 先 端 を 結 ん だ 直 線

と の 交 点  

  イ  包 石 と 長 崎 県 壱 岐 市 芦 辺

町 中 名 島 を 結 ん だ 直 線 と 、 唐 津

市 土 器 崎 北 端 か ら 正 北 に 引 い た

直 線 と の 交 点  

ウ  唐 津 市 呼 子 町 小 川 島 南 端

と 福 岡 県 糸 島 市 志 摩 仏 崎 先 端 を

結 ん だ 直 線 と 、 唐 津 市 土 器 崎 北

端 か ら 正 北 に 引 い た 直 線 と の 交
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で   

３  許 可 の 有 効 期 間  

  １ の ① 、 ② 、 ⑤ 、 ⑥ 、 ⑦ 及 び ⑧

の 操 業 区 域 は 、 ３ 年 以 内  

  １ の ③ 及 び ④ の 操 業 区 域 は 、 １

年 以 内  

４  制 限 又 は 条 件               

( 1)  操 業 期 間 の 制 限  

１ の ① の 操 業 区 域 内 で は 、 包 石

と 唐 津 市 高 島 北 端 を 結 ん だ 直 線

よ り 北 の 海 域 は 、 ２ 月 ２ ５ 日 か

ら ４ 月 ３ ０ 日 ま で 、 同 直 線 よ り

南 の 海 域 は 、 ５ 月 １ 日 か ら ６ 月

３ ０ 日 ま で の 操 業 と す る 。  

 １ の ② の 操 業 区 域 内 で は 、 唐

津 市 高 島 南 東 端 か ら 正 北 に 引 い

た 直 線 よ り 東の海域は、３月１

日から４月３０日まで、同直線よ

り西の海域は、５月１日から７月

３１日までの操業とする。 

 ( 2) か ご 漬 数 の 制 限  

  １ の ① 、 ② 、 ③ 、 ④ 及 び ⑤ の 操

業 区 域 内 は 、 １ ２ ０ 個 以 内 と す

る 。  

  １ の ⑥ 及 び ⑧ の 操 業 区 域 内 は 、

１ ０ ０ 個 以 内 と す る 。  

  １ の ⑦ の 操 業 区 域 内 は 、 ５ ０ 個

以 内 と す る 。  

 ( 3) 漁 具 標 識  

  連 結 し た 幹 縄 の 両 端 に 、 水 面 上

点  

４ 旧唐津市のうち旧呼子町小友地区

において漁港機能を有する施設を拠点

として漁業を営もうとする者は、次 の

（ １ ） ア 、 イ 、 ウ 及 び （ ２ ） ア 、

イ 、 ウ 、 エ 、 オ 、 カ の 各 点 を 順 次 に

結 ん だ 直 線 に よ っ て 囲 ま れ た 海 域 以

外 の 海 域 で は 操 業 し て は な ら な い 。  

（ １ ） ア  包 石 と 長 崎 県 壱 岐 市 芦 辺

町 中 名 島 を 結 ん だ 直 線 と 、 唐 津

市 呼 子 町 小 川 島 南 端 と 福 岡 県 糸

島 市 志 摩 仏 崎 先 端 を 結 ん だ 直 線

と の 交 点  

イ  包 石 と 長 崎 県 壱 岐 市 芦 辺 町

中 名 島 を 結 ん だ 直 線 と 、 唐 津 市

土 器 崎 北 端 か ら 正 北 に 引 い た 直

線 と の 交 点  

ウ  唐 津 市 呼 子 町 小 川 島 南 端 と

福 岡 県 糸 島 市 志 摩 仏 崎 先 端 を 結

ん だ 直 線 と 、 唐 津 市 土 器 崎 北 端

か ら 正 北 に 引 い た 直 線 と の 交 点  

（ ２ ） ア  唐 津 市 呼 子 町 加 部 島 杉 の

浦 北 側 防 波 堤 先 端 標 柱 灯 と 同 鷹

島 灯 台 を 結 ん だ 直 線 の 延 長 線

と 、 唐 津 市 土 器 崎 北 端 か ら 正 北

に 引 い た 直 線 と の 交 点  

イ  唐 津 市 土 器 崎 北 端 か ら 正

北 に 引 い た 直 線 と 、 唐 津 市 鎮 西

町 馬 渡 島 番 所 の 辻 と 唐 津 市 呼 子

町 加 部 島 北 端 を 結 ん だ 直 線 の 延

長 線 と の 交 点  
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１ メ ー ト ル 以 上 の 高 さ の 標 識 を

つ け 、 か つ 、 幹 縄 の 中 間 ３ ０ ０

メ ー ト ル 毎 に 浮 標 を つ け な け れ

ば な ら な い 。   

( 4) 十分な社会的信用を有しない者

への許可は認めない。 

ウ  唐 津 市 呼 子 町 鷹 島 灯 台 と 同

小 川 島 猛 山 山 頂 を 結 ん だ 直 線

と 、 唐 津 市 鎮 西 町 馬 渡 島 番 所 の

辻 と 唐 津 市 呼 子 町 加 部 島 北 端 を

結 ん だ 直 線 の 延 長 線 と の 交 点  

エ  唐 津 市 呼 子 町 鷹 島 灯 台 と 同

小 川 島 猛 山 山 頂 を 結 ん だ 直 線

と 、 唐 津 市 土 器 崎 北 端 と 唐 津 市

鎮 西 町 加 唐 島 南 端 を 結 ん だ 直 線

と の 交 点  

オ  唐 津 市 土 器 崎 北 端 と 唐 津 市

鎮 西 町 加 唐 島 南 端 を 結 ん だ 直 線

と 、 唐 津 市 呼 子 町 友 崎 北 端 と 同

平 瀬 灯 台 を 結 ん だ 直 線 と の 交 点  

カ  唐 津 市 呼 子 町 友 崎 北 端 と 同

平 瀬 灯 台 を 結 ん だ 直 線 と 、 同 加

部 島 杉 の 浦 北 側 防 波 堤 先 端 標 柱

灯 と 同 鷹 島 灯 台 を 結 ん だ 直 線 の

延 長 線 と の 交 点  

 

５  旧唐津市のうち旧呼子町呼子地区 

において漁港機能を有する施設を拠点

として漁業を営もうとする者は、次 の

（ １ ） ア 、 イ 、 ウ 及 び （ ２ ） ア 、

イ 、 ウ 、 エ 、 オ 、 カ 並 び （ ３ ） ア 、

イ 、 ウ 及 び （ ４ ） ア 、 イ 、 ウ 、 エ の

各 点 を 順 次 に 結 ん だ 直 線 に よ っ て 囲

ま れ た 海 域 以 外 の 海 域 で は 操 業 し て

は な ら な い 。  

（ １ ） ア  包 石 と 長 崎 県 壱 岐 市 芦 辺

町 中 名 島 を 結 ん だ 直 線 と 、 唐 津
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市 呼 子 町 小 川 島 南 端 と 福 岡 県 糸

島 市 志 摩 仏 崎 先 端 を 結 ん だ 直 線

と の 交 点  

イ  包 石 と 長 崎 県 壱 岐 市 芦 辺 町

中 名 島 を 結 ん だ 直 線 と 、 唐 津 市

土 器 崎 北 端 か ら 正 北 に 引 い た 直

線 と の 交 点  

ウ  唐 津 市 呼 子 町 小 川 島 南 端 と

福 岡 県 糸 島 市 志 摩 仏 崎 先 端 を 結

ん だ 直 線 と 、 唐 津 市 土 器 崎 北 端

か ら 正 北 に 引 い た 直 線 と の 交 点  

（ ２ ） ア  唐 津 市 呼 子 町 加 部 島 杉 の

浦 北 側 防 波 堤 先 端 標 柱 灯 と 同 鷹  

島 灯 台 を 結 ん だ 直 線 の 延 長 線

と 、 唐 津 市 土 器 崎 北 端 か ら 正 北

に 引 い た 直 線 と の 交 点  

イ  唐 津 市 土 器 崎 北 端 か ら 正

北 に 引 い た 直 線 と 、 唐 津 市 鎮 西

町 馬 渡 島 番 所 の 辻 と 唐 津 市 呼 子

町 加 部 島 北 端 を 結 ん だ 直 線 の 延

長 線 と の 交 点  

ウ  唐 津 市 呼 子 町 鷹 島 灯 台 と 同

小 川 島 猛 山 山 頂 を 結 ん だ 直 線

と 、 唐 津 市 鎮 西 町 馬 渡 島 番 所 の

辻 と 唐 津 市 呼 子 町 加 部 島 北 端 を

結 ん だ 直 線 の 延 長 線 と の 交 点  

エ  唐 津 市 呼 子 町 鷹 島 灯 台 と 同

小 川 島 猛 山 山 頂 を 結 ん だ 直 線

と 、 唐 津 市 土 器 崎 北 端 と 唐 津 市

鎮 西 町 加 唐 島 南 端 を 結 ん だ 直 線

と の 交 点  
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オ  唐 津 市 土 器 崎 北 端 と 唐 津 市

鎮 西 町 加 唐 島 南 端 を 結 ん だ 直 線

と 、 唐 津 市 呼 子 町 友 崎 北 端 と 同

平 瀬 灯 台 を 結 ん だ 直 線 と の 交 点  

カ  唐 津 市 呼 子 町 友 崎 北 端 と 同

平 瀬 灯 台 を 結 ん だ 直 線 と 、 同 加

部 島 杉 の 浦 北 側 防 波 堤 先 端 標 柱

灯 と 同 鷹 島 灯 台 を 結 ん だ 直 線 の

延 長 線 と の 交 点  

（ ３ ） ア  唐 津 市 鎮 西 町 名 護 屋 城

山 山 頂 と 同 加 唐 島 南 風 崎 を 結 ん だ

直 線 と 、 唐 津 市 呼 子 町 加 部 島 天 童

岳 と 唐 津 市 鎮 西 町 松 島 西 端 を 結 ん

だ 直 線 と の 交 点   

イ  唐 津 市 鎮 西 町 名 護 屋 城 山 山 頂

と 同 加 唐 島 南 風 崎 を 結 ん だ 直 線

と 、 唐 津 市 呼 子 町 加 部 島 北 端 と

唐 津 市 鎮 西 町 波 戸 岬 北 端 を 結 ん

だ 直 線 と の 交 点  

ウ  唐 津 市 呼 子 町 加 部 島 北 端 と 唐

津 市 鎮 西 町 波 戸 岬 北 端 を 結 ん だ

直 線 と 、 唐 津 市 呼 子 町 加 部 島 天

童 岳 と 唐 津 市 鎮 西 町 松 島 西 端 を

結 ん だ 直 線 と の 交 点  

（４）ア  唐 津 市 鎮 西 町 波 戸 寺 田 川

川 口 中 央 と 同 馬 渡 島 南 端 を 結

ん だ 直 線 と 、 同 畑 崎 と 同 松 島

西 端 を 結 ん だ 直 線 と の 交 点  

イ  唐 津 市 鎮 西 町 畑 崎 と 同 松

島 西 端 を 結 ん だ 直 線 と 、 唐 津 市

呼 子 町 加 部 島 北 端 と 唐 津 市 鎮 西
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町 波 戸 岬 北 端 を 結 ん だ 直 線 の 延

長 線 と の 交 点  

ウ  唐 津 市 呼 子 町 加 部 島 北 端 と

唐 津 市 鎮 西 町 波 戸 岬 北 端 を 結 ん

だ 直 線 の 延 長 線 と 、 同 串 崎 西 端

と 同 松 島 西 端 を 結 ん だ 直 線 と の

交 点  

エ  唐 津 市 鎮 西 町 波 戸 寺 田 川 川

口 中 央 と 同 馬 渡 島 南 端 を 結 ん だ

直 線 と 、 同 串 崎 西 端 と 同 松 島 西

端 を 結 ん だ 直 線 と の 交 点  

 

６  所 属 す る 漁 業 協 同 組 合 が 保 有 す

る 共 同 漁 業 権 漁 場 内  

７  １ 及 び ２ の 操 業 区 域 に お い て は

① 、 ② の と お り 操 業 期 間 を 制 限 す

る 。  

① １ の 操 業 区 域 内 で は 、 包 石 と 唐

津 市 高 島 北 端 を 結 ん だ 直 線 よ り 北

の 海 域 は 、 ２ 月 ２ ５ 日 か ら ４ 月 ３

０ 日 ま で 、 同 直 線 よ り 南 の 海 域

は 、 ５ 月 １ 日 か ら ６ 月 ３ ０ 日 ま で

の 操 業 と す る 。  

② ２ の 操 業 区 域 内 で は 、 唐 津 市 高

島 南 東 端 か ら 正 北 に 引 い た 直 線 よ

り 東の海域は、３月１日から４月３

０日まで、同直線より西の海域は、

５月１日から７月３１日までの操業

とする。 

８  操 業 区 域 内 に 設 置 で き る か ご の

数 量 は ① か ら ③ の と と お り と す る 。
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な お 、 異 な る 海 域 で 設 置 す る 場 合 に

お い て も 、 か ご の 上 限 は １ ２ ０ 個 以

内 と す る 。  

①  １ 、 ２ 、 ３ （ １ ）、 ３ （ ２ ）、

４ （ １ ）、 ５ （ １ ） の 操 業 区 域 ：

１ ２ ０ 個 以 内  

②  ４ （ ２ ）、 ５ （ ２ ）、 ５ （ ４ ）

の 操 業 区 域 ： １ ０ ０ 個 以 内  

③  ５ （ ３ ） の 操 業 区 域 ： ５ ０ 個

以 内  

９  連 結 し た 幹 縄 の 両 端 に 、 水 面 上

１ メ ー ト ル 以 上 の 高 さ の 標 識 を つ

け 、 か つ 、 幹 縄 の 中 間 ３ ０ ０ メ ー ト

ル 毎 に 浮 標 を つ け な け れ ば な ら な

い 。  
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かご漁業 

その他のかご漁業 

現行許可方針 更新許可方針（案） 

第１ 制限措置 

（１）漁業種類 

   その他のかご漁業（ばいかご漁

業、かにかご漁業、ぼらかご漁

業、ふぐかご漁業の４種類とす

る。） 

（２）許可又は起業の認可をすべき船舶

の数 

   ５０隻以内 

（３）船舶の総トン数 

   制限措置なし 

（４）推進機関の馬力数 

   制限措置なし 

（５）操業区域 

   佐賀県玄海海域 

（６）漁業時期 

   １月１日から１２月３１日まで 

（７）漁業を営む者の資格 

① 佐賀県において漁港機能を有する

施設を拠点として漁業を営もうと

する者。 

② 佐賀県の漁船原簿に登録されてい

る船舶を使用する権利を有する者 

③ 佐賀県漁業調整規則（令和２年佐

賀県規則第６３号 令和２年１１

月２７日公布。以下、「規則」と

いう。）第１０条第１項各号のい

ずれにも該当しない者 

第１ 制限措置 

（１）漁業種類（４種類） 

   ばいかご漁業 

かにかご漁業 

ぼらかご漁業 

ふぐかご漁業 

（２）許可又は起業の認可をすべき船舶

の数 

   ５０隻以内 

（３）船舶の総トン数 

   制限措置なし 

（４）推進機関の馬力数 

   制限措置なし 

（５）操業区域 

   佐賀県玄海海域 

（６）漁業時期 

   １月１日から１２月３１日まで 

（７）漁業を営む者の資格 

① 佐賀県において漁港機能を有する

施設を拠点として漁業を営もうと

する者。 

② 佐賀県の漁船原簿に登録されてい

る船舶を使用する権利を有する者 

③ 佐賀県漁業調整規則（令和２年佐

賀県規則第６３号 令和２年１１

月２７日公布。以下、「規則」と

いう。）第１０条第１項各号のい

ずれにも該当しない者 
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④ 適切な資源管理を実践できる者 

⑤ 漁業の生産力の向上に努めようと

する者 

第２ 許可の有効期間 

   許可をした日から令和４年１２月

３１日まで 

第３ 申請すべき期間 

 １ 申請すべき期間（以下「申請期

間」という。）は、規則第１１条

第１項に基づく公示をした日から

次の開庁日までとする。 

 ２ 申請期間に到着し、受付けた申請

の数（以下「受付数」という。）

と、申請期間の最終日において有

効な許可又は起業の認可を受けて

いる船舶の数を足した数（以下

「合計数」という。）が、５０件

に到達しないときは、申請期間の

最終日の次の開庁日を新たな申請

期間として追加する。 

 ３ 令和４年１１月３０日までの期間

において合計数が５０件に到達す

るまでは、最後に追加した申請期

間の次の開庁日を更に新たな申請

期間として追加することを繰り返

す。ただし、最後に追加した申請

期間より前の申請期間より前の申

請期間に受付けたもののうち、許

可若しくは不許可の処分又は申請

の取下げをしたものについては、

これを受付数から除く。 

④ 適切な資源管理を実践できる者 

⑤ 漁業の生産力の向上に努めようと

する者 

第２ 許可の有効期間 

   令和５年１月１日から令和９年１

２月３１日まで 

第３ 申請すべき期間 

 １ 申請すべき期間（以下「申請期

間」という。）は、令和４年１２

月１日から令和４年１２月１５日

までとする。 

２ 申請期間に到着し、受付けた申請の数

（以下「受付数」という。）が、５０件に

到 達しないときは、申請期間の最終日

の次の開庁日を新たな申請期間として

追加する。 

３ 令和４年１２月１５日までの期間にお

いて、受付数と申請期間の最終日時点で

有効な許可又は起業の認可を受けてい

る船舶の数を足した数（以下「合計数」

という。）が５０件に到達するまでは、最

後に追加した申請期間の次の開庁日を

更に新たな申請期間として追加するこ

とを繰り返す。ただし、最後に追加した

申請期間より前の申請期間に受付けた

もののうち、許可、起業の認可若しくは

不許可の処分又は申請の取下げをした

ものについては、これを受付数から除

く。 

４ 合計数が５０件に到達した日以降から
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 ４ 合計数が５０件に到達した日以降

から令和４年１１月３０日までの

期間において、廃業等の事由によ

り残枠が生じた場合は、再度公示

を行う。申請期間の取扱いは、上

記１から３に同じ。 

 

第４ 許可の基準 

   第１（７）に定める資格を有し、

第１（１）に定める漁業を営もう

とする者。ただし、第１（２）に

定める隻数を超える場合は、最後

に設定した申請期間に受付けた者

を定める。また、同順位である者

相互間の優先順位は抽選による。

なお、規則第９条第１項第２号に

該当する場合は、この限りでな

い。 

（１）  許可を受けた者から、その許可

の有効期間中に、許可を受けた

船舶を譲り受け、その返還を受

け、その他相続又は法人の合併

若しくは分割以外の事由により

当該船舶を使用する権利を取得

して当該知事許可漁業を営もう

とする者 

（２）  前回の許可の有効期間中に、当

該知事許可漁業の許可を有して

いた者 

のうち、今回の許可の有効期間に

おいて当該知事許可漁業の許可又

令和９年１１月１０日までの期間にお

いて、廃業等の事由により残枠が生じた

場合は、新たな申請期間を追加する。申

請期間は、規則第１１条第１項に基づく

公示をした日から１０日間とする。ただ

し、１０日後が閉庁日のときは、その次

の開庁日までを申請期間とする。また、

これ以降の申請期間の取扱いは、上記３

に同じ。 

 

第４ 許可の基準 

合計数が５０件を超える場合は、最後

に設定した申請期間に受付けた者を次

に掲げる優先順位により許可又は起業

の認可をする者を定める。ただし、同

順位である者相互間の優先順位は抽選

による。なお、規則第９条第１項第２

号に該当する場合は、この限りでな

い。また、各順位の基準日は該当する

申請期間の始期の前日とする。 

（１） 基準日において従前の当該漁業の許可

を有していた者。ただし、当該順位の

適用は、令和４年１２月１５日までに

受付けた申請、かつ、有していた許可

件数の範囲までとする。 

（２） 基準日において当該漁業の許可を有し

ていた者から許可を承継し、許可を有

していた船舶と同じ船舶にて当該漁業

を営もうとする者。（従前の当該漁業の

許可を有していた者が、この許可方針
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は起業の認可を受けていない者 

（３）当該知事許可漁業以外の知事許可

漁業の許可を現に有している者 

（４）上記（１）～（３）に該当しない

者。 

第５ 条件 

 １ 所属する漁業協同組合が保有する

共同漁業権漁場（ただし、佐賀玄

海漁業協同組合においては、所属

する支所に関する共同漁業権漁

場）以外の共同漁業権漁場内で操

業してはならない。 

 ２ 幹縄の両端に、水面１メートル以

上の高さの標識をつけ、かつ、幹

縄の中間３００メートル毎に浮標

をつけなければならない。 

 

に基づく更新申請を行わないことに伴

い許可を承継する場合を含む。）ただ

し、当該順位の適用は、許可を承継す

る者が、許可を譲渡する者と２親等以

内の親族である場合に限る。 

（３） 基準日から過去５年間において当該漁業

の許可（従前の許可を含む。）を有して

いたことがある者 

（４） 基準日において当該漁業以外の漁業の許

可を有していた者 

（５） 上記（１）から（４）に該当しない者 

 

第５ 条件 

 １ 操業区域は、所属する漁業協同組

合が保有する共同漁業権漁場内。

ただし、佐賀玄海漁業協同組合におい

ては、所属する支所に関する共同漁業

権漁場内に限る。 

 ２ 幹縄の両端に、水面１メートル以

上の高さの標識をつけ、かつ、幹

縄の中間３００メートル毎に浮標

をつけなければならない。 
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たこつぼ漁業 

延縄式たこつぼ漁業 

現行許可方針 更新許可方針（案） 

１  操  業  区  域  

  佐 賀 県 海 域  

２  操  業  期  間  

  １ 月 １ 日 か ら １ ２ 月 ３ １ 日 ま で  

３  許 可 の 有 効 期 間  

  ３ 年 以 内  

４  制 限 又 は 条 件               

( 1) 所 属 す る 漁 業 協 同 組 合 が 保 有

す る 共 同 漁 業 権 漁 場 （ ただし、

佐賀玄海漁業協同組合において

は、所属する支所に関する共同漁

業権漁場） 以 外 の 共 同 漁 業 権 漁

場 内 で 操 業 し て は な ら な い 。  

(2) 漁 具 は ２ ０ 条 以 内 と し 、 つ ぼ

数 は １ 条 に つ き １ ０ ０ 個 以 内 と

す る 。  

(3) 幹 縄 の 両 端 に 、 水 面 １ メ ー

ト ル 以 上 の 高 さ の 標 識 を つ け 、

か つ 、 幹 縄 の 中 間 ３ ０ ０ メ ー ト

ル 毎 に 浮 標 を つ け な け れ ば な ら

な い 。  

(4) 十分な社会的信用を有しない者

への許可は認めない。 

 

第１ 制限措置 

１ 漁業種類 

延縄式たこつぼ漁業 

２ 許可又は起業の認可をすべき船舶の数 

 １５隻 

３ 船舶の総トン数 

 制限なし 

４ 推進機関の馬力数 

制限なし 

５ 操業区域 

佐賀県玄海海域 

６ 漁業時期 

１月１日から１２月３１日まで 

７ 漁業を営む者の資格 

（１）佐賀県において漁港機能を有する

施設を拠点として漁業を営もうとする

者 

（２）佐賀県の漁船原簿に登録されてい

る船舶を使用する権利を有する者 

（３）佐賀県漁業調整規則（令和２年佐

賀県規則第63号。以下「規則」とい

う。）第１０条第１項各号のいずれに

も該当しない者 

（４）適切な資源管理を実践できる者 

（５）漁業の生産力の向上に努めようと

する者 

 

第２ 許可の有効期間 

令和５年１月１日から令和９年１２月３１

日まで 

 

第３ 申請すべき期間 
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１ 申請すべき期間（以下「申請期間」

という。）は、令和４年１２月１日から

令和４年１２月１５日までとする。 

２ 申請期間に到着し、受付けた申請の

数（以下「受付数」という。）が、１５

件に到達しないときは、申請期間の最終

日の次の開庁日を新たな申請期間として

追加する。 

３ 令和４年１２月１５日までの期間に

おいて、受付数と申請期間の最終日時点

で有効な許可又は起業の認可を受けてい

る船舶の数を足した数（以下「合計数」

という。）が１５件に到達するまでは、

最後に追加した申請期間の次の開庁日を

更に新たな申請期間として追加すること

を繰り返す。ただし、最後に追加した申

請期間より前の申請期間に受付けたもの

のうち、許可、起業の認可若しくは不許

可の処分又は申請の取下げをしたものに

ついては、これを受付数から除く。 

４ 合計数が１５件に到達した日以降か

ら令和９年１１月１０日までの期間にお

いて、廃業等の事由により残枠が生じた

場合は、新たな申請期間を追加する。申

請期間は、規則第１１条第１項に基づく

公示をした日から１０日間とする。ただ

し、１０日後が閉庁日のときは、その次

の開庁日までを申請期間とする。また、

これ以降の申請期間の取扱いは、上記３

に同じ。 

 

第４ 許可の基準 

合計数が１５件を超える場合は、最後に

設定した申請期間に受付けた者を次に掲

げる優先順位により許可又は起業の認可
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をする者を定める。ただし、同順位であ

る者相互間の優先順位は抽選による。な

お、規則第９条第１項第２号に該当する

場合は、この限りでない。また、各順位

の基準日は該当する申請期間の始期の前

日とする。 

（１）基準日において従前の当該漁業の許

可を有していた者。ただし、当該順位

の適用は、令和４年１２月１５日まで

に受付けた申請、かつ、有していた許

可件数の範囲までとする。 

（２）基準日において当該漁業の許可を有

していた者から許可を承継し、許可を

有していた船舶と同じ船舶にて当該漁

業を営もうとする者。（従前の当該漁

業の許可を有していた者が、この許可

方針に基づく更新申請を行わないこと

に伴い許可を承継する場合を含む。）

ただし、当該順位の適用は、許可を承

継する者が、許可を譲渡する者と２親

等以内の親族である場合に限る。 

（３）基準日から過去５年間において当該

漁業の許可（従前の許可を含む。）を

有していたことがある者 

（４）基準日において当該漁業以外の漁業

の許可を有していた者 

（５）上記（１）から（４）に該当しない

  者 

  

第５ 条件 

 １ 操業区域は、 所 属 す る 漁 業 協

同 組 合 が 保 有 す る 共 同 漁 業 権 漁

場 内 。 ただし、佐賀玄海漁業協同組

合においては、所属する支所に関する

共同漁業権漁場内に限る。 
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２  漁 具 は ２ ０ 条 以 内 と し 、 つ ぼ

数 は １ 条 に つ き １ ０ ０ 個 以 内 と す

る 。  

３  幹 縄 の 両 端 に 、 水 面 １ メ ー ト

ル 以 上 の 高 さ の 標 識 を つ け 、 か

つ 、 幹 縄 の 中 間 ３ ０ ０ メ ー ト ル 毎

に 浮 標 を つ け な け れ ば な ら な い 。  
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地
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数

行 使 数

延 操 日

行 使 数

延 操 日

行 使 数

延 操 日

行 使 数

延 操 日

行 使 数

延 操 日

行 使 数

延 操 日

行 使 数

延 操 日

行 使 数

延 操 日

行 使 数

延 操 日

行 使 数

延 操 日

行 使 数

延 操 日

行 使 数

延 操 日

行 使 数

延 操 日

行 使 数

延 操 日

行 使 数

延 操 日

行 使 数

延 操 日

行 使 数

延 操 日

行 使 数

延 操 日

行 使 数

延 操 日

行 使 数

延 操 日

行 使 数

延 操 日

行 使 数

延 操 日

行 使 数

延 操 日

行 使 数

延 操 日

行 使 数

延 操 日

行 使 数

延 操 日

行 使 数

延 操 日

行 使 数

延 操 日

1
佐

賀
玄

海
浜

崎

1
3

1
4

2
3

6
2
6
9

1
1

2
6
3

1
1
2

2
佐

賀
玄

海
満

島

9
2

5
7

1
1

1
1

2
8

3
佐

賀
玄

海
高

島

1
9

4
5
7

4
6
0

7
3
4
7

1
3

:/
1

1
2

7
7

5
8

2
4

佐
賀

玄
海

唐
房

・
妙

見

5
1

5
9

6
1
3

9
7
7

7
2
3

4
2
8

6
佐

賀
玄

海
相

賀

2
6

4
2
1

2
2
0

1
1

2
3

3
2
7

7
1
7

8
9
9

2
4

1
5

2
5

7
佐

賀
玄

海
神

集
島

3
2

1
0

9
8

(1
9
2
)

1
0

 
7
3
(1

4
8
)

3
3
6

4
 

4
(2

1
)

9
5
9

(9
1
)

3
8

1
2

2
1
1

2
(6

)
4

(1
1
)

湊
浜

、
湊

岡

5
4

7
3
5

1
0

9
8

3
8

6
1
2
9

6
1
5

2
 

11
(1

3
)

4
2
6

9
1
2
3

8
1
2
7

【
屋

形
石

】

1
5

43
0

1
5

1
0
0

1
5

5
4
0

0
0

1
5

10
0

0
0

0
0

2
5

3
7
2

7
4
0

1
4
0

3
2
1

3
0

6
0
0

1
7

1
0

3
2
0

0
0

0
0

0
0

1
1
0

0
0

3
5
6

9
佐

賀
玄

海
小

友
、

（
呼

子
町

、
呼

子
町

浦
方

）

1
8

1
1

6
1
9

1
8

1
0

佐
賀

玄
海

呼
子

町
、

呼
子

町
浦

方

1
0
2

2
3
9

3
4
7

1
3

1
1
6

2
1
5

2
2

3
2
2

1
1

佐
賀

玄
海

加
部

島
 、

片
島

本
部

6
2

1
6

3
1

(8
0
)

1
6

 
59

(1
2
0
)

1
(2

0
)

1
5

4
3
9

(1
,0

3
5
)

1
1

2
(7

3
)

1
2
5

1
(1

0
)

5
4
0

1
2

小
川

島
小

川
島

1
1
2

9
31

5
9

3
6
5

9
3
6
5

9
3
6
5

9
3
6
5

9
18

2
9

3
6
5

3
0

24
3

2
0

2
2
0

2
0

0
0

0
0

0
0

0
3
0

2
7
4

0
0

1
3

佐
賀

玄
海

名
護

屋
、

名
護

屋
岡

6
5

9
5
7

9
2
2
5

6
7
8

1
1

2
2
0

5
4
1

4
1
2
8

1
5

1
4

佐
賀

玄
海

波
戸

2
9

4
4
6

4
1
2

6
3
2

1
1

4
3
4

1
5

佐
賀

玄
海

串 （
名

護
屋

、
名

護
屋

岡
）

2
3

2
3
8

3
7
8

3
1
2
1

4
1
8

2
4

1
6

佐
賀

玄
海

加
唐

島

5
4

7
3
8

1
0

6
5

3
5
4

3
4

6
2
2

4
1
5
2

1
7

佐
賀

玄
海

馬
渡

島

6
9

2
3

9
7

1
9

2
0
8

8
2
7

1
8

9
1

1
2

7
5

5
9
5

1
1

1
8

外
津

漁
協

外
津

【
串

】

6
2

3
6

4
7
8

2
2
4

【
外

津
】

6
2

1
4

4
2
8

2
1
0

仮
屋

6
4

6
5
4
0

6
5
4
0

6
54

0
6

5
40

7
6
3
0

1
0

4
5
0

6
5
40

6
5
4
0

3
6
0

6
5
4
0

6
5
4
0

2
0

佐
賀

玄
海

肥
前

（
牟

形
、

菖
津

、
京

泊
）

3
8

5
1

7
7

2
5

2
1

9
2
0

2
1

佐
賀

玄
海

肥
前

（
星

賀
、

駄
竹

、
向

島
、

晴
気

）
、

高
串

1
0
2

8
4
6

1
2

2
1
2

4
4
9

1
1
5

5
1
4

1
9

3
1
4

1
1

2
2

大
浦

浜
大

浦
浜

0
0

6
6

1
2

6
7
2

0
0

0
0

0
0

8
1
1

0
0

0
0

7
4
9

0
0

1
5

4
5

0
0

0
0

2
3

佐
賀

玄
海

波
多

津

3
1

1
1

1
0

3
2

5
1
2

1
2/

1
～

翌
8
/
3
1

1
0/

1
～

翌
4
/
3
0

1
/
1

～
1
2/

3
1

操
業

期
間

1
1/

1
～

翌
5
/
3
1

2
/
1

～
6
/
3
0

1
0/

1
～

翌
6
/
3
0

1
0
/
1

～
翌

4
/
3
0

2/
1

～
9
/
3
0

1
0/

1
～

翌
3
/
3
1

1
/
1

～
1
2/

3
1

1/
1

～
1
2
/
3
1

1
2
/
1

～
翌

7
/
3
1

2
/
1

～
6
/
3
0

1
1
/
1

～
翌

3
/
3
1

1/
1

～
1
2
/
3
1

1
/
1

～
1
2/

3
1

1/
1

～
1
2
/
3
1

6
/
1

～
8
/
3
1

4
/
1

～
8
/3

1

1
/
1

～
1
2/

3
1

1
0
/
1

～
翌

5
/
3
1

1
/
1

～
1
2/

3
1

1
/
1

～
1
2
/3

1

か め の て

餌 む し

わ か め

ふ の り

ひ じ き

も ず く

ひ と え ぐ さ

あ ま の り

て ん ぐ さ

え ご の り

か じ め

す じ あ お の り

た こ

に な

あ さ り

は ま ぐ り

も が い

あ か が い

か き

あ こ や が い

た い ら ぎ

い が い

う に

な ま こ

注
１

：
（
　

）
漁

協
の

聴
取

調
査

に
よ

る
　

注
２

：
異

な
る

漁
協

の
場

合
、

【
　

】
に

て
分

類

8

ば い

免
許

番
号

（
松

共
）

漁
業

の
名

称

あ わ び

と こ ぶ し

さ ざ え

1
2/

2
1

～
翌

1
0
/3

1

1/
1

～
1
2
/
3
1

1/
1

～
1
2
/
3
1

1/
1

～
1
2
/
3
1

1
9

仮
屋

佐
賀

玄
海

1
/
1

～
1
2/

3
1

-84-



共
同

漁
業

権
内

容
一

覧
表

　
　

[松
浦

海
区

]

第
二

種
第

三
種

漁
業

の
名

称

行 使 数

延 操 日

行 使 数

延 操 日

行 使 数

延 操 日

行 使 数

延 操 日

行 使 数

延 操 日

行 使 数

延 操 日

行 使 数

延 操 日

行 使 数

延 操 日

行 使 数

延 操 日

行 使 数

延 操 日

行 使 数

延 操 日

行 使 数

延 操 日

行 使 数

延 操 日

行 使 数

延 操 日

行 使 数

延 操 日

行 使 数

延 操 日

7
3
1
7

1
39

1
4

4
2
9
8

2
7
1

2
3
5
0

2
8
8

3
2
7
2

1
3
0

1
6

1
1
3

1
9

2
2
3
9

1
2
9

1
2
1
0

3
1
0
7

2
5
5

1
2

3
3
9
3

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

1
1
0

1
6
8

1
4
0

2
1
1
6

+
α

1
4
3

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

1
1
0
7

4
2
9
8

1
9

5
6
1
2

1
7

1
1
0
1

3
1
8
7

1
4
6

3
1
2

1
5

2
2
4

4
3
7
9

1
2
0

1
8
0

1
2
0
0

1
9
0

1
90

1
9
0

3
1
4
2

1
2
1

3
7
0

1
1
0
1

4
1
1
6

1
9

6
7
7
0

0
0

1
19

2
2
0

4
3
4
0

0
0

4
1
4
5

1
5

1
1
0

1
6

16
1
6

5
5

2
3

波
多

津

1
6

2
2

大
浦

浜

1
6

1

2
1

肥
前

（
星

賀
、

駄
竹

、
向

島
、

晴
気

）
、

高
串

2
5

3
3

3
3

5
5

2
3

5
5

1
0

2
0

肥
前

（
牟

形
、

菖
津

、
京

泊
）

8
2

10
4

35
1
0

5
5

2
0

1
0

仮
屋

3
2
0

10
5

3
1

外
津

【
串

】

1
1

5

1
7

馬
渡

島

2
0

1
6

加
唐

島

2
15

1
3

3
5

5

1
5

串
（
名

護
屋

、
名

護
屋

岡
）

7
2

1
4

波
戸

1
1

10

1

1
3

名
護

屋
、

名
護

屋
岡

3
2

1
2

小
川

島

0
0

0
0

0

7

1
1

加
部

島
、

片
島

本
部

2
4

8

1
0

呼
子

町
、

呼
子

町
浦

方

4
56

2
0

3
0

9
小

友
(呼

子
町

、
呼

子
町

浦
方

)

1
0

18

0
0

1
0

0
0

【
屋

形
石

】

3
0

8

湊
浜

、
湊

岡
・

8
2

4
5

5

7
神

集
島

1
8

6
6

1

6
6

6
相

賀

8
6

6
5

4
6

3
6

2
4

唐
房

・
妙

見

2
7

3

3
高

島

2
2

5
10

1
0

10

満
島

1
0

3

ぼ ら 飼 付

地
区

統
数

統
数

統
数

統
数

い か 敷 網

ぼ ら か ご

い か か ご

ば い か ご

あ な ご か ご

う な ぎ か ご

雑 魚 小 型 定 置 網

い か 小 型 定 置 網

雑 魚 磯 建 網

ぶ り 建 網

か ま す 建 網 統
数

統
数

統
数

統
数

統
数

統
数

統
数

5
5

1
8

1
9

く ろ だ い か ご

か に か ご

し ろ う お や な

し ろ う お 四 手 網

1
浜

崎

2
24

統
数

統
数

統
数

統
数

統
数

免
許

番
号

（
松

共
）

2 -85-



共
同

漁
業

権
内

容
一

覧
表

　
　

[松
浦

海
区

]

第
一

種

第
１

種
共

同
漁

業
権

第
２

種
・
第

３
種

共
同

漁
業

権

漁
協

名
地

区
水

揚
量

(ｋ
ｇ
)

水
揚

量
漁

場
保

全
等

の
取

組

1
佐

賀
玄

海
浜

崎
 

 
ば

い
3
,5

28
.0

 k
g 

  
  

 わ
か

め
5
94

.0
 k

g
 

 
た

こ
36

1
.5

 k
g 

  
  

  
  

さ
ざ

え
  

 3
0
.0

 k
g

 
 

あ
わ

び
1
6
.0

 k
g 

  
  

  
 な

ま
こ

  
  

  
  

 5
.0

 k
g

貝
類

3
,5

9
1
.5

k
g

い
か

1,
92

6
.0

kg
さ

わ
ら

1
,9

25
.2

k
g

か
に

40
8
.0

k
g

す
ず

き
40

6
.0

k
g

海
面

・
海

底
清

掃
ク

ロ
マ

グ
ロ

混
獲

回
避

活
動

2
佐

賀
玄

海
満

島

 
ば

い
2
,1

45
.5

 k
g

 
た

こ
86

.0
 k

g
 

な
ま

こ
8
0
.0

 k
g

あ
か

が
い

1
0
.5

 k
g

 
さ

ざ
え

10
.0

 k
g

貝
類

2
03

4
.5

k
g

か
に

75
.0

kg
た

こ
5
9
.0

k
g

あ
な

ご
10

.5
㎏

海
面

・
海

底
清

掃
海

底
耕

耘
ク

ロ
マ

グ
ロ

混
獲

回
避

活
動

3
佐

賀
玄

海
高

島

 
 

ば
い

1
0
,7

18
.0

 k
g 

  
  

  
  

さ
ざ

え
1
,0

50
.0

 k
g

 
 

あ
わ

び
2
85

.5
 k

g 
  

  
  

  
  

  
た

こ
2
54

.0
 k

g
 

 
な

ま
こ

2
05

.0
 k

g 
  

  
  

  
  

  
に

な
2
4
.0

 k
g

 
う

に
0
.3

 k
g

あ
じ

2
18

,3
69

.0
㎏

さ
ば

6
9
,2

32
.0

㎏
さ

わ
ら

2
2
,5

60
.8

㎏
た

ち
う

お
1
2
,8

30
.0

㎏
貝

類
9
,4

9
4
.0

㎏

海
面

・
海

底
清

掃
海

底
耕

耘
ガ

ン
ガ

ゼ
駆

除
ク

ロ
マ

グ
ロ

混
獲

回
避

活
動

24
佐

賀
玄

海
唐

房
・妙

見

 
な

ま
こ

1
,9

90
.0

 k
g

 
わ

か
め

1
,0

66
.0

 k
g

 
さ

ざ
え

37
0
.0

 k
g

 
た

こ
12

1
.5

 k
g

 
あ

わ
び

4
4
.0

 k
g

い
か

14
0
.0

㎏
た

こ
8
1
.0

㎏
か

に
15

.0
kg

海
面

・
海

底
清

掃
海

底
耕

耘
ク

ロ
マ

グ
ロ

混
獲

回
避

活
動

6
佐

賀
玄

海
相

賀

 
 

ひ
じ

き
73

8
.0

 k
g 

  
  

た
こ

4
02

.0
 k

g
 

 
さ

ざ
え

35
0
.0

 k
g 

  
 な

ま
こ

1
90

.0
 k

g
 

 
あ

わ
び

1
40

.0
 k

g 
  

 も
ず

く
66

.5
 k

g
 

 
に

な
40

.0
 k

g 
  

  
 わ

か
め

28
.0

 k
g

 
 

う
に

1
7
.3

 k
g 

  
  

  
 ば

い
7
.0

 k
g

あ
じ

1
3
,4

06
.0

㎏
さ

ば
4
,1

76
.0

㎏
い

か
3,

21
8
.0

㎏
ア

イ
ゴ

1
,6

20
.0

㎏
さ

わ
ら

1
,6

11
.2

㎏

海
面

・
海

底
清

掃
海

底
耕

耘
ク

ロ
マ

グ
ロ

混
獲

回
避

活
動

7
佐

賀
玄

海
神

集
島

 
 

さ
ざ

え
2
,6

11
.3

 k
g 

  
  

た
こ

1,
68

1
.5

 k
g

 
あ

わ
び

6
36

.3
 k

g 
  

  
  

ひ
じ

き
3
36

.1
k
g

 
 

ば
い

1
50

.5
 k

g 
  

  
  

  
う

に
1
28

.8
 k

g
 

ふ
の

り
47

.5
k
g 

  
  

  
  

  
に

な
4
0
.0

 k
g

 
な

ま
こ

3
9
.0

 k
g

あ
じ

2
4
,7

18
.5

㎏
さ

ば
8
,1

12
㎏

い
か

3,
84

2
.5

㎏
か

ま
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の

協
力

〇
松

区
第

25
1号

佐
賀

玄
海

漁
協

鎮
西

第
１

種
区

画
漁

業
権

こ
ん

ぶ
養

殖
業

R3
.1

.1
〜

R3
.1

2.
31

1
1

30
m

*3
*1

本
コ

ン
ブ

（
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ｍ
）

-
漁

業
の

方
法

（
養

殖
期

間
、

養
殖

規
模

）
を

遵
守

-
県

が
実

施
す

る
調

査
・

研
究

の
協

力
〇

松
区

第
25

2号
佐

賀
玄

海
漁

協
鎮

西
第

１
種

区
画

漁
業

権
こ

ん
ぶ

養
殖

業
R3

.1
.1

〜
R3

.1
2.

31
2

2
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m
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m
*8

本
コ

ン
ブ

（
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0ｍ
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-
漁

業
の

方
法

（
養

殖
期

間
、

養
殖

規
模

）
を

遵
守

-
県

が
実

施
す

る
調

査
・

研
究

の
協

力
〇

松
区

第
25

3号
佐

賀
玄

海
漁

協
鎮

西
第

１
種

区
画

漁
業

権
こ

ん
ぶ

養
殖

業
R3

.1
.1

〜
R3

.1
2.

31
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5
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別
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め
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-

漁
業

の
方

法
（

養
殖

期
間

、
養

殖
規

模
）

を
遵

守
-

県
が

実
施

す
る

調
査

・
研

究
の

協
力

〇
松

区
第

25
4号

佐
賀

玄
海

漁
協

鎮
西

第
１

種
区

画
漁

業
権

こ
ん

ぶ
養

殖
業

R3
.1

.1
〜

R3
.1

2.
31

実
績

な
し

〇
松

区
第

30
1号

佐
賀

玄
海

漁
協

唐
津

市
第

１
種

区
画

漁
業

権
魚

類
小

割
式

養
殖

業
（

く
ろ

ま
ぐ

ろ
以

外
）

R3
.1

.1
〜

R3
.1

2.
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×
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実

績
な

し
-

-
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-
〇

松
区
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30
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佐

賀
玄

海
漁

協
唐

津
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第
１

種
区

画
漁

業
権

魚
類

小
割

式
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台
実

績
な

し
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-
-

-
〇

松
区

第
30
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佐

賀
玄

海
漁

協
唐

津
市

第
１

種
区

画
漁

業
権

魚
類

小
割

式
養

殖
業

（
く

ろ
ま
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ろ
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外
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〜
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2.
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1

0
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1台

実
績
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-

〇
松

区
第

30
4号

佐
賀

玄
海

漁
協

唐
津

市
第

１
種

区
画

漁
業

権
魚

類
小

割
式

養
殖

業
（
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ろ

ま
ぐ

ろ
以

外
）

R3
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〜
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.1

2.
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1
1
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×
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績
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-
-
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×
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区
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佐

賀
玄

海
漁

協
呼

子
第

１
種

区
画

漁
業

権
魚

類
小

割
式

養
殖

業
（
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ま
ぐ

ろ
以

外
）

R3
.1

.1
〜
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.1
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〇
松

区
第

30
6号

佐
賀

玄
海

漁
協

加
部

島
第

１
種

区
画

漁
業

権
魚

類
小

割
式

養
殖

業
（

く
ろ

ま
ぐ

ろ
以

外
）

R3
.1

.1
〜

R3
.1

2.
31

1
0

休
止

〇
松

区
第

30
7号

佐
賀

玄
海

漁
協

加
部

島
第

１
種

区
画

漁
業

権
魚

類
小

割
式

養
殖

業
（

く
ろ

ま
ぐ

ろ
以

外
）

R3
.1

.1
〜

R3
.1

2.
31

1
0

休
止

〇
松

区
第

30
8号

佐
賀

玄
海

漁
協

呼
子

（
片

島
）

第
１

種
区

画
漁

業
権

魚
類

小
割

式
養

殖
業

（
く

ろ
ま

ぐ
ろ

以
外

）
R3

.1
.1

〜
R3

.1
2.

31
1

1
18

台
実

績
あ

り
漁

業
の

方
法

（
養

殖
期

間
、

養
殖

規
模

）
を

遵
守

〇
松

区
第

30
9号

佐
賀

玄
海

漁
協

鎮
西

第
１

種
区

画
漁

業
権

魚
類

小
割

式
養

殖
業

（
く

ろ
ま

ぐ
ろ

以
外

）
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〜
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2.
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7千
円

漁
業

の
方

法
（

養
殖

期
間

、
養

殖
規

模
）

を
遵

守
漁

場
改

善
計

画
の

遵
守

県
が

実
施

す
る

調
査

・
研

究
の

協
力

〇
松

区
第

31
0号

佐
賀

玄
海

漁
協

鎮
西

第
１

種
区

画
漁

業
権

魚
類

小
割

式
養

殖
業

（
く

ろ
ま

ぐ
ろ

以
外

）
R3

.1
.1

〜
R3

.1
2.

31
1

1
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ｍ
×
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ｍ

 
12

台
 

10
ｍ

×
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ｍ
 

18
台

漁
業

の
方

法
（

養
殖

期
間

、
養

殖
規

模
）

を
遵

守
漁

場
改

善
計

画
の

遵
守

県
が

実
施

す
る

調
査

・
研

究
の

協
力

〇
松

区
第

31
1号

佐
賀

玄
海

漁
協

鎮
西

第
１

種
区

画
漁

業
権

魚
類

小
割

式
養

殖
業

（
く

ろ
ま

ぐ
ろ

以
外

）
R3

.1
.1

〜
R3

.1
2.

31
1

1
9m

×
9ｍ

 
5台

マ
ダ

イ
18

,3
00

kg
14
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千
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漁
業

の
方

法
（

養
殖

期
間

、
養

殖
規

模
）

を
遵

守
漁

場
改

善
計

画
の

遵
守

県
が

実
施

す
る

調
査

・
研

究
の

協
力

〇
松

区
第

31
2号

佐
賀

玄
海

漁
協

鎮
西

第
１

種
区

画
漁

業
権

魚
類

小
割

式
養

殖
業

（
く

ろ
ま

ぐ
ろ

以
外

）
R3

.1
.1

〜
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.1
2.

31
1

1
12
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×
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台
実

績
な

し
〇

松
区

第
31

3号
外

津
漁

協
第

１
種

区
画

漁
業

権
魚

類
小

割
式

養
殖

業
（

く
ろ

ま
ぐ

ろ
以

外
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R3
.1
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〜
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.1

2.
31

8
8

10
m

×
10

m
筏

 3
6個

  5
m

×
5m

筏
 1

個
種

苗
導

入
数

 マ
サ

バ
1.

5万
尾

 
 

 
 

 ト
ラ

フ
グ

0.
6万

尾
 

 
 

 
 

 
マ

ア
ジ

4万
尾

17
,3

00
,0

00
 

漁
業

の
方

法
（

養
殖

期
間

、
養

殖
規

模
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を
遵

守
海

底
浄

化
剤

を
散

布
し

漁
場

の
維

持
改

善
を

図
っ

た
県

が
実

施
す

る
調

査
・

研
究

の
協

力
×

松
区

第
31
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外

津
漁

協
第

１
種

区
画

漁
業

権
魚

類
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式

養
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漁

業
の

方
法

（
養

殖
期

間
、

養
殖

規
模

）
を

遵
守

海
底

浄
化

剤
を

散
布

し
漁

場
の

維
持

改
善

を
図

っ
た

県
が

実
施

す
る

調
査

・
研

究
の

協
力

〇

松
区

第
31

5号
仮

屋
漁

協
第

１
種

区
画

漁
業

権
魚

類
小
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式

養
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外
）
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00
漁

業
の

方
法

（
養

殖
期

間
、

養
殖

規
模

）
を

遵
守

漁
場

改
善

計
画

に
よ

り
適

用
数

量
の

遵
守

に
取

り
組

む
。

底
質

浄
化

剤
の

散
布

に
よ

り
、

漁
場

環
境

の
改

善
を

図
っ

た
。

〇

松
区

第
31
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仮

屋
漁

協
第

１
種

区
画

漁
業

権
魚

類
小

割
式

養
殖

業
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く
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ぐ
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以

外
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〜
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漁

業
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方
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殖

規
模
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を
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守

漁
場

改
善

計
画

に
よ

り
適

用
数

量
の

遵
守

に
取

り
組

む
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底
質

浄
化

剤
の

散
布

に
よ

り
、

漁
場

環
境

の
改

善
を

図
っ

た
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法
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、

養
殖

規
模

）
を

遵
守
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場

改
善

計
画

に
よ

り
適

用
数

量
の

遵
守

に
取

り
組

む
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底
質

浄
化

剤
の
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に
よ
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、

漁
場

環
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改

善
を
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っ

た
。

〇

松
区

第
31

8号
佐

賀
玄
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賀
玄

海
漁

協
肥

前
町

第
１

種
区

画
漁

業
権
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式
養

殖
業
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く
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外
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1
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績

な
し

〇
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区
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賀

玄
海

漁
協

肥
前

町
第

１
種

区
画

漁
業

権
魚

類
小

割
式

養
殖

業
（
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ろ

ま
ぐ
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以
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賀
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漁
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式
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載
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業
の

方
法

（
養

殖
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、

養
殖

規
模

）
を

遵
守

県
が

実
施

す
る

調
査

・
研

究
の

協
力

〇

松
区
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賀
玄
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漁

協
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区
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類
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式
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業
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玄
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漁
協
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区
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漁
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権
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類
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割
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塗
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〇

松
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.1
2.

31
１

人
１

人
筏

２
台

実
績

な
し

〇

松
区

第
32

8号
佐

賀
玄

海
漁

協
波

多
津

第
１

種
区

画
漁

業
権

魚
類

小
割

式
養

殖
業

（
く

ろ
ま

ぐ
ろ

以
外

）
R3

.1
.1

〜
R3

.1
2.

31
3

3
10

ｍ
×

10
ｍ

筏
 

30
台

①
出

荷
数

量
マ

ダ
イ

16
,3

00
kg

ブ
リ

15
,0

00
kg

ト
ラ

フ
グ

30
,0

00
kg

②
種

苗
導

入
数

量
マ

ダ
18

,0
00

尾
ブ

リ
2,

50
0尾

ト
ラ

フ
グ

60
,0

00
尾

マ
ダ

イ
12

,4
00

千
円

ブ
リ

13
,5

00
千

円
ト

ラ
フ

グ
60

,0
00

千
円

筏
数

の
制

限
県

が
実

施
す

る
調

査
・

研
究

の
協

力
〇

松
区

第
35

1号
佐

賀
玄

海
漁

協
鎮

西
第

１
種

区
画

漁
業

権
魚

類
小

割
式

養
殖

業
（

く
ろ

ま
ぐ

ろ
）

R3
.1

.1
〜

R3
.1

2.
31

1
1

円
形

30
m

 
4台

ク
ロ

マ
グ

ロ
11

,8
00

尾
14

,9
00

千
円

漁
業

の
方

法
（

養
殖

期
間

、
養

殖
規

模
）

を
遵

守
漁

場
改

善
計

画
の

遵
守

県
が

実
施

す
る

調
査

・
研

究
の

協
力

〇
松

区
第

40
1号

佐
賀

玄
海

漁
協

加
部

島
第

１
種

区
画

漁
業

権
介

類
小

割
式

養
殖

業
R3

.1
.1

〜
R3

.1
2.

31
1

1
休

止
×

松
区

第
40

2号
小

川
島

漁
協

第
１

種
区

画
漁

業
権

介
類

小
割

式
養

殖
業

R3
.1

.1
〜

R3
.1

2.
31

1
1

老
朽

化
に

よ
り

 
撤

去
中

〇

松
区

第
40

3号
小

川
島

漁
協

第
１

種
区

画
漁

業
権

介
類

小
割

式
養

殖
業

R3
.1

.1
〜

R3
.1

2.
31

2
1

14
ｍ

×
12

ｍ
×

6ｍ
…

3台
15

ｍ
×

10
ｍ

×
6ｍ

…
1台

10
ｍ

×
5ｍ

×
6ｍ

…
4台

10
ｍ

×
2ｍ

×
6ｍ

…
4台

①
出

荷
数

量
：

ア
ワ

ビ
38

8㎏
27

1,
44

0円
 

漁
業

の
方

法
（

養
殖

期
間

、
養

殖
規

模
）

を
遵

守
ガ

ン
ガ

ゼ
の

駆
除

県
が

実
施

す
る

調
査

・
研

究
の

協
力

〇

松
区

第
40

4号
佐

賀
玄

海
漁

協
鎮

西
第

１
種

区
画

漁
業

権
介

類
小

割
式

養
殖

業
R3

.1
.1

〜
R3

.1
2.

31
2

2
10

m
×

10
m

筏
 

2台
ア

カ
ウ

ニ
 

4k
g

45
0千

円
漁

業
の

方
法

（
養

殖
期

間
、

養
殖

規
模

）
を

遵
守

-
県

が
実

施
す

る
調

査
・

研
究

の
協

力
藻

場
保

全
活

動
〇

松
区

第
40

5号
佐

賀
玄

海
漁

協
鎮

西
第

１
種

区
画

漁
業

権
介

類
小

割
式

養
殖

業
R3

.1
.1

〜
R3

.1
2.

31
0

0
実

績
無

し
〇

松
区

第
40

6号
佐

賀
玄

海
漁

協
鎮

西
第

１
種

区
画

漁
業

権
介

類
小

割
式

養
殖

業
R3

.1
.1

〜
R3

.1
2.

31
0

0
実

績
無

し
〇

松
区

第
40

7号
佐

賀
玄

海
漁

協
鎮

西
第

１
種

区
画

漁
業

権
介

類
小

割
式

養
殖

業
R3

.1
.1

〜
R3

.1
2.

31
1

1
12

ｍ
*5

ｍ
*2

台
ア

カ
ウ

ニ
 

（
50

00
個

）
病

気
で

死
滅

漁
業

の
方

法
（

養
殖

期
間

、
養

殖
規

模
）

を
遵

守
-

 
県

が
実

施
す

る
調

査
・

研
究

の
協

力
×

松
区

第
40

8号
佐

賀
玄

海
漁

協
鎮

西
第

１
種

区
画

漁
業

権
介

類
小

割
式

養
殖

業
R3

.1
.1

〜
R3

.1
2.

31
2

2
11

ｍ
*5

ｍ
*3

台
ア

ワ
ビ

 
 

（
35

00
個

）
61

0千
円

漁
業

の
方

法
（

養
殖

期
間

、
養

殖
規

模
）

を
遵

守
-

 
県

が
実

施
す

る
調

査
・

研
究

の
協

力
〇

松
区

第
40

9号
佐

賀
玄

海
漁

協
鎮

西
第

１
種

区
画

漁
業

権
介

類
小

割
式

養
殖

業
R3

.1
.1

〜
R3

.1
2.

31
10

10
ロ

ー
プ

式
12

0ｍ
 

64
本

ア
ワ

ビ
 

4k
g

ア
カ

ウ
ニ

（
殻

付
き

含
む

）
11

2ｋ
ｇ

1,
23

0千
円

漁
業

の
方

法
（

養
殖

期
間

、
養

殖
規

模
）

を
遵

守
-

 
県

が
実

施
す

る
調

査
・

研
究

の
協

力
藻

場
保

全
活

動
〇

松
区

第
41

0号
佐

賀
玄

海
漁

協
鎮

西
第

１
種

区
画

漁
業

権
介

類
小

割
式

養
殖

業
R3

.1
.1

〜
R3

.1
2.

31
3

3
ロ

ー
プ

式
 

72
m

×
11

本
①

出
荷

数
量

ヒ
オ

ウ
ギ

昨
年

種
苗

が
手

に
入

ら
ず

出
荷

無
し

漁
業

の
方

法
（

養
殖

期
間

、
養

殖
規

模
）

を
遵

守
-

 
県

が
実

施
す

る
調

査
・

研
究

の
協

力
〇

松
区

第
41

1号
佐

賀
玄

海
漁

協
鎮

西
第

１
種

区
画

漁
業

権
介

類
小

割
式

養
殖

業
R3

.1
.1

〜
R3

.1
2.

31
0

0
実

績
無

し
〇

松
区

第
41

2号
佐

賀
玄

海
漁

協
鎮

西
第

１
種

区
画

漁
業

権
介

類
小

割
式

養
殖

業
R3

.1
.1

〜
R3

.1
2.

31
0

0
実

績
無

し
〇

適
切

か
つ

有
効

に
活

用
し

て
い

る
か

（
１

）
免

許
番

号
等

（
６

）
漁

場
の

活
用

状
況

（
７

）
資

源
管

理
に

関
す

る
取

組
の

実
施

状
況

真
鯛

 
31

,2
42

,0
00

フ
グ

 
36

,9
00

,0
00

出
荷

数
量

真
鯛

 
42

,9
18

㎏
フ

グ
 

16
,4

55
㎏

ワ
カ

メ
55

,5
82

ｋ
ｇ

10
12

13
3円

-88-



松
区

第
41

3号
佐

賀
玄

海
漁

協
鎮

西
第

１
種

区
画

漁
業

権
介

類
小

割
式

養
殖

業
R3

.1
.1

〜
R3

.1
2.

31
0

0
実

績
無

し
×

松
区

第
41

4号
外

津
漁

協
第

１
種

区
画

漁
業

権
介

類
小

割
式

養
殖

業
R3

.1
.1

〜
R3

.1
2.

31
0

0
実

績
無

し
×

松
区

第
41

5号
仮

屋
漁

協
第

１
種

区
画

漁
業

権
介

類
小

割
式

養
殖

業
R3

.1
.1

〜
R3

.1
2.

31
1

0
実

績
無

し
×

松
区

第
41

6号
佐

賀
玄

海
漁

協
肥

前
第

１
種

区
画

漁
業

権
介

類
小

割
式

養
殖

業
R3

.1
.1

〜
R3

.1
2.

31
2

1
R4

 ひ
び

建
て

12
ｍ

×
5m

2カ
所

不
明

県
が

実
施

す
る

調
査

・
研

究
の

協
力

〇

松
区

第
41

7号
佐

賀
玄

海
漁

協
肥

前
第

１
種

区
画

漁
業

権
介

類
小

割
式

養
殖

業
R3

.1
.1

〜
R3

.1
2.

31
1

1
カ

キ
10

m
×

10
m

×
1台

ヒ
オ

ウ
ギ

10
m

×
10

m
×

1台
カ

キ
3t

、
ヒ

オ
ウ

ギ
40

0個
県

が
実

施
す

る
調

査
・

研
究

の
協

力
〇

松
区

第
41

8号
佐

賀
玄

海
漁

協
肥

前
第

１
種

区
画

漁
業

権
介

類
小

割
式

養
殖

業
R3

.1
.1

〜
R3

.1
2.

31
1

1
10

m
×

10
m

×
1台

不
明

×
松

区
第

50
1号

佐
賀

玄
海

漁
協

唐
津

市
第

１
種

区
画

漁
業

権
か

き
垂

下
式

養
殖

業
R3

.1
.1

〜
R3

.1
2.

31
8

8
筏

設
置

無
し

実
績

無
し

〇
松

区
第

50
2号

佐
賀

玄
海

漁
協

唐
津

市
第

１
種

区
画

漁
業

権
か

き
垂

下
式

養
殖

業
R3

.1
.1

〜
R3

.1
2.

31
8

8
 

 
8m

×
8m

 
2台

9m
×

9m
 

1台
10

m
×

10
m

 
7台

生
産

量
 

牡
蠣

1,
60

0㎏
15

0万
円

 
漁

業
の

方
法

（
養

殖
期

間
、

養
殖

規
模

）
を

遵
守

県
が

実
施

す
る

調
査

・
研

究
の

協
力

〇
松

区
第

50
3号

佐
賀

玄
海

漁
協

唐
津

市
第

１
種

区
画

漁
業

権
か

き
垂

下
式

養
殖

業
R3

.1
.1

〜
R3

.1
2.

31
8

8
 

9m
×

9m
 

11
台

10
m

×
10

m
 

9台
生

産
量

 
牡

蠣
4,

40
0㎏

39
6万

円
 

漁
業

の
方

法
（

養
殖

期
間

、
養

殖
規

模
）

を
遵

守
県

が
実

施
す

る
調

査
・

研
究

の
協

力
〇

松
区

第
50

4号
佐

賀
玄

海
漁

協
鎮

西
第

１
種

区
画

漁
業

権
か

き
垂

下
式

養
殖

業
R3

.1
.1

〜
R3

.1
2.

31
1

1
10

m
×

10
ｍ

 
12

台
マ

ガ
キ

 
1,

63
0ｋ

ｇ
81

5千
円

漁
業

の
方

法
（

養
殖

期
間

、
養

殖
規

模
）

を
遵

守
-

県
が

実
施

す
る

調
査

・
研

究
の

協
力

〇
松

区
第

50
5号

佐
賀

玄
海

漁
協

鎮
西

第
１

種
区

画
漁

業
権

か
き

垂
下

式
養

殖
業

R3
.1

.1
〜

R3
.1

2.
31

1
1

10
ｍ

×
10

ｍ
 

30
台

マ
ガ

キ
 

2,
50

0ｋ
ｇ

1,
25

0千
円

漁
業

の
方

法
（

養
殖

期
間

、
養

殖
規

模
）

を
遵

守
-

県
が

実
施

す
る

調
査

・
研

究
の

協
力

〇
松

区
第

50
6号

佐
賀

玄
海

漁
協

外
津

漁
協

鎮
西

第
１

種
区

画
漁

業
権

か
き

垂
下

式
養

殖
業

R3
.1

.1
〜

R3
.1

2.
31

1
1

10
ｍ

×
10

ｍ
 

4台
漁

業
の

方
法

（
養

殖
期

間
、

養
殖

規
模

）
を

遵
守

-
県

が
実

施
す

る
調

査
・

研
究

の
協

力
〇

松
区

第
50

7号
外

津
漁

協
第

１
種

区
画

漁
業

権
か

き
垂

下
式

養
殖

業
R3

.1
.1

〜
R3

.1
2.

31
2

2
10

m
×

10
m

筏
  4

個
種

苗
導

入
数

 
マ

ガ
キ

30
連

27
0,

00
0

 
漁

業
の

方
法

（
養

殖
期

間
、

養
殖

規
模

）
を

遵
守

海
底

浄
化

剤
を

散
布

し
漁

場
の

維
持

改
善

を
図

っ
た

県
が

実
施

す
る

調
査

・
研

究
の

協
力

〇
松

区
第

50
8号

外
津

漁
協

第
１

種
区

画
漁

業
権

か
き

垂
下

式
養

殖
業

R3
.1

.1
〜

R3
.1

2.
31

2
2

10
m

×
10

m
筏

  3
個

 1
0m

×
10

m
筏

  1
個

種
苗

導
入

数
 

マ
ガ

キ
50

連
45

0,
00

0
 

漁
業

の
方

法
（

養
殖

期
間

、
養

殖
規

模
）

を
遵

守
海

底
浄

化
剤

を
散

布
し

漁
場

の
維

持
改

善
を

図
っ

た
県

が
実

施
す

る
調

査
・

研
究

の
協

力
〇

松
区

第
50

9号
仮

屋
漁

協
第

１
種

区
画

漁
業

権
か

き
垂

下
式

養
殖

業
R3

.1
.1

〜
R3

.1
2.

31
6

6
10

m
×

10
m

筏
 

28
基

漁
業

の
方

法
（

養
殖

期
間

、
養

殖
規

模
）

を
遵

守
漁

場
環

境
保

全
の

た
め

、
斃

死
し

た
カ

キ
殻

は
陸

揚
げ

し
業

者
に

引
き

取
っ

て
も

ら
う

。
〇

松
区

第
51

0号
仮

屋
漁

協
第

１
種

区
画

漁
業

権
か

き
垂

下
式

養
殖

業
R3

.1
.1

〜
R3

.1
2.

31
6

4
10

m
×

10
m

筏
 

4基
漁

業
の

方
法

（
養

殖
期

間
、

養
殖

規
模

）
を

遵
守

漁
場

環
境

保
全

の
た

め
、

斃
死

し
た

カ
キ

殻
は

陸
揚

げ
し

業
者

に
引

き
取

っ
て

も
ら

う
。

〇

松
区

第
51

1号
仮

屋
漁

協
第

１
種

区
画

漁
業

権
か

き
垂

下
式

養
殖

業
R3
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３
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３
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区
画

漁
業

権
内

容
一

覧
表

　
　

[松
浦

海
区

]

（
２

）
漁

業
権

の
内

容
（

３
）

漁
業

の
名

称
（

４
）

漁
業

の
時

期
（

５
）

組
合

員
行

使
権

漁
業

権
番

号
免

許
者

関
係

支
所

漁
業

権
の

種
類

報
告

の
対

象
期

間
行

使
権

者
数

行
使

者
数

活
用

状
況

（
R３

時
点

）
生

産
量

（
kg

、
尾

、
個

）
生

産
額

（
円

）
１

．
漁

業
権

行
使

規
則

の
取

組
状

況
２

．
区

画
内

漁
業

権
内

の
漁

場
環

境
保

全
の

た
め

、
実

施
し

て
い

る
取

組
３

．
そ

の
他

の
取

組

松
区

第
20

1号
佐

賀
玄

海
漁

協
浜

崎
第

１
種

区
画

漁
業

権
わ

か
め

養
殖

業
R3

.1
.1

〜
R3

.1
2.

31
1

1
親

綱
40

m
×

16
本

69
9k

g
11

1,
45

0円
漁

業
の

方
法

（
養

殖
期

間
、

養
殖

規
模

）
を

遵
守

-
県

が
実

施
す

る
調

査
・

研
究

の
協

力
〇

松
区

第
20

2号
佐

賀
玄

海
漁

協
唐

津
市

第
１

種
区

画
漁

業
権

わ
か

め
養

殖
業

R3
.1

.1
〜

R3
.1

2.
31

10
10

30
cm

×
60

ｍ
（

尺
玉

式
）

14
0本

漁
業

の
方

法
（

養
殖

期
間

、
養

殖
規

模
）

を
遵

守
-

県
が

実
施

す
る

調
査

・
研

究
の

協
力

〇
松

区
第

20
3号

佐
賀

玄
海

漁
協

唐
津

市
第

１
種

区
画

漁
業

権
わ

か
め

養
殖

業
R3

.1
.1

〜
R3

.1
2.

31
10

10
30

cm
×

30
ｍ

（
尺

玉
式

）
10

本
漁

業
の

方
法

（
養

殖
期

間
、

養
殖

規
模

）
を

遵
守

-
県

が
実

施
す

る
調

査
・

研
究

の
協

力
〇

松
区

第
20

4号
佐

賀
玄

海
漁

協
唐

津
市

第
１

種
区

画
漁

業
権

わ
か

め
養

殖
業

R3
.1

.1
〜

R3
.1

2.
31

10
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30
cm

×
30
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（

尺
玉

式
）

10
本

漁
業

の
方

法
（

養
殖

期
間

、
養

殖
規

模
）

を
遵

守
-

県
が

実
施

す
る

調
査

・
研

究
の

協
力

〇
松

区
第

25
1号

佐
賀

玄
海

漁
協

鎮
西

第
１

種
区

画
漁

業
権

こ
ん

ぶ
養

殖
業

R3
.1

.1
〜

R3
.1

2.
31

1
1

30
m

*3
*1

本
コ

ン
ブ

（
20

ｍ
）

-
漁

業
の

方
法

（
養

殖
期

間
、

養
殖

規
模

）
を

遵
守

-
県

が
実

施
す

る
調

査
・

研
究

の
協

力
〇

松
区

第
25

2号
佐

賀
玄

海
漁
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鎮

西
第

１
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区
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漁
業

権
こ
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養
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〜
R3

.1
2.

31
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2
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m
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m
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-
漁

業
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方
法

（
養
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期

間
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養
殖

規
模

）
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遵
守

-
県

が
実

施
す

る
調

査
・

研
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の
協

力
〇

松
区

第
25

3号
佐

賀
玄

海
漁

協
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西
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権
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ん
ぶ

養
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〜
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5
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別
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め
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コ

ン
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22

0ｍ
-

漁
業

の
方

法
（

養
殖

期
間

、
養

殖
規

模
）

を
遵

守
-

県
が

実
施

す
る

調
査

・
研

究
の

協
力

〇
松

区
第
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佐
賀

玄
海

漁
協

鎮
西

第
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区
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漁
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権
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養
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〜
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績

な
し

〇
松

区
第

30
1号
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賀

玄
海
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協

唐
津

市
第

１
種

区
画

漁
業

権
魚

類
小

割
式

養
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業
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く
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ぐ
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×
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績
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績
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賀
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画
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業

権
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類
小

割
式

養
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ぐ
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〜
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1
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〇
松

区
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賀
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海
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部

島
第

１
種
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画
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業

権
魚

類
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割
式

養
殖

業
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く
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ま
ぐ

ろ
以
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）
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〜
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.1
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1
0

休
止

〇
松

区
第
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佐
賀

玄
海

漁
協

加
部

島
第

１
種

区
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漁
業

権
魚

類
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割
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養
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業
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く
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ぐ
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〜
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佐
賀

玄
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種
区

画
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権
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養

殖
業

（
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ろ
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ぐ
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以
外

）
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〜
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31
1

1
18

台
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績
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り
漁

業
の

方
法

（
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殖
期

間
、

養
殖

規
模
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遵
守

〇
松

区
第
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佐
賀

玄
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漁
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西

第
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種
区

画
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業
権

魚
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小
割

式
養

殖
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（
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ろ
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ぐ
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以
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〜
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×
10

ｍ
 

 4
台
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g
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円

漁
業

の
方

法
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養
殖

期
間

、
養

殖
規

模
）

を
遵

守
漁

場
改

善
計

画
の

遵
守

県
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実
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す
る

調
査

・
研

究
の

協
力

〇
松

区
第
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佐
賀
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×
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漁
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の
方

法
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養
殖

期
間

、
養

殖
規

模
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を
遵

守
漁

場
改

善
計

画
の

遵
守

県
が

実
施

す
る

調
査

・
研

究
の

協
力

〇
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佐
賀
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協
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漁
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法
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養
殖

期
間

、
養

殖
規

模
）

を
遵

守
漁

場
改

善
計

画
の

遵
守

県
が

実
施

す
る

調
査

・
研

究
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協
力

〇
松
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佐
賀
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計
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.1
〜

R3
.1

2.
31

6
6

10
ｍ

×
10

ｍ
筏

 
50

基
漁

業
の

方
法

（
養

殖
期

間
、

養
殖

規
模

）
を

遵
守

漁
場

改
善

計
画

に
よ

り
適

用
数

量
の

遵
守

に
取

り
組

む
。

底
質

浄
化

剤
の

散
布

に
よ

り
、

漁
場

環
境

の
改

善
を

図
っ

た
。

〇

松
区

第
31

8号
佐

賀
玄

海
漁

協
肥

前
町

第
１

種
区

画
漁

業
権

魚
類

小
割

式
養

殖
業

（
く

ろ
ま

ぐ
ろ

以
外

）
R3

.1
.1

〜
R3

.1
2.

31
1

1
５

m
×

5ｍ
×

３
台

不
明

×
松

区
第

31
9号

佐
賀

玄
海

漁
協

肥
前

町
第

１
種

区
画

漁
業

権
魚

類
小

割
式

養
殖

業
（

く
ろ

ま
ぐ

ろ
以

外
）

R3
.1

.1
〜

R3
.1

2.
31

1
1

6m
×

6m
×

3台
不

明
×

松
区

第
32

0号
佐

賀
玄

海
漁

協
肥

前
町

第
１

種
区

画
漁

業
権

魚
類

小
割

式
養

殖
業

（
く

ろ
ま

ぐ
ろ

以
外

）
R3

.1
.1

〜
R3

.1
2.

31
1

1
5m

×
5m

×
2台

実
績

な
し

〇
松

区
第

32
1号

佐
賀

玄
海

漁
協

肥
前

町
第

１
種

区
画

漁
業

権
魚

類
小

割
式

養
殖

業
（

く
ろ

ま
ぐ

ろ
以

外
）

R3
.1

.1
〜

R3
.1

2.
31

1
1

5m
×

5m
×

4台
不

明
×

松
区

第
32

2号
佐

賀
玄

海
漁

協
肥

前
町

第
１

種
区

画
漁

業
権

魚
類

小
割

式
養

殖
業

（
く

ろ
ま

ぐ
ろ

以
外

）
R3

.1
.1

〜
R3

.1
2.

31
2

2
10

m
×

10
m

×
20

台
種

苗
導

入
数

ブ
リ

5,
00

0尾
ヒ

ラ
マ

サ
15

,0
00

尾
生

産
実

績
は

32
8号

に
記

載
漁

業
の

方
法

（
養

殖
期

間
、

養
殖

規
模

）
を

遵
守

県
が

実
施

す
る

調
査

・
研

究
の

協
力

〇

松
区

第
32

3号
佐

賀
玄

海
漁

協
肥

前
町

第
１

種
区

画
漁

業
権

魚
類

小
割

式
養

殖
業

（
く

ろ
ま

ぐ
ろ

以
外

）
R3

.1
.1

〜
R3

.1
2.

31
1

1
5m

×
5m

×
2台

不
明

×
松

区
第

32
4号

佐
賀

玄
海

漁
協

高
串

第
１

種
区

画
漁

業
権

魚
類

小
割

式
養

殖
業

（
く

ろ
ま

ぐ
ろ

以
外

）
R3

.1
.1

〜
R3

.1
2.

31
1

1
10

m
×

10
m

筏
 

4個
出

荷
・

種
苗

導
入

実
績

な
し

-
-

燐
を

含
む

塗
料

は
使

用
し

な
い

県
が

実
施

す
る

調
査

・
研

究
の

協
力

〇

松
区

第
32

5号
佐

賀
玄

海
漁

協
高

串
第

１
種

区
画

漁
業

権
魚

類
小

割
式

養
殖

業
（

く
ろ

ま
ぐ

ろ
以

外
）

R3
.1

.1
〜

R3
.1

2.
31

2
2

10
m

×
10

m
筏

 
31

個

②
種

苗
導

入
数

マ
ダ

イ
16

,0
00

尾
ト

ラ
フ

グ
40

,0
00

尾
ア

ジ
20

,0
00

尾
カ

ワ
ハ

ギ
5,

00
0尾

サ
バ

10
,0

00
尾

生
産

実
績

は
32

8号
に

記
載

漁
業

の
方

法
（

養
殖

期
間

、
養

殖
規

模
）

を
遵

守
燐

を
含

む
塗

料
は

使
用

し
な

い
〇

松
区

第
32

6号
大

浦
浜

漁
協

第
１

種
区

画
漁

業
権

魚
類

小
割

式
養

殖
業

（
く

ろ
ま

ぐ
ろ

以
外

）
R3

.1
.1

〜
R3

.1
2.

31
３

人
３

人
筏

５
０

台
 

マ
ダ

イ
・

ハ
マ

チ
フ

グ
〇

松
区

第
32

7号
大

浦
浜

漁
協

第
１

種
区

画
漁

業
権

魚
類

小
割

式
養

殖
業

（
く

ろ
ま

ぐ
ろ

以
外

）
R3

.1
.1

〜
R3

.1
2.

31
１

人
１

人
筏

２
台

実
績

な
し

〇

松
区

第
32

8号
佐

賀
玄

海
漁

協
波

多
津

第
１

種
区

画
漁

業
権

魚
類

小
割

式
養

殖
業

（
く

ろ
ま

ぐ
ろ

以
外

）
R3

.1
.1

〜
R3

.1
2.

31
3

3
10

ｍ
×

10
ｍ

筏
 

30
台

①
出

荷
数

量
マ

ダ
イ

16
,3

00
kg

ブ
リ

15
,0

00
kg

ト
ラ

フ
グ

30
,0

00
kg

②
種

苗
導

入
数

量
マ

ダ
18

,0
00

尾
ブ

リ
2,

50
0尾

ト
ラ

フ
グ

60
,0

00
尾

マ
ダ

イ
12

,4
00

千
円

ブ
リ

13
,5

00
千

円
ト

ラ
フ

グ
60

,0
00

千
円

筏
数

の
制

限
県

が
実

施
す

る
調

査
・

研
究

の
協

力
〇

松
区

第
35

1号
佐

賀
玄

海
漁

協
鎮

西
第

１
種

区
画

漁
業

権
魚

類
小

割
式

養
殖

業
（

く
ろ

ま
ぐ

ろ
）

R3
.1

.1
〜

R3
.1

2.
31

1
1

円
形

30
m

 
4台

ク
ロ

マ
グ

ロ
11

,8
00

尾
14

,9
00

千
円

漁
業

の
方

法
（

養
殖

期
間

、
養

殖
規

模
）

を
遵

守
漁

場
改

善
計

画
の

遵
守

県
が

実
施

す
る

調
査

・
研

究
の

協
力

〇
松

区
第

40
1号

佐
賀

玄
海

漁
協

加
部

島
第

１
種

区
画

漁
業

権
介

類
小

割
式

養
殖

業
R3

.1
.1

〜
R3

.1
2.

31
1

1
休

止
×

松
区

第
40

2号
小

川
島

漁
協

第
１

種
区

画
漁

業
権

介
類

小
割

式
養

殖
業

R3
.1

.1
〜

R3
.1

2.
31

1
1

老
朽

化
に

よ
り

 
撤

去
中

〇

松
区

第
40

3号
小

川
島

漁
協

第
１

種
区

画
漁

業
権

介
類

小
割

式
養

殖
業

R3
.1

.1
〜

R3
.1

2.
31

2
1

14
ｍ

×
12

ｍ
×

6ｍ
…

3台
15

ｍ
×

10
ｍ

×
6ｍ

…
1台

10
ｍ

×
5ｍ

×
6ｍ

…
4台

10
ｍ

×
2ｍ

×
6ｍ

…
4台

①
出

荷
数

量
：

ア
ワ

ビ
38

8㎏
27

1,
44

0円
 

漁
業

の
方

法
（

養
殖

期
間

、
養

殖
規

模
）

を
遵

守
ガ

ン
ガ

ゼ
の

駆
除

県
が

実
施

す
る

調
査

・
研

究
の

協
力

〇

松
区

第
40

4号
佐

賀
玄

海
漁

協
鎮

西
第

１
種

区
画

漁
業

権
介

類
小

割
式

養
殖

業
R3

.1
.1

〜
R3

.1
2.

31
2

2
10

m
×

10
m

筏
 

2台
ア

カ
ウ

ニ
 

4k
g

45
0千

円
漁

業
の

方
法

（
養

殖
期

間
、

養
殖

規
模

）
を

遵
守

-
県

が
実

施
す

る
調

査
・

研
究

の
協

力
藻

場
保

全
活

動
〇

松
区

第
40

5号
佐

賀
玄

海
漁

協
鎮

西
第

１
種

区
画

漁
業

権
介

類
小

割
式

養
殖

業
R3

.1
.1

〜
R3

.1
2.

31
0

0
実

績
無

し
〇

松
区

第
40

6号
佐

賀
玄

海
漁

協
鎮

西
第

１
種

区
画

漁
業

権
介

類
小

割
式

養
殖

業
R3

.1
.1

〜
R3

.1
2.

31
0

0
実

績
無

し
〇

松
区

第
40

7号
佐

賀
玄

海
漁

協
鎮

西
第

１
種

区
画

漁
業

権
介

類
小

割
式

養
殖

業
R3

.1
.1

〜
R3

.1
2.

31
1

1
12

ｍ
*5

ｍ
*2

台
ア

カ
ウ

ニ
 

（
50

00
個

）
病

気
で

死
滅

漁
業

の
方

法
（

養
殖

期
間

、
養

殖
規

模
）

を
遵

守
-

 
県

が
実

施
す

る
調

査
・

研
究

の
協

力
×

松
区

第
40

8号
佐

賀
玄

海
漁

協
鎮

西
第

１
種

区
画

漁
業

権
介

類
小

割
式

養
殖

業
R3

.1
.1

〜
R3

.1
2.

31
2

2
11

ｍ
*5

ｍ
*3

台
ア

ワ
ビ

 
 

（
35

00
個

）
61

0千
円

漁
業

の
方

法
（

養
殖

期
間

、
養

殖
規

模
）

を
遵

守
-

 
県

が
実

施
す

る
調

査
・

研
究

の
協

力
〇

松
区

第
40

9号
佐

賀
玄

海
漁

協
鎮

西
第

１
種

区
画

漁
業

権
介

類
小

割
式

養
殖

業
R3

.1
.1

〜
R3

.1
2.

31
10

10
ロ

ー
プ

式
12

0ｍ
 

64
本

ア
ワ

ビ
 

4k
g

ア
カ

ウ
ニ

（
殻

付
き

含
む

）
11

2ｋ
ｇ

1,
23

0千
円

漁
業

の
方

法
（

養
殖

期
間

、
養

殖
規

模
）

を
遵

守
-

 
県

が
実

施
す

る
調

査
・

研
究

の
協

力
藻

場
保

全
活

動
〇

松
区

第
41

0号
佐

賀
玄

海
漁

協
鎮

西
第

１
種

区
画

漁
業

権
介

類
小

割
式

養
殖

業
R3

.1
.1

〜
R3

.1
2.

31
3

3
ロ

ー
プ

式
 

72
m

×
11

本
①

出
荷

数
量

ヒ
オ

ウ
ギ

昨
年

種
苗

が
手

に
入

ら
ず

出
荷

無
し

漁
業

の
方

法
（

養
殖

期
間

、
養

殖
規

模
）

を
遵

守
-

 
県

が
実

施
す

る
調

査
・

研
究

の
協

力
〇

松
区

第
41

1号
佐

賀
玄

海
漁

協
鎮

西
第

１
種

区
画

漁
業

権
介

類
小

割
式

養
殖

業
R3

.1
.1

〜
R3

.1
2.

31
0

0
実

績
無

し
〇

松
区

第
41

2号
佐

賀
玄

海
漁

協
鎮

西
第

１
種

区
画

漁
業

権
介

類
小

割
式

養
殖

業
R3

.1
.1

〜
R3

.1
2.

31
0

0
実

績
無

し
〇

適
切

か
つ

有
効

に
活

用
し

て
い

る
か

（
１

）
免

許
番

号
等

（
６

）
漁

場
の

活
用

状
況

（
７

）
資

源
管

理
に

関
す

る
取

組
の

実
施

状
況

真
鯛

 
31

,2
42

,0
00

フ
グ

 
36

,9
00

,0
00

出
荷

数
量

真
鯛

 
42

,9
18

㎏
フ

グ
 

16
,4

55
㎏

ワ
カ

メ
55

,5
82

ｋ
ｇ

10
12

13
3円

-90-



松
区

第
41

3号
佐

賀
玄

海
漁

協
鎮

西
第

１
種

区
画

漁
業

権
介

類
小

割
式

養
殖

業
R3

.1
.1

〜
R3

.1
2.

31
0

0
実

績
無

し
×

松
区

第
41

4号
外

津
漁

協
第

１
種

区
画

漁
業

権
介

類
小

割
式

養
殖

業
R3

.1
.1

〜
R3

.1
2.

31
0

0
実

績
無

し
×

松
区

第
41

5号
仮

屋
漁

協
第

１
種

区
画

漁
業

権
介

類
小

割
式

養
殖

業
R3

.1
.1

〜
R3

.1
2.

31
1

0
実

績
無

し
×

松
区

第
41

6号
佐

賀
玄

海
漁

協
肥

前
第

１
種

区
画

漁
業

権
介

類
小

割
式

養
殖

業
R3

.1
.1

〜
R3

.1
2.

31
2

1
R4

 ひ
び

建
て

12
ｍ

×
5m

2カ
所

不
明

県
が

実
施

す
る

調
査

・
研

究
の

協
力

〇

松
区

第
41

7号
佐

賀
玄

海
漁

協
肥

前
第

１
種

区
画

漁
業

権
介

類
小

割
式

養
殖

業
R3

.1
.1

〜
R3

.1
2.

31
1

1
カ

キ
10

m
×

10
m

×
1台

ヒ
オ

ウ
ギ

10
m

×
10

m
×

1台
カ

キ
3t

、
ヒ

オ
ウ

ギ
40

0個
県

が
実

施
す

る
調

査
・

研
究

の
協

力
〇

松
区

第
41

8号
佐

賀
玄

海
漁

協
肥

前
第

１
種

区
画

漁
業

権
介

類
小

割
式

養
殖

業
R3

.1
.1

〜
R3

.1
2.

31
1

1
10

m
×

10
m

×
1台

不
明

×
松

区
第

50
1号

佐
賀

玄
海

漁
協

唐
津

市
第

１
種

区
画

漁
業

権
か

き
垂

下
式

養
殖

業
R3

.1
.1

〜
R3

.1
2.

31
8

8
筏

設
置

無
し

実
績

無
し

〇
松

区
第

50
2号

佐
賀

玄
海

漁
協

唐
津

市
第

１
種

区
画

漁
業

権
か

き
垂

下
式

養
殖

業
R3

.1
.1

〜
R3

.1
2.

31
8

8
 

 
8m

×
8m

 
2台

9m
×

9m
 

1台
10

m
×

10
m

 
7台

生
産

量
 

牡
蠣

1,
60

0㎏
15

0万
円

 
漁

業
の

方
法

（
養

殖
期

間
、

養
殖

規
模

）
を

遵
守

県
が

実
施

す
る

調
査

・
研

究
の

協
力

〇
松

区
第

50
3号

佐
賀

玄
海

漁
協

唐
津

市
第

１
種

区
画

漁
業

権
か

き
垂

下
式

養
殖

業
R3

.1
.1

〜
R3

.1
2.

31
8

8
 

9m
×

9m
 

11
台

10
m

×
10

m
 

9台
生

産
量

 
牡

蠣
4,

40
0㎏

39
6万

円
 

漁
業

の
方

法
（

養
殖

期
間

、
養

殖
規

模
）

を
遵

守
県

が
実

施
す

る
調

査
・

研
究

の
協

力
〇

松
区

第
50

4号
佐

賀
玄

海
漁

協
鎮

西
第

１
種

区
画

漁
業

権
か

き
垂

下
式

養
殖

業
R3

.1
.1

〜
R3

.1
2.

31
1

1
10

m
×

10
ｍ

 
12

台
マ

ガ
キ

 
1,

63
0ｋ

ｇ
81

5千
円

漁
業

の
方

法
（

養
殖

期
間

、
養

殖
規

模
）

を
遵

守
-

県
が

実
施

す
る

調
査

・
研

究
の

協
力

〇
松

区
第

50
5号

佐
賀

玄
海

漁
協

鎮
西

第
１

種
区

画
漁

業
権

か
き

垂
下

式
養

殖
業

R3
.1

.1
〜

R3
.1

2.
31

1
1

10
ｍ

×
10

ｍ
 

30
台

マ
ガ

キ
 

2,
50

0ｋ
ｇ

1,
25

0千
円

漁
業

の
方

法
（

養
殖

期
間

、
養

殖
規

模
）

を
遵

守
-

県
が

実
施

す
る

調
査

・
研

究
の

協
力

〇
松

区
第

50
6号

佐
賀

玄
海

漁
協

外
津

漁
協

鎮
西

第
１

種
区

画
漁

業
権

か
き

垂
下

式
養

殖
業

R3
.1

.1
〜

R3
.1

2.
31

1
1

10
ｍ

×
10

ｍ
 

4台
漁

業
の

方
法

（
養

殖
期

間
、

養
殖

規
模

）
を

遵
守

-
県

が
実

施
す

る
調

査
・

研
究

の
協

力
〇

松
区

第
50

7号
外

津
漁

協
第

１
種

区
画

漁
業

権
か

き
垂

下
式

養
殖

業
R3

.1
.1

〜
R3

.1
2.

31
2

2
10

m
×

10
m

筏
  4

個
種

苗
導

入
数

 
マ

ガ
キ

30
連

27
0,

00
0

 
漁

業
の

方
法

（
養

殖
期

間
、

養
殖

規
模

）
を

遵
守

海
底

浄
化

剤
を

散
布

し
漁

場
の

維
持

改
善

を
図

っ
た

県
が

実
施

す
る

調
査

・
研

究
の

協
力

〇
松

区
第

50
8号

外
津

漁
協

第
１

種
区

画
漁

業
権

か
き

垂
下

式
養

殖
業

R3
.1

.1
〜

R3
.1

2.
31

2
2

10
m

×
10

m
筏

  3
個

 1
0m

×
10

m
筏

  1
個

種
苗

導
入

数
 

マ
ガ

キ
50

連
45

0,
00

0
 

漁
業

の
方

法
（

養
殖

期
間

、
養

殖
規

模
）

を
遵

守
海

底
浄

化
剤

を
散

布
し

漁
場

の
維

持
改

善
を

図
っ

た
県

が
実

施
す

る
調

査
・

研
究

の
協

力
〇

松
区

第
50

9号
仮

屋
漁

協
第

１
種

区
画

漁
業

権
か

き
垂

下
式

養
殖

業
R3

.1
.1

〜
R3

.1
2.

31
6

6
10

m
×

10
m

筏
 

28
基

漁
業

の
方

法
（

養
殖

期
間

、
養

殖
規

模
）

を
遵

守
漁

場
環

境
保

全
の

た
め

、
斃

死
し

た
カ

キ
殻

は
陸

揚
げ

し
業

者
に

引
き

取
っ

て
も

ら
う

。
〇

松
区

第
51

0号
仮

屋
漁

協
第

１
種

区
画

漁
業

権
か

き
垂

下
式

養
殖

業
R3

.1
.1

〜
R3

.1
2.

31
6

4
10

m
×

10
m

筏
 

4基
漁

業
の

方
法

（
養

殖
期

間
、

養
殖

規
模

）
を

遵
守

漁
場

環
境

保
全

の
た

め
、

斃
死

し
た

カ
キ

殻
は

陸
揚

げ
し

業
者

に
引

き
取

っ
て

も
ら

う
。

〇

松
区

第
51

1号
仮

屋
漁

協
第

１
種

区
画

漁
業

権
か

き
垂

下
式

養
殖

業
R3

.1
.1

〜
R3

.1
2.

31
6

0
貝

毒
発

生
時

の
避

難
漁

場
と

し
て

活
用

〇
松

区
第

51
2号

佐
賀

玄
海

漁
協

肥
前

第
１

種
区

画
漁

業
権

か
き

垂
下

式
養

殖
業

R3
.1

.1
〜

R3
.1

2.
31

3
1

7ｍ
×

7ｍ
×

20
台

種
苗

45
0

県
が

実
施

す
る

調
査

・
研

究
の

協
力

〇
松

区
第

51
3号

佐
賀

玄
海

漁
協

肥
前

第
１

種
区

画
漁

業
権

か
き

垂
下

式
養

殖
業

R3
.1

.1
〜

R3
.1

2.
31

4
1

10
ｍ

×
16

ｍ
×

10
台

種
苗

90
県

が
実

施
す

る
調

査
・

研
究

の
協

力
〇

松
区

第
51

4号
佐

賀
玄

海
漁

協
肥

前
第

１
種

区
画

漁
業

権
か

き
垂

下
式

養
殖

業
R3

.1
.1

〜
R3

.1
2.

31
4

1
10

ｍ
×

10
ｍ

×
1台

不
明

県
が

実
施

す
る

調
査

・
研

究
の

協
力

〇
松

区
第

51
5号

佐
賀

玄
海

漁
協

肥
前

第
１

種
区

画
漁

業
権

か
き

垂
下

式
養

殖
業

R3
.1

.1
〜

R3
.1

2.
31

4
1

10
ｍ

×
10

ｍ
×

5台
不

明
県

が
実

施
す

る
調

査
・

研
究

の
協

力
〇

松
区

第
51

6号
佐

賀
玄

海
漁

協
肥

前
第

１
種

区
画

漁
業

権
か

き
垂

下
式

養
殖

業
R3

.1
.1

〜
R3

.1
2.

31
3

3
10

m
×

10
m

筏
 

4個
種

苗
導

入
数

53
0連

出
荷

量
2,

75
0㎏

生
産

額
 

16
1万

円
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
漁

業
の

方
法

（
養

殖
期

間
、

養
殖

規
模

）
を

遵
守

県
が

実
施

す
る

調
査

・
研

究
の

協
力

〇

松
区

第
51

7号
佐

賀
玄

海
漁

協
肥

前
第

１
種

区
画

漁
業

権
か

き
垂

下
式

養
殖

業
R3

.1
.1

〜
R3

.1
2.

31
3

0
Ｒ

3年
度

 
実

績
な

し
Ｒ

3年
 

実
績

な
し

〇
松

区
第

51
8号

大
浦

浜
漁

協
第

１
種

区
画

漁
業

権
か

き
垂

下
式

養
殖

業
R3

.1
.1

〜
R3

.1
2.

31
6

6
筏

１
０

台
〇

松
区

第
51

9号
大

浦
浜

漁
協

第
１

種
区

画
漁

業
権

か
き

垂
下

式
養

殖
業

R3
.1

.1
〜

R3
.1

2.
31

7
7

筏
１

７
台

〇
松

区
第

52
0号

大
浦

浜
漁

協
第

１
種

区
画

漁
業

権
か

き
垂

下
式

養
殖

業
R3

.1
.1

〜
R3

.1
2.

31
3

3
筏

８
台

〇
松

区
第

52
1号

大
浦

浜
漁

協
第

１
種

区
画

漁
業

権
か

き
垂

下
式

養
殖

業
R3

.1
.1

〜
R3

.1
2.

31
5

5
筏

１
２

台
〇

松
区

第
52

2号
大

浦
浜

漁
協

第
１

種
区

画
漁

業
権

か
き

垂
下

式
養

殖
業

R3
.1

.1
〜

R3
.1

2.
31

0
0

筏
０

台
〇

松
区

第
52

3号
大

浦
浜

漁
協

第
１

種
区

画
漁

業
権

か
き

垂
下

式
養

殖
業

R3
.1

.1
〜

R3
.1

2.
31

8
8

 
筏

３
１

台
ロ

ー
プ

８
本

〇
松

区
第

52
4号

大
浦

浜
漁

協
第

１
種

区
画

漁
業

権
か

き
垂

下
式

養
殖

業
R3

.1
.1

〜
R3

.1
2.

31
10

10
ロ

ー
プ

２
６

本
〇

松
区

第
52

5号
大

浦
浜

漁
協

第
１

種
区

画
漁

業
権

か
き

垂
下

式
養

殖
業

R3
.1

.1
〜

R3
.1

2.
31

8
8

ロ
ー

プ
２

６
本

〇
松

区
第

52
6号

大
浦

浜
漁

協
第

１
種

区
画

漁
業

権
か

き
垂

下
式

養
殖

業
R3

.1
.1

〜
R3

.1
2.

31
8

8
 

筏
１

２
台

ロ
ー

プ
８

本
〇

松
区

第
52

7号
佐

賀
玄

海
漁

協
波

多
津

第
１

種
区

画
漁

業
権

か
き

垂
下

式
養

殖
業

R3
.1

.1
〜

R3
.1

2.
31

9
5

10
ｍ

×
10

ｍ
筏

 
9台

①
出

荷
数

量
 

7,
54

0㎏
5,

32
4,

50
0円

筏
数

の
制

限
県

が
実

施
す

る
調

査
・

研
究

の
協

力
〇

松
区

第
52

8号
佐

賀
玄

海
漁

協
肥

前
第

１
種

区
画

漁
業

権
か

き
垂

下
式

養
殖

業
R3

.1
.1

〜
R3

.1
2.

31
10

1
8m

×
8m

×
10

台
不

明
県

が
実

施
す

る
調

査
・

研
究

の
協

力
〇

松
区

第
52

9号
佐

賀
玄

海
漁

協
肥

前
第

１
種

区
画

漁
業

権
か

き
垂

下
式

養
殖

業
R3

.1
.1

〜
R3

.1
2.

31
4

1
8m

×
8m

×
10

台
不

明
県

が
実

施
す

る
調

査
・

研
究

の
協

力
〇

松
区

第
55

1号
大

浦
浜

漁
協

第
１

種
区

画
漁

業
権

か
き

ひ
び

建
て

養
殖

業
R3

.1
.1

〜
R3

.1
2.

31
ひ

び
建

て
済

み
〇

松
区

第
55

2号
大

浦
浜

漁
協

第
１

種
区

画
漁

業
権

か
き

ひ
び

建
て

養
殖

業
R3

.1
.1

〜
R3

.1
2.

31
ひ

び
建

て
済

み
〇

松
区

第
60

1号
佐

賀
玄

海
漁

協
他

2名鎮
西

第
１

種
区

画
漁

業
権

真
珠

養
殖

業
R3

.1
.1

〜
R3

.1
2.

31
-

-
避

寒
地

と
し

て
活

用
〇

松
区

第
60

2号
佐

賀
玄

海
漁

協
第

１
種

区
画

漁
業

権
真

珠
養

殖
業

R3
.1

.1
〜

R3
.1

2.
31

4
4

72
本

〇
松

区
第

60
3号

佐
賀

玄
海

漁
協

第
１

種
区

画
漁

業
権

真
珠

養
殖

業
R3

.1
.1

〜
R3

.1
2.

31
4

3
26

本
〇

松
区

第
60

4号
佐

賀
玄

海
漁

協
第

１
種

区
画

漁
業

権
真

珠
養

殖
業

R3
.1

.1
〜

R3
.1

2.
31

4
〇

松
区

第
60

5号
寺

田
 

壮
一

肥
前

第
１

種
区

画
漁

業
権

真
珠

養
殖

業
R3

.1
.1

〜
R3

.1
2.

31
1

〇
松

区
第

60
6号

宮
﨑

 
俊

広
肥

前
第

１
種

区
画

漁
業

権
真

珠
養

殖
業

R3
.1

.1
〜

R3
.1

2.
31

1
〇

松
区

第
60

7号
宮

﨑
 

雅
司

肥
前

第
１

種
区

画
漁

業
権

真
珠

養
殖

業
R3

.1
.1

〜
R3

.1
2.

31
3

〇
松

区
第

60
8号

宮
﨑

 
享

一
肥

前
第

１
種

区
画

漁
業

権
真

珠
養

殖
業

R3
.1

.1
〜

R3
.1

2.
31

4
〇

松
区

第
60

9号
宮

﨑
 

享
一

肥
前

第
１

種
区

画
漁

業
権

真
珠

養
殖

業
R3

.1
.1

〜
R3

.1
2.

31
4

〇
松

区
第

61
0号

宮
﨑

 
享

一
肥

前
第

１
種

区
画

漁
業

権
真

珠
養

殖
業

R3
.1

.1
〜

R3
.1

2.
31

4
〇

松
区

第
61

1号
宮

﨑
 

芳
勝

肥
前

第
１

種
区

画
漁

業
権

真
珠

養
殖

業
R3

.1
.1

〜
R3

.1
2.

31
3

4
13

本
〇

松
区

第
61

2号
肥

田
 

栄
一

大
浦

浜
第

１
種

区
画

漁
業

権
真

珠
養

殖
業

R3
.1

.1
〜

R3
.1

2.
31

3
〇

松
区

第
61

3号
肥

田
 

栄
一

大
浦

浜
第

１
種

区
画

漁
業

権
真

珠
養

殖
業

R3
.1

.1
〜

R3
.1

2.
31

3
〇

松
区

第
61

4号
肥

田
 

栄
一

大
浦

浜
第

１
種

区
画

漁
業

権
真

珠
養

殖
業

R3
.1

.1
〜

R3
.1

2.
31

3
〇

松
区

第
61

5号
肥

田
 

栄
一

大
浦

浜
第

１
種

区
画

漁
業

権
真

珠
養

殖
業

R3
.1

.1
〜

R3
.1

2.
31

3
〇

松
区

第
61

6号
肥

田
 

栄
一

大
浦

浜
第

１
種

区
画

漁
業

権
真

珠
養

殖
業

R3
.1

.1
〜

R3
.1

2.
31

3
〇

松
区

第
61

7号
伊

万
里

真
珠

株
式

会
社

大
浦

浜
第

１
種

区
画

漁
業

権
真

珠
養

殖
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佐玄水第１２９１号 
令和 4 年 11 月 18 日 

 
松浦海区漁業調整委員会 
 会長 川嵜 和正 様 
 

佐賀県玄海水産振興センター 
所長 久野 勝利 

 
 
 

松浦海区漁業調整委員会指示第８０号の適用除外申請について（依頼） 
 
 
このことについて、別紙のとおり申請しますので、よろしくお願いいたします。 
 
 
 
 
 
 

担当：玄海水産振興センター 
 種苗開発担当 江口 
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松浦海区漁業調整委員会指示第８０号の適用除外申請 
 

令和 4 年 11 月 18 日 
松浦海区漁業調整委員会 
 会長 川嵜 和正 様 
 
 

住所 唐津市唐房 6 丁目 4948-9 
氏名 佐賀県玄海水産振興センター 

所長 久野 勝利 
 

下記により松浦海区漁業調整委員会指示第８０号の適用除外を受けたいので申請

します。 
 

記 
 

1. 適用除外の理由 

 採捕禁止期間（７月１日から１２月２０日）にムラサキウニを採捕するため。 

 

2. 適用除外の期間 

 令和 4 年 11 月 28 日から令和 4 年 12 月 20 日までのうち 10 日程度。 

 

3. 調査の目的及び方法 

 

目的 

磯焼けの継続要因となっているムラサキウニの効率的な駆除方法、その効果を検討

する。 

 

方法 

・ 調査は別紙１に示す佐賀県玄海地区高島周辺の松共第３号内において実施する。 

・ 効率的な駆除方法の検討：簡易潜水器により海中で潰す方法、簡易潜水器により

船上に取り上げる方法、素潜りにより海中で潰す方法、素潜りで船上に取り上げ

る方法について、単位時間当たりの駆除効率について比較検討する。 

・ 駆除効果：定点を設定し、駆除実施前後で、枠取り調査を行い、ムラサキウニの

密度、藻場の被度、藻場の種類を比較し、その効果を明らかにする。 

 

4. 調査に使用する船舶 

 別紙２のとおり 
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5. 調査を実施する者の住所及び氏名 

 佐賀県玄海水産振興センターの職員及び別紙３のとおり 

  

6. 採捕尾数 

 ムラサキウニ約 2,000kg（４万個程度） 

 

7. その他 

  荒天（連続して風速 10m/s 以上、波高 2.5m 以上、視程 1km 以内の状態）が予想

される場合は調査を実施せず、また、調査中に荒天が見込まれた場合は直ちに

中止します。 

  港則法適用区域での実施については、唐津海上保安部からの作業許可を得たう

えで実施します。 
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別紙１ 調査の区域 

 

 

  

実施箇所 

（港則法適用） 

実施箇所 

（港則法適用外） 
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